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　季節は春。二年生になってから一ヶ月が経たった、ある日のこと。

『中等部二年一組の桐きり山やま誠人まことくん、至急生徒会室まで来てください』

　放課後、帰宅準備をすすめていた誠人は、突然の放送で生徒会室に呼び出された。

「仕事か」

　彼は、『中等部クラス委員会・委員長』──生徒会執行部の一員である。簡単に言えば中等部の生徒代表といったところだ。連絡事項をみんなに伝えたり、逆に中等部からの意見を纏まとめて、しかるべき人たちに伝えたり……そういった地味な仕事が多い。中、高等部を統すべる生徒会長のように、壇上に上って演説をするような目立つものではない。ようは中間管理職である。

　二年生で委員長を務めるのは珍しいらしいが、先せん輩ぱいたちを差し置いて、なぜか推すい薦せんで選ばれてしまった。選ばれてしまったものは仕方がない。微力ながらもやってみようと思っている。

　生徒会室で彼を待っていた任務は、奇き妙みようなものであった。




「桐山、貴方あなたの仕事は、眠ねむり姫ひめを起こすことよ」




　高等部風ふう紀き委員長・皇こう城じよう瑠る璃りはそう言った。毅き然ぜんとした、長身の少女である。

「あー……それ、演劇か何かの話ですか？」

　誠人は、瑠璃の豪ごう勢せいな髪かみを見ながら言った。手入れの行き届いた長ちよう髪はつが、いたるところでドリル状にとぐろを巻いているのだ。心の中だけで、超級スーパー縦たてロールと呼んでいる。

「いいえ、単なる喩たとえ。詳くわしく説明するから、座りなさい」

　ひどく命令口調が似合う。使い慣れているのだろう。

　生徒会室は一般教室よりもずいぶん狭せまく（それでも普通の学校の教室よりは広いだろうが）、傾斜はついていない。ぐるりとコの字形に並べられた長机とホワイトボード、プロジェクターなどがある。絨じゆう毯たんは芝生しばふ色いろだ。しんとした空間に、夕方の色が満ちていた。

　室内には、誠人と瑠璃の他ほかに、男子生徒が一人。他には誰もいない。

　誠人は面接を受ける就しゆう活かつ学生のように、中央のパイプ椅い子すに座った。

　瑠璃は誠人の正面、長机の向かいに座る。

「私たちが君に頼みたいのは、宮みや田たさんのことなんだ」

　瑠璃の隣となりに座っていた生徒会副会長・新しん城じよう耶や尋ひろが言った。彼は常に柔にゆう和わな笑顔を崩くずさない、大人おとなしい印象の人だ。偏へん見けんだが、図書室の片かた隅すみで、静かに本を読んでいるのが似合うと思う。

　彼の言葉に、誠人は問いを返す。

「宮田……宮田怜れい奈な？」

「そうよ、クラスメイトでしょう？」

　瑠璃が確認し、誠人は「はい」と頷うなずく。

「宮みや田たがどうかしたんですか？」

「どうかじゃないわよ」

　瑠る璃りは怒りを露あらわにした。女子高生らしからぬ眼光が凄すさまじく怖い。

「あの子は、二年一組の風ふう紀き委員でしょう。なのに彼女、生活態度があまりにも悪いわ。悪すぎるわ。よりにもよって風紀委員が遅刻するって、どういうこと？　どういうことなの、ねえ？　しかも一日二日じゃないのよ？　何日も何日も、今回なんて四日間連続遅刻──ふざけんじゃないわよ」

　彼女の主張はもっともだ。もっともだが──

（……なんで俺おれが怒られてるんだ？）

　誠人まことは困こん惑わくした。
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「瑠璃さん、落ち着いて。ほら、桐きり山やま君が驚いてるだろう」

「あ……うん」

　耶や尋ひろに宥なだめられた瑠璃は大人おとなしくなった。

　彼は猛もう獣じゆう使いのように、人を宥めるのが上手うまい。この人がいないと、曲くせ者ものばかりが揃そろっている生徒会は、絶対に成り立たないだろう。地味ながらも、なくてはならない人なのだ。

　誠人は、先せん輩ぱい方の言葉を吟ぎん味みして、自分なりに解釈する。

「ええと、つまり、俺に宮田を更生させろと？」

「話が早いわね。そういうことよ」

「意外ですね」

「何が？」

「皇こう城じよう先せん輩ぱいの性格なら、真っ先に自分が飛んでいって、宮みや田たを怒ど鳴なり散らすなりクビにするなりするんじゃねえかと」

「バカじゃないの？　死になさいよ貴方あなた」

　辛しん辣らつに罵ば倒とうされた。そんな趣味はないはずなのに、背筋がぞくぞくするような声だった。

「宮田とは、もうとっくに話したに決まっているでしょう。何なのあの子、私の話を聞いてるのか聞いてないのか全然分からないっていうか──のれんに腕うで押しなのよ。バカみたい、話すだけ無む駄だだったわ。まったくふざけてる……。でも、理由があって、絶対に風紀委員をクビにするわけにはいかないの。だからこうして、仕方なく貴方に頼んでいるってわけ」

「理由ってなんですか？」

「それは……貴方には関係のないことよ」

「そりゃねえでしょうよ、そこまで話しておいて」

　瑠る璃りの代わりに、副会長が答えてくれた。

「委員会のメンバーを罷ひ免めんするには、生徒会長の許可がいるんだ」

「つうと、許可もらえなかったってことですか」

「いや、会長は瑠璃さんに、こう言ったんだよ。『部下一人更生させることもできないのか、おまえ。無能だな』ってね。そしたら、瑠璃さんがキシャーってなって、今に至る」

「すげえよく分かりました」

　その時の光景が、ありありと目に浮かぶようだった。

　直情型の瑠璃は、いつも会長の掌てのひらで踊おどらされているのだ。こんなふうに。

「キシャーって何よっ！　ああもう、とにかく──桐きり山やま！　クラスメイトなんだから、貴方が何とかなさい。これは命令よ、拒否は許さないわ」

「何とかって、簡単に言いますけどね」

　誠人まことはげんなりと眉まゆを顰ひそめた。

「具体的に、どうしろっていうんですか。毎朝女子寮に迎えに行けとでも？　──男ですよ俺おれは、無理に決まってるでしょうが」

　当然だが、女子寮は男子禁制である。セキュリティは厳しく、屈強な警備員たちが鉄壁の防御を敷いているらしい。

「その点については心配いらないよ。もう手配りは済んでいるから」

　にこ、と副会長・耶や尋ひろが爽さわやかな笑顔を見せる。

「桐山。私の名前を言ってご覧なさい」

　瑠璃が偉そうに胸を張った。

　それで誠人まことは理解する。

「……そういうことですか、皇城瑠璃先せん輩ぱい」

　この学校の名前は、皇こう城じよう学院。そう、理事長の娘むすめである瑠る璃りにとっては、女子寮の規則に例外をとおすことくらいわけはないのだろう。理解はしたが、まだ納得はできない。

「何か文句がありそうね」

「ありますよ。幾ら規則をねじ曲げたって、女子寮に男が入ってくりゃあ、住んでるやつらは嫌いやな思いをするでしょう。俺おれはごめんです、お偉い皇城先輩の命令でもね。大体、何で俺なんですか？　こういう仕事なら、女にやらせりゃいいでしょうに」

「まさしく君が、そういう人だからだよ。この仕事には君が適任だと思うんだ。候補に全校の女子を含めたとしてもね」

　答えたのは耶や尋ひろだった。

「宮みや田たさんが抱かかえる問題は、そう簡単に解決できるものじゃない。彼女を任せる相手は、誰でもいいというわけにはいかない。だけれど、私たちは君ならできると判断した。私も、瑠璃さんも、会長も、君に期待しているんだよ。──どうか、お願いする。引き受けてはくれないだろうか」

　耶尋は丁てい寧ねいに頭を下げた。真しん摯しな説得が、誠人の心を揺らす。

「やめてくださいよ副会長。俺を買ってくれるのは光栄ですけどね、やっぱり──」

「桐きり山やま」

　改めて断ろうとした誠人に瑠璃が声をかけた。彼女は机の上に書類を置く。

「私を舐なめないで頂ちよう戴だい。貴方あなたに諭さとされるまでもなく、女の子の気持ちくらい分かっていてよ？　これは女子寮の住人からの正式な許可証。みんな、貴方が女子寮に出入りすることに同意してくれたわ。よかったわねえ、男として認められてなくて」

（ものすげえ嫌いや味み。人が気にしていることを、どうしてこうも嬉うれしそうに言うかね）

　しかし、どうもこれでは断るという選択肢しはなさそうだ。

「──分かりました。引き受けますよ」

　真剣な声で言った。クラスに問題児がいるのなら、更生させるのは自分の役目だ。それが委員長の職務であるし──いや、それを抜きにしても、放っておくわけにはいかないと思った。

「ありがとう、そう言ってくれると思っていたよ。眠ねむり姫ひめを頼んだよ、王子さま」

「あら。桐山の場合、王子さまというよりも、小人さんではないかしら」

（ったく──人に難なん事じを押しつけておいて、好き放題言ってくれるぜ）

　誠人は渋じゆう面めんで席を立つ。

「眠り姫の話に、小人なんざ出てきませんよ。そりゃ白しら雪ゆき姫でしょう」

「いいえ、私が言っているのは『靴くつ屋やのこびと』よ」

　瑠璃はくすりと笑って、

「せいぜい頑がん張ばりなさい桐きり山やま、私のために」

　言われるまでもなかった。一度引き受けると口にしたのだから、この仕事は必ず最後までやり遂げる。

　期限は月末。

　それまでに宮みや田た怜れい奈なを、風ふう紀き委員に相応ふさわしい規律正しい生徒へと更生させる。

「宮田は迷めい惑わくがるかもしれませんけどね──俺おれなりに、おせっかいを焼かせてもらいますよ」

　お人好しの小人さんブラウニー。

　校内で、ささやかな賞賛とともにそう渾あだ名なされていることを、誠人まことは知らなかった。




　　　　　　†




　翌日の朝、いつもより一時間早起きした誠人は、女子寮までやってきた。誠人が住む男子寮からは五分もかからない道みち程のりだ。

　春の日差しは今日も麗うららかで、まあこんな日は確かに、いつまでだって眠ねむっていたくなるだろうと思う。布ふ団とんから出るのが辛つらい季節である。

　女子寮は四階建ての白い建物で、小こ綺ぎ麗れいなマンションのようだった。それが団地のように幾つも並んでいる。建物の入口は、オートロックセキュリティ完備。令れい嬢じようたちのガードは堅けん牢ろうだ。

「ん……いや、まいったな」

　建物を見上げ、二の足を踏む。

　女子寮と言えば、男の立ち入りを一切許さぬ女の花園だ。その禁断の地に踏み込もうというのだから、健康な十代男子である誠人が緊張してしまうのも無理はない。

「こんなところで突っ立ってたら、逆に怪あやしいよなあ……行くか」

　覚かく悟ごを決めた誠人は、管理人を呼び出して事情を話し、オートロックを開けてもらった。

　ちゃんと瑠る璃りからの連絡が行き届いていたらしく、管理人の若い女性は、すんなりと了解してくれた。

　誠人は、無人の廊ろう下かを歩いていく。男子寮の汗あせくさい匂においとは違って、清潔ないい匂いがするような気がした。よく掃除が行き届いていて、塵ちり一つ落ちていない。

（ふぅん、男子寮とはえらい違いだな）

　野や郎ろうどもが廊下に撒まき散らすゴミを毎朝拾い集めるのが、誠人の日課だった。放っておいてもいずれ管理人やら業者やらが掃除をしてくれるのだろうが、それを待っていられる性格ではないのだ。性しよう分ぶん、とでもいおうか。

　階段を上る。

　三○三号室が宮田怜奈の部屋だ。誠人は、ドアの前で立ち止まり咳せき払ばらいをした。

「さて」

　まずはインターホンを押してみる。──反応はない。もう一度。──無反応。

（やっぱ、寝てるのか。寝てるんだろうな……だから、遅刻常習犯なんだよな）

　鍵を開けて、部屋に入って、宮みや田た怜れい奈なを起こさなくてはならない。それが任務だ。

　だけど……同じ年頃の女が寝ているところに、男である自分が踏み込むというのは……いくら生徒会の命令とはいえまずいのではなかろうか。いまさらながら、誠人まことは迷った。

　そもそも、宮田怜奈という女生徒と、誠人はほとんど話をしたことがない。まともに喋しやべったのは昨日きのうが初めてだ。しかも、電話で。

《委員長、話は皇城ドリル先せん輩ぱいから聞いている。合鍵は管理人が持っているから、それで入ってくれて構わない》

（簡単に言ってくれるぜ……）

　それほどまでに、誠人は安全牌パイだと思われているのだろうか。少々傷つく。

　宮田怜奈。確か、かなり背の高い女生徒だったと思う。スポーツ万能で、女ばかりにもてる。

　有名玩がん具ぐメーカーの一人娘むすめで、名家の子し息そく令れい嬢じようが集まる学院の中でも、かなり裕ゆう福ふくな境遇。

　ただ、わがままなお嬢様、という感じではない。

《私を起こすのは、きっと大変だと思う。頑がん張ばってくれ》

《頑張ってくれじゃねえよバカ野や郎ろう。おまえが頑張ればすむ話だろうが》

《善処しよう》

　男みたいな喋り方をするやつだった。少し話してみて分かったが、非常にマイペースというか、独特な性格をしているようだ。何故なぜ起きられないのかと聞いても、まともな返答がこない。話しているうちに、こちらの調子が狂ってきてしまう。

（あれじゃあ、皇こう城じよう先輩が短気を起こすのもしょうがねえよなあ）

　誠人は苦笑して、頰ほおをかいた。合鍵を差し入れ、回す。息を大きく吸い込んで、吐はき出した。

「ええい！　入るぞ……入るからな！」

　気合を入れながら、ドアを開く。

　生まれて初めて入る女子の部屋。きっと男の部屋とはまるで違う、聖域のような場所なのだろう。誠人は少なからず胸を高鳴らせていたのだが、その幻想は次の瞬しゆん間かん砕くだけ散った。

「うお……ぐあ……」

　そこには腐ふ海かいが広がっていた。明らかに人が住める場所ではなかった。

「汚きったねえ……部屋だな……これじゃあ……俺おれの部屋の方が、百倍マシじゃねえか」

　まず、玄げん関かんにはパンパンに膨ふくれあがったゴミ袋が開封状態で置かれていた。中身はカップ麵めんやら、コンビニ弁当やら、女の子らしからぬものばかり。分別もされていない。

　ゴミ袋の横に靴くつを脱ぬぎ、漫画雑誌が散乱するフローリングの廊ろう下かに踏み入る。

「足の踏み場もねえな、おい」

　これは、あれだ。だらしない男友達の部屋に入ったときと、同じ感覚だ。

　リビングには高価そうな家具が並んでいたが、やはり汚きたなかった。硝子ガラステーブルの上に空あき缶かんや空き瓶びんがボーリングでもするのかという具合で載のっている。床ゆかに、下着を含む衣類が大量に脱ぬぎ捨てられていた。年頃の少女として、いや、人間として間違っている部屋であった。

「女って、女って……みんな、こんなんなのか？　……そうなのか？　うわあ、マジかよ……」

　女性不信になりそうだった。高鳴っていた心臓などとうに萎なえきっている。

「いかん、泣けてきた……」

　これでは千年の恋も凍とう結けつするというものだ。宮みや田た怜れい奈なの顔などあまり見たこともないが、絶対にこいつとだけは結婚できねえなと思った。

「バカ野や郎ろう……絶対あとで、掃除させてやるからな……」

　誠人まことはゴミを足で搔かき分けるようにして、リビングを進んだ。なるほどこれは、副会長が言っていたとおり、『眠ねむれる森の美女』のワンシーンに喩たとえられるかもしれない。ただし女子寮の眠り姫ひめを護まもるのは、イバラではなくゴミだったが。

「着いた……っ、この野や郎ろう……手こずらせやがって……」

　こそ泥どろのように呟つぶやいて、ぎぃぃ……っ、と寝室のドアを開ける。

「あー……宮田……入る、ぞ……？」

　何故なぜか声を潜ひそめてしまう。部屋は暗くて、なんだかいい匂においがした。心臓の鼓こ動どうが再び早まる。夜よ這ばいをかけにきたわけでもないのに、妙みような背はい徳とく感かんがあった。

　手で壁をまさぐってスイッチを探し、かちりと明かりを点つける。

「お……おお……」

　つまびらかになった部屋の様子を見て、色々な意味で驚いた。リビングや廊ろう下かと比べると、かなり片付いている。入口正面に、漫画や小説の満まん載さいされた大きな本ほん棚だなが見えた。

　そっと足音を殺し、部屋に侵入すると、

「でけえテレビ……幾らするんだ、これ……？」

　ホームシアターというのだろうか、本格的なＡＶ機器が一式、部屋の一辺をまるまる占めていた。壁の空きスペースには、アニメのポスターが幾つも貼はられている。

　そして、

「アッシマー……じゃねえか。なんでズゴックと抱だき合ってるんだよ、おまえら……そういう関係だったのか……」

　部屋の至るところには、プラモデルや美少女フィギュアが、ことごとく変なポーズで飾られていた。モビルスーツ同士の逢あい引きを、ぬるい視線で眇すがめ見る。

　で、一つ分かったことがある。

「宮田……おまえ……オタク趣味……だったんだな」

　玩がん具ぐメーカーの令れい嬢じようなのだから、不自然なことではないのかもしれない。人の趣味は多種多様だ、自分が文句を付ける筋合いはない。誠人は納得し、本来の任務に取りかかることにした。

　くるりとベッドの方に首を曲げる。

「宮みや田た……」

「…………すぅ」

　柔やわらかそうなベッドには、毛布にくるまってすやすや寝息を立てる姫ひめ君ぎみ──宮田怜れい奈なの姿があった。でかい図ずう体たいをしているくせに、可愛かわいらしいキャラクターものの抱だき枕まくらに腕うでを回している。どうやらズボンを穿はいていないらしく、むっちりとした太ふと腿ももが二脚、ごろんと毛布からはみ出していた。

「……なんつー恰かつ好こうで寝とるんだ」

　かぁっと赤面し、視線を逸そらす。萎なえきったはずの心臓が、ドキンと撥はねた。

「と、ともかく、起こさねえと」

　つとめて太腿を見ないようにしながら、ベッドに近付く。顔を覗のぞき込むと、くらりと甘あまい体臭が鼻び腔こうをくすぐった。ごくん、と生なま唾つばを飲み込んでしまう。

（こいつ、こんなに綺き麗れいな顔してたのか……知らなかった）

　八等身の小顔はニキビ一つなく、絹のように艶つややかだ。二ふた重え目ま蓋ぶたと長い睫まつ毛げ、栗くり色いろのセミロングヘア。すぅすぅと静かに寝息を立てる怜奈は、たまらなく愛らしかった。

　視線が怜奈の顔に吸引されて、目が離せなくなる。彼女の顔を間近で見る機会など、これまで誠人まことにはなかった。何故なぜって身長が違いすぎて、近づくと顔が見えないのだ。真まっ直すぐ視線を向けると、でかい胸と会話しているような気分になってくる。かといって上を見上げると、

（鼻の穴しか見えないっつーの……）

　途と端たんに気分が萎えてきて、誠人は落ち着きを取り戻した。

「おい、宮田、起きろ」

　肩かたを揺らしてやりながら、何度も声をかけてみる。だが、まったく目を覚ます気配はない。

「なるほど、手て強ごわいな、こりゃあ。だがな、こっちも手ぶらできたわけじゃあねえんだよ」

　誠人は鞄かばんから、おもむろに目覚まし時計を取り出した。ベルが五つも付いた特別製だ。これは絶対に寝坊するわけにはいかないときにだけ使う、桐きり山やま家の秘密兵器だった。

　手早くセットし、さっと耳を塞ふさぐ。ほどなく、

　ジリリリリリリリリ‼　部屋に大音量が発生した。これで起きない人間など、この世にいるはずがない……勝利を確信した誠人だったが、敵てきはどうも人類ではなかったらしい。

「…………すぅ」

　まったく様子を変えず、眠ねむり続けている。ありえない事態であった。

（──噓うそだろ？　耳がぶっ壊こわれてんじゃねえのか！）

　驚きつつ、ざあっとカーテンと窓を開けて、新鮮な空気と朝日を室内に注ぎ込む。

　それから、

「おい！　宮田！　起きろよ！　起きろって‼　ああ畜ちく生しよう、ほらぁっ──」

　ねぼすけがくるまっている毛布に手をかけて、一気に引っぺがした、のだが──

「うををををををををををああああああああああああっ‼」

　誠人まことは絶叫し、ベッドから飛び退すさった。

「な、なん、なんあ……」

　とても口にはできない理由によって全身が硬直し、完全に思考が停止する。

　ぐわぁんと頭の中で鐘が鳴り響いているような感覚だった。

　するとその時──硬く閉ざされていた怜れい奈なの瞳ひとみが、突然パチリと見開かれた。起動スイッチを押された人造人間のように、ガバァッと上体を起こす。そして、

「ふぁ……ふあああああ……」

　大あくびで伸びをする。どうやら、誠人の絶叫によって怜奈は目を覚ましたらしい。

「お、おまえ……」

「……ん……ん……？　……おお」

　ぼうっとした半目が、こちらを見る。段々と焦しよう点てんが合っていく。

「……おはよう、委員長。……ちゃんと起こしてくれたようだな」

「あ、ああ……」

　なんとか、辛かろうじて、返事をした。

「ふぁ……感謝する。では、御礼をしなくてはならないな。さあ……願いを言え、どんな願いも、一つだけ叶かなえてやろう……」

　怜奈は胡う乱ろんな声で、どこかで聞いたような台詞せりふを吐はきながら、くああ、とあくびをした。

　明らかに寝ぼけている。

　片手で自分の眼めをふさぎ、誠人は頭痛を堪こらえた。

　もう十分だ。なんで朝っぱらからこんな目に遭あわなければならないのか。

　人間関係には第一印象が大切だという。怜奈と向かい合ってまともに喋しやべるのはこれが二度目くらいだから、初対面と似たようなものだろう。そういう意味で率直な意見を述べるならば、これは最悪の出会いといえた。誠人は投げやりに言う。

「パンツを穿はいてくれ」

　Ｔシャツ一枚というあられもない姿の怜奈は、眠ねむそうな声で、「たやすい願いだ」と言った。




「これでいいか？」

　怜奈はベッドに腰こし掛かけて、ぱちん！　と威い勢せいよく、穿いたばかりのショーツのゴムを引っ張って離す。色気もくそもない姿だった。こんなやつにドキドキしていたのかと思うと、数分前の自分を殺したくなってくる。

「よくねえ、ズボンかスカートを穿け」

「それはいやだ」

「ああん？」

　誠人まことはかぶりを振った。意味不明だ。この女の考えていることが、まるで分からない。

「家の中ではなるべく薄うす着ぎで過ごす習慣なんだ。登校する直前までは、この恰かつ好こうでいたい」

「アフリカに帰れよ裸ら族ぞく」

「？　委員長、何を怒っているんだ？　美少女の下着姿を拝おがめてラッキーとか思わないのか、男子としては。ふふ、隠かくすことはない、わたしはスタイルがいいから、実は欲情したんだろう？」

「バカいえ、ＥＤになりそうだ」

「可哀かわい想そうに」

　哀あわれみの目で見られた。ふざけんな誰のせいだボケと言いたいが、あまりゆっくりしてもいられない。

「もういい……とにかく、せっかく早く起きたんだ。朝飯くらい作ってやるから、さっさと喰って学校行くぞ」

　まずは大量の洗い物が溜たまっているキッチンを、なんとかせねばなるまい。それから冷蔵庫にある食材を適当に見み繕つくろって……と、そこで気付く。

「……冷蔵庫はどこにあるんだ？」

「そんなものはない」

　何を言っているのかと思った。ガンプラだのフィギュアだの、バカ高そうなホームシアターだのはあるくせに、生活必ひつ需じゆ品ひんである冷蔵庫がないとはどういうことなのか。

「ないのかよ。ったく、いつもはどうしてるんだ」

「コンビニか外食」

　駄だ目め人間の答えが返ってきた。

「身体からだに悪いぞ……それ。大体だな……おまえ、そんなに家事ができねえんなら、なんで寮で一人暮らしなんざしてるんだ？　お嬢じよう様なんだろう？」

　自宅から車で通うなり、ホテル住まいするなり、いくらでもやりようはあるだろうに。

「……」

　怜奈は黙って、じっと誠人の目を見詰めてきた。

「家の者にも、そう言われた。箱入り娘むすめとして過保護に育ったおまえが、いまさら普通の暮らしなどできないと。だが、このままではわたしは、お嬢様以外のものにはなれないと思った。だからこうしてここにいる」

　怜奈は抑よく揚ようのない声で言った。もっと深い事情がありそうだったが、彼女は何も言わなかったし、誠人もそれ以上は聞かなかった。

　人それぞれ、色々あるもんだと思った。ともかくそういう諸もろ々もろがあって、怜奈は箱入りお嬢様から駄だ目めオタクへとジョブチェンジしたらしい。とんだ転落人生だが、それが本人の意思ならば他人が口出しすることではないだろう。

「そうか、結構なことだな。じゃあせめて家事くらいまともにできるようになれ。今日、学校から帰ってから、まずはあの腐ふ海かいを片付けるぞ。手伝ってやるから、おまえも一緒にやるんだ」

　いいな、と念を押すと、怜れい奈なは微笑したようだった。表情の変化が分かり難にくいやつだ。

「委員長、君はいいやつだな」

「なに言ってんだ……バカ野や郎ろう」

　顔が熱くなってくるのは、気のせいに決まっていた。




　　　　　　†




　誠人まことが怜奈を迎えに行くようになってから、数日が経たった。

　いまのところ遅刻はない。初めはぎりぎりだった登校時間も、少しずつ早まってきている。

　まだまだ、誠人が耳元で絶叫するくらいの勢いで起こさなければ目覚めてくれないが、更生に向けて一歩前進したといえよう。

　そんなある日の放課後。

「誠人、こっちは終わったぞ」

「どれどれ……おう、やればできるじゃねえか」

　ぴかぴかに磨みがき上げられたキッチンを眺ながめ、誠人は満足の笑みを見せる。

「ふふん──まあ、本気を出せばこんなものだ」

　二人は最近、学校が終わるとこうして少しずつ、怜奈の部屋を片付けていた。

　早朝から夕方まで、授業時間を含めれば、誠人はかなりの時間を怜奈と一緒に過ごしているというわけだ。

「調子に乗んなバカ。それより宮みや田た、こっちの雑誌は全部捨てていいやつか？」

　そんな生活をしているうちに、『誠人』と呼び捨てにされるくらいには親しくなった。言うまでもなく、それはあくまで友人関係に留とどまるものであって、恋愛感情など断じてないが。

「雑誌はいいが──ああ、それは駄だ目めだ、レア本だからな。捨てるわけにはいかん」

「エロ漫画じゃねえか。てめえ、女のくせにこんなもん読んでるのか？」

「こんなもんとはなんだ。──同人誌というやつだよ」

「どうじんし？」

「解説が必要か？」

「いらん」

　誠人が首を振ると、怜奈は残念そうな顔になった。最近、ほとんど表情が変わらない怜奈の感情が、大分読み取れるようになってきた。話をしたくてうずうずしている様子である。

「大事なもんなら、本ほん棚だなにしまっとけよ」

　怜奈の部屋に入り、漫画本を本棚に戻してやりながら、誠人は思う。こういうアホなやり取りも……まぁ、悪くはない、と。だから、もう少しだけ、ほんの少しだけ──このバカ野や郎ろうと仲良くなってやってもいいかもしれない。

　三十分ほどが経過した。

　寝室の掃除が一段落し、小休止する二人。

「なあ宮みや田た、どれが面白いんだ？　家で読むから、貸してくれ」

　本ほん棚だなを眺ながめながら言った。誠人まことも少年漫画やベストセラー小説くらいは普通に読むが、怜れい奈なの蔵書は、まだ読んだことのない漫画や小説ばかりだった。怜奈の趣味に多少なりとも触ふれることで、この女の意味不明な思考回路も理解できるようになるのではないか──そんな考えも少しはあったかもしれない。

「ん……そうだな」

　怜奈は、本棚から文庫本を一冊取り出して、差し出してきた。

「これなど、おすすめだ」

　表紙にイラストの付いた、華はなやかな装そう丁てい。

　怜奈から受け取った小説のタイトルは『乃の木ぎ坂ざか春はる香かの秘密』だった。

「どんな話なんだ？」

「平凡な男子学生が、ひょんなことから学園のアイドルの秘密──特殊な趣味──を知ってしまい、それがきっかけになって仲良くなっていく、という傑けつ作さくラブコメディだ」

「ほう、面白そうだな」

　ぱらりとページをめくる。

「ところでヒロインのお嬢じよう様が、わたしに似てると思わないか？」

「それは冗じよう談だんにしても笑えねえな。ファンが聞いたら激げき怒どするぞ」

　ヒロインのイラストと怜奈を交互に見て、共通パーツが一つたりとも存在しないことを確認。

「ええと──どこが似てるって？」

「特殊な趣味を持っていて、お嬢様で、学園のアイドルなところ」

「妄もう想そうお疲れ」

　言い捨てて、掃除に戻る。

「さあ、もうひと頑がん張ばりだ。まだリビングが残ってる。さっさと終わらせちまおうぜ」

　奮闘の甲か斐いあって、怜奈の部屋は見違えるようになった。腐ふ海かいと化していたリビングも、足の踏み場もなかった廊ろう下かも、カビだらけだった風ふ呂ろ場ばも、洗い物が溜たまっていたキッチンも、今は遠い昔の光景に思える。

「ふう……なんとか人間が住める部屋になったな」

　リビングの椅い子すに腰こし掛かけ、コーラを飲む。買ってきたばかりの冷蔵庫で冷やしたものだ。

「失敬なことを言う。今までそこに住んでいたわたしが、人間じゃないみたいだろう」

　対面に座っている怜奈は、缶かんコーヒーを威い勢せいよく飲んだ。

「あんな部屋に住んでるやつを、俺おれは人間と認めん。せいぜい駄だ目め人間ってところだ。せっかく片付いたんだから、これからはこの状態を維持しろよな」

「ん……うん」

　分かっているんだかいないんだか、よく分からない返答だった。

「とりあえず遅刻はなくなったし、部屋も綺き麗れいに片づいた。……これでようやく俺たちは、次の段階に進めるってわけだ」

　誠人まことは椅い子すに立て掛けていた学生鞄かばんから、目的のものを取り出そうとする。

　すると何故なぜか、怜奈がぽっと顔を赤らめた。咎とがめるような目付きで、

「君は何を言っているんだ。まだ日も落ちきっていないうちから……」

「あん？　日が落ちるとか、関係ねえだろう」

「そ、そうか？　そういうものなのか……？」

　どんな勘かん違ちがいをしたのか知らないが、明らかに話が嚙かみ合っていない様子だった。

「意味不明な態度をとるんじゃねえよ。俺が言ってんのは──」

　誠人は、どん、とテーブルの上に教科書の束を置く。

「おまえに勉強を教えてやるってことだ」

　怜れい奈なはこれまでで一番しょっぱい顔になった。

「どういうことだ」

「おまえの進級テストの結果を聞いた」

「う……」

　怜奈は狼狽うろたえる。

「ぎりぎりだったそうじゃねえか、お情けで二年に進級できたようなもんだ。で、中間テストで赤点取って、追試も失敗したら、今度こそ退学なんだってな」

　そんなことを聞いてしまっては、お節せつ介かいの虫が黙っていられるわけもなかった。

　それに、これも生徒会からの依頼の範はん疇ちゆうだ。

　幸い誠人は入学以来、学年トップの成績を維持している。怜奈に教えられる程度の頭はあるつもりだった。

「それは……しかし」

　怜奈は珍しく、煮え切らない態度だ。

「自分で言うのもなんだがな。わたしに勉強を教えるのは、かなり大変だと思う。誠人に迷めい惑わくをかけることになるのでは？」

「バーカ、毎朝おまえを叩たたき起こしているのは誰なんだっつうの。いまさら迷惑が一つ増えようが、大して変わりゃしねえよ。……まあ、俺のことはいい、それよりおまえはどうなんだ？　自分一人で勉強して、なんとかなんのか？　それとも退学になったっていいと諦あきらめてるのか？　何か考えがあるなら──俺が口はさむことじゃねえけどよ」

「…………」

　怜れい奈なは答えず、半分だけ開いた眼めで誠人まことをしばし見詰める。

　誠人は僅わずかに身を乗り出して、しっかりと目を合わせた。

「もしもそうじゃなくて、何の考えもなくだらけてるだけなんだったら──俺おれが性しよう根ねを叩たたき直してやる。言っておくが厳しくいくぞ、追試なんざ認めねえ、きっちり全教科、及第点を取らせてやんよ」

　誠人にとって、すでにこの件は他人ひと事ごとではなくなっていた。怜奈の事情を知った時点で、頭の中で彼女の問題を、自分のことも同然に扱っていた。クラスメイトだから──そんなのは言い訳だと分かっている。ようは、誰かにおせっかいがしたいだけなのだ、自分は。他人のためなどではなく──自分のやりたいことを、やっているだけ。それが結果的に、誰かのためになることが多いというだけ──だから、これは美徳なんかじゃない。ただのわがままだ。

「ふむ……」

　そんな誠人の心しん中ちゆうを知らず、黙していた怜奈は、神しん妙みように頭を下げた。

「では、どうかよろしくたのむ。しかし誠人、どうしてそこまでしてくれるんだ？　やはりわたしに惚ほれたのか？」

「バカいえよ」

　誠人は苦笑した。とことん変な女だと思う。きちんと知り合ってから数日、誠人の生活は乱されっぱなしだ。だが、それを悪くないと思う自分が確かにいる。怜奈が試験で失敗して、クラスから姿を消してしまったら、寂さびしいとも思う。だから余計に、放っておけないのだろうか。

「だってよ。しょうがねえじゃねえか──俺は、委員長なんだから」

　とりあえず今は、そう答えておくことにした。




　誠人はまず、テストに出る範囲で作成した予想問題集を、一通り怜奈に解かせてみることにした。そうして解答している様子を、脇わきから見守る。効率よく教えるためには、どこがどう分からないのかを知る必要があったからだ。

「全然駄だ目めだな」

　数学と国語、二教科分の解答用紙を見比べて、誠人は言った。

「だから言っただろう」

　怜奈は発育のいい胸を張った。

「えばるんじゃねえ。ちなみにおまえ、得意科目とかあるか？」

「国語」

「はいはい」

　得意科目でこのザマということは、これ以上予想問題を解かせても無む駄だだろう。

　誠人は自作問題集を鞄かばんにしまい、去年の教科書を開いた。念のために持ってきてよかった。

「科目によって、効果的な勉強方法ってのは違うんだが……今日は数学をやるか。もう少し基礎の段階まで戻って、おまえがどの地点まで理解しているのかを見る」

「もう外は暗いが、帰らなくて大丈夫なのか？」

「許可はもらってあるから、俺おれの方は問題ねえよ。なにしろ時間がないからな……悪いがあと三時間は我が慢まんしてもらうぜ。それとも……遅くまで男が傍そばにいるのは、嫌いやか？」

　口に出してみて、自分の浅あさはかさを反省した。当たり前だ。こんなのでも一応女の子なのだから、男に長々と居い座すわられたら嫌に決まっている。

「あー、いや、そりゃそうだよな。悪かったな気付かなくて……じゃあ俺は帰るから、自習を……」

　尻しりを浮かせかけたところで制止された。

「誠人まこと、何を一人で勘かん違ちがいしているんだ。君がいいなら、わたしの方は何一つ問題はない。いっそ、泊まっていくか？」

　直前の思考を撤てつ回かいする。こいつを普通の女の子だなんて言ったら、他ほかの女どもに失礼だ。

「……いくら何でもそれはまずいだろう。思いっきり学校施設じゃねえかここは。ただでさえ、特例で女子寮に通ってるってんで、女子どもにあることないこと言われてんのによ」

「あまり噂うわさになりたくないというなら、残念ながらもう手遅れだ。女子寮ではすでに、わたしと誠人は公認カップル扱いになっている」

「げ、マジかよ」

「マジだ」

　気付かなかった。

（まったく女ってのはどうしてこう、他人のゴシップに群がりやがるんだ）

　というか、何でこいつは嬉うれしそうにしているのだろうか。

「どうする？　みんなの期き待たいに応こたえて、付き合ってみるか？」

　怜奈はふっと真顔になって、言った。

　誠人は頰ほおを染めて視線を逸そらした。

「冗じよう談だんきついぜ。おまえと俺じゃ、合わねえよ」

「…………そんなことはないと思うがな。こんな美少女を一秒で振るとは、女泣かせなやつだ」

　怜奈はにやにやと、嫌いやらしい笑みを浮かべる。

　この女はたまにこうやって、人をからかうのだ。困った奴だと思う。

（はあ、一いつ瞬しゆんだけ傷ついた顔するところが、芸が細こまけえよなあ……）

　それから一時間ほどが過ぎたころ、

　一年で習った基礎問題を解いていた怜奈が、ぽつりと零こぼした。

「なあ誠人、『将来の夢』というものについて、考えたことがあるか？」

「あん？　なんだ突然に。……ほら、手を止めるな」

　──将来の夢について。ひどくありふれた、あまり歓迎されない話題。真剣に語れば語るほど周囲は醒さめ、笑われてしまう。笑い飛ばして、先送りにしたいから。

　しかし考えずにはいられない問題だ。これから先、どのような大人おとなになるか──自分の理想とは、どんなものなのかと。

　ノートから目を逸そらさず、怜れい奈なは言った。

「誠人まことが、入学以来学年トップの成績を維持していることを最近知った。ランクが低いとは言い難いうちの学校で、これは生なま中なかなことではない。きっと、たゆまぬ努力の成果なんだろう。大したものだが……だけどそれは、何のためだろうかと思った。それほどまでに頑がん張ばれるのは、はっきりとした目標があるからではないのか？」

「…………」

　誠人は黙って、考え込んだ。そう、怜奈の言うとおりだ。誠人には将来の夢──明確な目標がある。そのために勉強に打ち込んでいる。学年トップという成績は、本来の目標に至るための過程──副産物にすぎない。

「よかったら、聞かせて欲しい」

　怜奈は声のトーンを落とす。

　それから顔を上げ、半目を少しだけ開いて誠人を見た。重要な質問なのだと訴えるように。

「ペンを動かしながら聞け」

　誠人は一つため息をついてから、口を開いた。

「俺は──医者を目指している」

「それが誠人の夢か」

「そうだ。俺の家は、代々医者の家系でな。親父おやじも爺じいさんも医者だし、お袋ふくろは看護師だった。だからガキの頃からずっと、俺も大人になったら医者になるんだろうな……とは思ってたよ。でも、それは夢ってほどのもんじゃなくて……目の前に敷かれたレールっつうのか？　そんな感じだった。お袋がやれって言うから仕方なく、塾だのなんだの五つも六つも行って、大して面白くもねえ勉強ばっかやらされてたもんだ。毎日つまんなかったよ、正直な」

　夢を語るにしては陰いん鬱うつな口調で、誠人は言う。それは彼の本心だった。当時は、なんのためにこんなことをしているのか分からなかった。

　だから、どうしても一生懸けん命めいになれなかったのだ。

　怜奈は意外そうな顔をしていた。数式を解く手は、すでに止まっている。

「分かると思う」

　怜奈は言った。

「毎日がつまらない。わたしもそうだった。だけど誠人は、つまらなくなくなったのだろう？」

「まあな」

「何故なぜだ？　どうして、そう思えるようになった？」

　誠人まことには、怜れい奈なの聞きたいことが分かるような気がした。かつてつまらないと嫌いや気けが差していたもの──それがどうして夢と呼べるものに変わったのか。彼女はそれが知りたいのだ。

　子供のころ、名医と皆から賞賛されていた父に、似たような質問を投げたことがある。こんなにたくさん勉強して、そうして医者になって、何か面白いことがあるのかと。

　父はこう言った。

《そんなもんねえよ。最初はてめえと同じように、親父おやじが医者だからってんで、俺おれもなってみるかなと思ったんだがよ──最悪だこんな仕事。毎日毎日病人とツラ付き合わせて、そのうち何人かは、俺の前でくたばっちまうんだぜ？　いいことなんざあるもんかよ》

　では何故なぜやめないのかと問うと、父はため息を吐ついて苦笑した。

《ばっかおまえ……患かん者じやがさ、先生治してくれよって頼って来たら──放っておけねえだろ、それ。俺に任せろって言ってやりたくなるじゃねえか。なにがなんでも、こいつは俺が治してやらなきゃなんねえって、なんか上手うまく言えねえけど、そうなっちまうんだ俺はよう。しょうがねえのさ》

　こんなんでも俺は、医者なんだから──

　今なら分かる。それは父の言い訳だったのだろう。自分と同じだ。きっと父は、口ではいいことなんざ一つもねえと言いながら、医者としての仕事を生いき甲が斐いにしていた。

「よく似た親子だな」

　話を聞いていた怜奈は、そう言って笑った。

「それが、きっかけだったのか？」

「今にして思えば、それもあるかもしんねえな。でも、やっぱり直接の理由じゃない」

　誠人は首を振る。

「まあ、割とありふれた話だよ──」

　誠人が小学校の三年生に上がったころ、両親が亡くなった。自動車事故だった。酒気帯び運転のトラックに、後ろから追突されたのだ。当時の記き憶おくはほとんど飛んでいたが──誠人を含む親子三人が乗っていた車は、崖がけ下したに落ちた。母親は即死、父親は病院に搬はん送そうされる途と中ちゆうで失血死、幼い誠人だけが生き残った。曖あい昧まいな意識の中で、父の声を聞いた気がする。

《あーあ、最後の患かん者じやが息子むすこかよ……めんどくせえなあ──》

　誠人の外傷には、適切な応急処置が施されていたのだという。瀕ひん死しの父親に、そんなことができるはずがないと誰もが言った。だが実際、誠人の傷口は見事に塞ふさがれ、命を拾うことができた。

　父の死に報むくいたい──そんな殊しゆ勝しようなものじゃない。父が最後に起こした奇き跡せきに、感動したわけでもない。当時はただひたすらに哀かなしくて、それどころじゃなかった。

　ただ、両親の葬そう儀ぎが終わって墓の前に立ったとき、勝手に口が動いたのだ。

『──俺おれ、医者になることにしたよ』

　たったそれだけの、陳ちん腐ぷな話だった。

「ぐあっ」

　ひとくさり話し終えた誠人まことは、赤面してがりがりと頭を搔かいた。

「なに臭くさい話してんだ俺おれは……っ！　誰にも言うな！　絶対誰にも言うなよ……！」

「恥ずかしがることはない。──話してくれてありがとう、参考になった」

　しみじみと染しみ渡る優しい声で、怜れい奈なは言った。

「ば……おまえな」

　余計に恥ずかしくなってきて、顔が熱くなる。

「ま、まあいい──」

　何故なぜ、彼女にこんな話をしてしまったのか。

『毎日がつまらない。わたしもそうだった』と怜奈は言った。きっと、その言葉に共感したからだ。誠人が幼いころに味わった、自分が何に一生懸けん命めいになればいいのか分からないという、力を持てあますあの感覚と似たようなものを、怜奈も感じたことがあるのかもしれない。

「おまえはどうなんだ。何かあるのか？　将来の夢──目標が」

　誠人は聞いた。

「あるとも」

　怜奈は指先でペンをくるりと回して、片かた眼めを瞑つむる。

「──素す敵てきなお嫁よめさんだ」

　男勝まさりの体格からは考えられないほど、女の子らしい夢だった。

「意外だろう、笑ってもいいぞ？」

「いや」

　意表を突かれたのは確かだが、笑う気にはなれなかった。彼女は誠人の夢を聞いても笑わなかったし、恥じることはないと太たい鼓こ判ばんまで押してくれたのだから。

　口には出さないが──嬉うれしかったのだ。

「いい夢だな」

　誠人は本心から言った。

　ただ……一つ余計な懸け念ねんをしてしまう。

（こいつの旦だん那なになるやつは、さぞや大変だろうな──）

　いつかの未来、四し六ろく時じ中ちゆう変人と付き合うことになる誰かのことを、誠人は心配した。




　　　　　　†




　誠人と怜奈の奇き妙みような共同生活は、それからも続いた。

　朝起きて、女子寮へと向かう。寝起きの悪い怜奈を叩たたき起こして、彼女が身み支じ度たくをしている間に朝食を作ってやる。一緒に登校して、昼休みや放課後などは図書館で勉強する。それが終われば揃そろって女子寮に帰宅して、夕食を摂とり、また勉強というスケジュール。

　遅刻癖ぐせを修正してやり、汚きたない部屋を掃除してやり、そして今度は家庭教師の真似まね事ごとだ。

　怜れい奈なの専属トレーナーにでもなったような気分だった。

　念を押すようだが、まちがいなどあるはずもない。

　正直に言うと、怜奈は誠人まことの好みのタイプではない。誠人が好きなのはもっとこう、小さくて気が強い女の子なのだ。

　そんなある日。誠人は、怜奈と一緒に図書館に向かって歩いていた。

　図書館への道みち程のりは、瀟しよう洒しやな森の散歩道といった風ふ情ぜいだ。暖かい春の日差しが爽さわやかだった。

「んっ、ありゃあ……」

　目的地まであと僅わずかというところで、道の中心に、腕うでを組んだ瑠る璃りが立っていた。

　豪ごう勢せいな髪かみの毛が微び風ふうに揺られ、触しよく手しゆのように蠢うごめいている。ＲＰＧでいうと、ボスキャラ登場のテーマが流れるシーンだ。

（……なにやってんだ、あの人？）

　訝いぶかりながらも近づいていくと、話しかけられた。

「ごきげんよう、桐きり山やま、宮みや田た」

「こんにちは、皇こう城じよう先せん輩ぱい。俺おれたちに用ですか？」

「……」

　誠人に次いで、怜奈が無表情で会え釈しやくをした。

　その態度が気に食わなかったのか、瑠璃の片かた眉まゆがぴくりと動く。

「ええ、少しお時間よろしくて？」

　瑠璃がこういう言い方をしたときは、お願いではなく命令だ。それを弁わきまえていない怜奈が、余計なことを言った。

「あまりよろしくはないな。わたしたちは、これから二人仲良く図書館でいちゃいちゃするところなんだ。用があるなら早くしてくれ皇城ドリル先輩」

「前々から思っていたのだけど。貴女あなた、私に喧けん嘩かを売っているのね？　潰つぶすわよデカブツ」

　長身の少女二人が、剣けん吞のんな空気で対たい峙じする。どうもこの二人は、相当に相あい性しようが悪いらしい。

（本人の前でドリルとか言うんじゃねえよ⁉　空気読めバカ野や郎ろう！）

　誠人は冷や汗あせをかいた。慌あわててフォローに回る。

「まあまあ、許してやってくださいよ先輩。こいつは別に悪気があるわけじゃあないんです」

「何よそれ。悪気がなくて言ってるんなら、余計タチが悪いじゃない」

　もっともだと思った。誠人が何か上手うまい宥なだめ方はないものかと考えていると、怜奈が自ら謝罪をした。

「すまなかった先輩。わたしに悪気はなかった。つい魔まが差して、本当のことを言ってしまっただけなんだ、許して欲しい。その……貴女あなたのドリルは今日も素す晴ばらしくうねっているな、見み惚とれてしまったぞ」

　恐らく謝るつもりで言ったのであろうお世せ辞じが、おちょくっているようにしか聞こえない。

「……どきなさい桐きり山やま。その女に、たったいま会話では収らない用事ができてしまったわ」

　にっこりと魅み力りよく的に微笑ほほえむ瑠る璃りを見て、誠人まことは戦おののいた。目が殺すと言っている。

　殺気を向けられた怜れい奈なは、さすがに青ざめた。

「誠人。もしもわたしが全身穴だらけの死体で発見されたら、犯人は先せん輩ぱいだからよろしく頼む」

「分かった、おまえはもう二度と口を開くな」

　誠人は、それから十分ほど神経をすり減らして、怒れる先輩を宥なだめた。

「……もういいわ。貴女たちの調子に付き合っていたら、時間の無む駄だよ」

　瑠璃は諦てい観かんの表情でこめかみを押さえた。とても疲れている様子だ。

「さっさと本題に入りましょう」

「それって、俺おれだけでも用は済みますか？」

　誠人が聞くと、瑠璃はこちらの意図を察したようだった。

「ええ、宮みや田たはいなくてもいいわよ。どこへなりとも行っておしまいなさい」

　なんでもないような口調だが、きっと心の中では『消え失せろカス×10』とでも思っているに違いない。いい性格をしている先輩なのだ。

「宮田、先に行っててくれ。おまえがいると、話がこじれてしょうがねえ」

「誠人が言うなら、そうしよう」

　怜奈はあっさりと納得し、図書館へと歩いていった。

「はあ……やっと落ち着いて話せるわね」

　瑠璃は道の端はしっこに設置されているベンチに座った。

　誠人はその隣となりに、少し離れて座る。

「で、なんですか用ってのは」

「決まっているわ、あの宮田バカのことよ。どうなの調子は？　遅刻はなくなったようだけど」

　どうやらこの先輩は、自分の頼んだ仕事がどうなっているのか、確認しにきたらしい。

「順調ですよ。最近は中間テストの勉強やらせてるんですけど、この分なら、かなりいいとこまでいくんじゃねえかと」

　意外に思ったのか、瑠璃は目を大きくした。

「さすがね。バカを調教するのは難しいだろうって思ってたけど、貴方あなたに頼んで正解だったわ」

「いや、信じられないかもしんないですけど、あいつ頭いいですよ？」

　そう、怜奈の頭は決して悪くない。一つ教えれば、十とはいわずとも四程度には理解してくれる。どの教科もある段階までは、ほぼ完かん璧ぺきなレベルで習得しているのだ。分かりやすく言うと、優秀な生徒がちょうど一年間、授業を受けずにいればこうなる。

「ふぅん、なるほどね。まあ……考えてみれば、当たり前の話だわ」

　瑠る璃りは意味深しんに唇くちびるを歪ゆがめた。

「何か知っているんですか？」

「ええ。私、宮みや田たのことを調べてみたの。貴方あなたを信用していないわけじゃないけれど、あれは元々私の仕事だもの。人任せにするだけじゃ、なんだか座りが悪くてね」

　瑠璃は語り始めた。

　怜れい奈なは皇こう城じよう学院に入学する前、つまり小学生時代、瑠璃と同じ名門女学院に通っていたらしい。授業のレベルはかなり高く、とても校則が厳しかったそうだ。だから、そんな学校に六年間も通っていた怜奈が優秀なのは当たり前なのだと瑠璃は言う。遠回しな自じ画が自じ賛さんだった。

「普通はそのまま大学までエスカレーターなのよ、その学校。私はほら、親が理事長をやっているから、中等部からこっちに移ったのだけれど。……あの子の場合、実家も近かったようだし、どうしてわざわざうちの学校に来たのか──理由が分からないわ」

　バカの考える事なんて興味ないけれど、と瑠璃は嗤わらった。それをあえて誠人まことに言うということは、本心では気になっているのだ。素直じゃないのである、この先輩は。

「そんなこと、俺おれだって分かりませんよ。でもまあ、今まで箱入り娘むすめだったってんなら、こっちに来ていきなり成績が落ちたのは納得できますけどね」

「世間知らずのお嬢じよう様が、親元から離れた途と端たんに堕だ落らくする。典型的なパターンね」

　瑠璃は、見み下さげ果はてたと言わんばかりの態度だ。否定はできない、あの部屋の有様を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

　怜奈が転てん校こうした理由について、誠人は考える。

『毎日がつまらない。わたしもそうだった』と彼女は言っていた。

　きっとそれは、小学生時代のことなのだろう。

（あるいは、いまも、か。すると、つまり──）

　怜奈は、つまらない毎日を変えるために、この学校へやってきたのではないか。

　自分の夢を、叶かなえるために。

　──『素す敵てきなお嫁よめさん』

　瞬しゆん間かん、正体不明の悪お寒かんが背筋を上っていった。

「桐きり山やま……貴方、顔色悪いわよ？　大丈夫？」

　瑠璃が顔を覗のぞき込んでくる。

「えっ、いや、何でもないですよ。木こ陰かげだからじゃないですかね」

　誠人は青ざめた顔で答えた。

「ならいいけど。宮田にばっかり構って、無理してるんじゃないでしょうね。医者の勉強だかなんだかしらないけど、桐きり山やまのことだから、そっちも今までどおりにやってるんでしょう、どうせ。それに耶や尋ひろ──副会長から聞いたわよ。貴方あなた、委員会の仕事も片かたっ端ぱしから引き受けて家に持ち帰っているらしいじゃない。──バカじゃないの？　ほんっとバカ。聞いててムカムカしてきたわ。私のこの苛いら立だちを、どうしてくれるの？　責任取ってくれるの？」

「いや、その、すんません」

　怒ど濤とうの説教を喰らった誠人まことは、素直に詫わびる。

　瑠る璃りは「はぁ」と、呆あきれたようにため息をついた。

「だいたい貴方あなたね、そんな生活をしていて、いつ寝てるのよ。自分で頼んでおいてこんなこと言うのもなんだけどね──身体からだは一つしかないんだから、何事もほどほどにしておきなさい」

　瑠璃の声には、労いたわるような響きが籠こもっている。

　なんだかんだ言って、後こう輩はいのことをとても気にかけていてくれているのだ、この先せん輩ぱいは。

「大丈夫ですって。珍しい、心配してくれてんですか、皇こう城じよう先輩」

　冗じよう談だんめかして言うと、瑠璃は機き嫌げんを悪くしてしまったらしく、眉まゆを顰ひそめた。

「バカじゃないの？　別に心配なんてしてないわよ。ただ、これで貴方が体調崩くずして、特とく待たい枠わくから外れたりしたら、私のせいみたいじゃない。それが嫌いやなの。それだけなの」

　誠人は特待生として、学院から入学金、授業料のすべてを免めん除じよされている。皇城学院の特待生制度は、毎期トップレベルの成績を維持していなければならないという厳しいものだが、上流階級の出しゆつ自じでない誠人には、ありがたいものだった。

　小さな開業医を営む祖そ父ふの収入だけでは、皇城学院の学費を賄まかなうのは難しい。祖父はそのぐらいなんとかしてやると言ってくれているが、そんな迷めい惑わくをかけたくはなかった。だから特待生の枠わくから外れたら、退学すると決めている。

　瑠璃はそれを心配してくれているのだ。

「──く」

　遠回しな優しさが嬉うれしくて、つい笑みが零こぼれてしまった。

「ちょっと、なに笑ってるのよっ！」

「いえ──すんません。ご忠告、ありがたく承ります、先輩」

　ベンチから立ち上がり、図書館へ向けて歩き出す。

「ああ、それと」

　数歩歩いてから振り返り、言った。

「俺おれ──先輩みたいな性格、結構好きですよ」

「な……！　貴方なに言って……ッ！」

　苛か烈れつな罵ば声せいを背中に感じながら、誠人は駆かけ出す。バカを一人で待たせておくと、何をやらかすかわからない。早く行ってやらないと。

　へっくし、とくしゃみが一発。

　密ひそかに可愛かわいらしい面のある先せん輩ぱいをからかった罰ばつかな、と、軽く考えていた。

　──この時は、まだ。




　　　　　　†




　翌日の朝。

　例によって例のごとく、誠人まことは三○三号室の前に立った。

　手慣れた様子で合鍵を差し込もうとした時、

「うおっ」

　驚くべきことが起こった。ドアが向こう側から押し開けられ、眠ねむっているはずの怜れい奈なが現われたのである。

　誠人はびっくりして、声を出してしまった。そして、

「げえっ！」

　もう一度、今度は悲鳴に近い声を上げた。玄げん関かんから半身を出した怜奈が、フリフリのエプロンドレスを着ていたからだ。とてつもなく似合わない、異様な姿であった。

「おかえりなさぁい♪　あ・な・た♡」

　げえっ！　以外に、この状況を適切に表現できる単語は存在しなかった。強しいていうならば、宝箱を開けた瞬しゆん間かん、ミミックにザラキを唱となえられたような気分だった。

「…………」

　誠人は目を剝むいて絶句する。

「おい、こいつは何の嫌いやがらせだ？」

　辛かろうじてそれだけ口にした。

「お・で・む・か・え」

　さらに襲いくる死の呪じゆ文もんを、誠人は目と耳を塞ふさぐことによって耐えきった。

「その薄うす気味悪い喋しやべり方を今すぐやめろ」

　怜奈は興きようが削そげたとでも言いたげに、肩かたをすくめる。

「ノリの悪いやつだ。せっかく新しん婚こんさん風味に出迎えてやったのに。男は好きなんだろう、こういうの」

「そういう問題じゃねえ。朝っぱらから、なんつーものを見せやがんだ」

「眼がん福ぷくだったろう」

「死ぬかと思った。──で、改めて聞くけど、何の真似まねだ、それは」

「見てのとおりだが？」

「分からないから聞いてんだよ。俺おれを精神的に殺害するための装備にしか見えん」

「エプロン姿の美女を見ると死ぬ病気か？　大変だな」

　誠人まことの嫌いや味みにも、怜れい奈なはまったく堪こたえた様子はなく、「まあ入れ」と促うながしてきた。

　怜奈が踵きびすを返し、後ろを向いた瞬しゆん間かん、誠人は盛大にむせた。バカがエプロンの下に、なにもつけていなかったからだ。

「あのー……怜奈さん、ケツが見えてるんですけど」

「見せてんのよ」

「びんぼっちゃまかてめえは。まったく嬉うれしくないから着替えてこい」

「考えられうる限り最悪の感想をありがとう。これは裸はだかエプロンというものだ」

（あー……マジ頭痛え──くたばりそうだ）

　誠人は側頭部を押さえ、ズキズキという頭痛を堪こらえた。

「おかしい……完かん璧ぺきなプランだったはずなのに……何が問題だったんだ……？」

　不満げに唇くちびるを尖とがらせた怜奈は、しぶしぶと自室に引っ込んでいく。

　その際、何やらいかがわしげな本を開いて眺ながめているのが、ちらりと見えた。

（なにを参考にしとんだこいつは……この前の、同人誌とかいうやつじゃねえか）

　誠人はため息を吐つく。

「さて、さっさとメシでも作るか」

　呟つぶやいて、リビングに足を踏み入れると、

「おっ」

　テーブルの上には、すでに二人分の食事が用意してあった。

　ベーコンエッグとトースト、サラダというシンプルな朝食だ。

「ははぁん。なるほど、あの恰かつ好こうはそういうわけか」

　クソ似合わないエプロンの意味がようやく分かったと、誠人が頷うなずく。

　そこに制服に着替えた怜奈がやってきた。

「おいおい怜奈、こいつはどういう風の吹き回しだ？」

　誠人は上じよう機き嫌げんで声をかけた。ケツだのキモい言動だのを全部忘れ、結果だけをよく吟ぎん味みしてみれば──今朝の怜奈は、誠人が来る前に目を覚まし、朝食まで用意してくれたことになる。

　槍やりでも降らせるつもりなのかと思った。

「誠人には世話になっているからな。わたしからの感謝の気持ちだよ」

「殊しゆ勝しようなこと言いやがって……いや、なんか悪いな……ありがたくいただくぜ」

「ああ、どうぞ召めし上がれ」

　怜奈は満面の笑顔で促うながしてくれた。

　なんていいやつなのだろう。彼女のことを、今まで誤解していたのかもしれない。

　朝から色々つまらないことで怒ったりもしたが、この朝食で全部チャラにしようと思った。

　二人は向かい合って食卓につく。

「「いただきます」」

　声が重なる。

　女の子の手料理なんて食べるのは初めてだったから、誠人まことは少し緊張しながらトーストを囓かじった。作ったのがあの怜れい奈なだから、味には大して期待していなかったのだが、

「おっ⁉　うまいな」

　本当にそう感じたのだ。何の変へん哲てつもないパンだと分かっていても、食べる人間の気持ちによって、こんなにも美味おいしくなるのだなと感心した。

「そうか」

　怜奈は組んだ両手に顎あごを乗せ、幸せそうに目を細める。

「それは、よかった」

　それから二人は、登校までの短い時間で食事を摂とりながら、取り留めのない話題に花を咲かせた。いつもの漫才のようなやり取りではなく、好きな音楽についてだとか、週刊漫画の今後の展開についてだとか、普通に友人同士でするような他愛たわいもない世間話だ。そして話題は、ついに数日後まで迫った中間テストについてのものになった。

「まだ結構やってない範囲が残っちゃいるが、このペースならまあ、問題ねえわな」

「ああ、ばっちりだ」

　怜奈は片かた眼めを瞑つむる。

「誠人が教えてくれたのだから、できないわけがないだろう」

　真面目まじめな声で、照れることを言ってくれる。

　おかげで顔が熱くなってきた。

「いや──実際、おまえはよく頑がん張ばったよ。俺おれだけがやる気になってたって、おまえの方に気合がなきゃ、どうにもなんなかったはずだもんな。ここまで学力が上がったのは、あくまでおまえの努力の成果だ。本当、大したもんだと思うぜ」

　最近の怜奈は、かなりのやる気を見せて試験勉強に臨のぞんでいた。その成果が早くも出ている。

　実のところを言えば、もう少し手こずるものとばかり思っていたのだ。

　中々骨のあるやつだと怜奈を見直した。

「ふふ……嬉うれしいことを言ってくれるな」

　とうの怜奈は、大きな胸を抱だくような恰かつ好こうで赤面している。意外と照れ屋なのかもしれない。

「俺なりに工夫して教えたつもりなんだが……少しは勉強が面白くなったか？」

　勉強というのは基本的に、楽しんでやるものだ。もちろん必死で詰め込まなくてはならない時もあるだろうが、その場合もできる限り『必死に、楽しく』やるのがコツなのだ。

　怜奈が、楽しんで勉強ができるようになってくれれば──この個人授業も、卒業だろう。

「どうだろうな……まだ、よく分からない」

　怜奈はいったん目を伏せてから、潤うるんだ瞳ひとみでこちらを見た。

「だけど……誠人と一緒に勉強するのは、楽しかった」

「そうかい」

　誠人まことはすげなく言って、視線を逸そらす。

　目を合わせていると──妙みような気分になってしまいそうだったからだ。

「じゃあ、今日の放課後からは最後の詰めだ。気ぃ抜くんじゃねえぞ」

「……それなんだがな」

　怜れい奈なは声の調子を落とした。

「今日からは、一人で勉強をしようかと思っている」

「どういうことだ？」

　何を言っているのかと思った。聞き間違いかと思い、問い返した。

「言葉どおりだ。誠人はもう十分に手助けをしてくれた。あとはわたしが一人でやる。わたしに構わず、自分の都合を優先してくれ。考えてみれば──今回、わたしは誠人に負担をかけすぎていた。だから……」

「何言ってんだおまえ？　熱でもあるのか？」

　あまりにもバカなことを言い出すものだから、誠人は、怜奈の台詞せりふに割り込んだ。

「ここまできて、そりゃねえだろう。負担をかけすぎてたって……アホか、いまさら言うことかよ。大体、まだ結構やってない範囲があるつったばかりじゃねえか。てめえ一人でできるかってんだボケナス」

「いいや、できるとも。わたしのことはいいから、誠人は自分の勉強に集中するといい」

（朝から様子がおかしいと思えば……なに考えてやがんだ、こいつ）

　誠人は、怜奈の態度に怒りを覚えた。今まで一緒にやってきたというのに、こんなぎりぎりのタイミングで『もう手助けは要いらない』などと……バカにしているとしか思えなかった。

「お断りだ」

　きつい声で言った。

「誠人……わたしは……」

「黙れよ。おまえついさっき、俺おれと一緒に勉強するのが楽しかったっつったよな？　……ってことは、嫌いやになったわけじゃ……ないんだろう？」

「もちろんだ」

　怜奈は力強く肯定した。

「あのなあ怜奈、それなら、俺がおまえを手伝うのをやめる理由はなにもねえ。何か勘かん違ちがいしているようだから言っておくが、俺はおまえの面倒を見ていて、負担に思ったことなんざ一度もねえよ。嫌なら最初から引き受けたりしねえ。誰の命令だろうとな。まあ……バカに振り回されて、頭痛くなることはあったが──それくらいのことでへこたれてたら、委員長なんざやってられねえだろ。……自分でいうのもなんだがな、俺は滅め茶ちや苦く茶ちやおせっかいなんだよ。今回だって、結局自分のやりたいことをやっているだけだ。それと──」

　言おうか言うまいか数秒迷い、覚かく悟ごを決めたように言葉を吐はき出した。

「俺おれも、楽しかったしな」

　かあっと自分の頰ほおが赤くなっていくのが分かる。何を言っているんだ俺は、という気持ちもある。だけどそれは、なんの装飾もない、心からの言葉だった。そして、ふざけたシチュエーション以外でまともに怜れい奈なの名前を呼んだのも、これが初めてだった。

「……そうか」

　怜奈は、何かを堪たえるように目を伏せる。それから顔を上げて、ふっ、と微笑した。

「それは、愛の告白と取ってもいいのか？」

「んなわけねえだろうが。なんでそうなるんだよ」

「おやおや、自覚がなかったのか？　今のは殺し文句にしか聞こえなかったぞ？」

　怜奈の妙みような言動に、誠人はいつものように「バカ野や郎ろう」と吐き捨てる。

　そう、こうでなくては調子が出ない──

　なんだかんだ言って、誠人はこの関係が気に入っているのだ。最初は、怜奈を更生させるまでの期間限定だろうと思っていたけれど、そうじゃない。一度結ばれた友人関係が、解消されてしまうことはないんだから。二人さえ望めば、数日後のテストが無事に終わっても、この奇き妙みような日常はこれからもずっと続いていく。それも、悪くはないだろう。

（そう、悪くは……ないよな）

　この日から、怜奈は毎朝自分で起きて朝食を作ってくれるようになり、試験勉強にもよりいっそうの熱意で励はげむようになった。

　彼女に、いったいどんな心境の変化があったのか、誠人には知るよしもなかった。




　そうして、試験の当日になった。今まで頑がん張ばってきた怜奈の努力が、ついに実を結ぶときがやってきたのだ。

　三○三号室のリビング。雀すずめの鳴き声が、朝の到来を教えてくれる。

「くあ……あ……」

　目覚めた誠人は、身体からだをいっぱいに伸ばしてあくびをする。

　どうやらテストの追い込み勉強をしている途と中ちゆうで、テーブルに突っ伏したまま眠ねむってしまったらしい。

「……起きろ怜奈……朝だ」

　だるそうな声で、対面で突っ伏している怜奈に声をかけた。

「ん……む……」

　昨夜遅くまで起きていたせいだろう。怜奈は目を覚まさない。

「こら……おまえな……」

　誠人は立ち上がり、怜奈のすぐ隣となりで肩かたを揺すった。

「ん……ン」

　艶なまめかしい声で呻うめく怜れい奈な。彼女は寝返りを打とうとしたらしく、こちらに向かって椅い子すごと倒れ込んできた。

「ぐあっ」

　ごろんとのしかかってくる巨体に押しつぶされそうになる誠人まこと。

「っ、くそ重いな……っ……くぉ……マジで重いっつうの！」

　どああ！　と全力で怜奈をはねのける。

　タンクトップとパンツ一枚という恰かつ好こうの怜奈が、ゆっくりと上体を起こす。

「ふぁ……ぁ……どうした誠人？　朝から大きな声を出して。近所迷めい惑わくだぞ」

「はいはい。ったく、ドタマ痛くなってくるぜ……」

　時計を見ると、七時をすでに回っている。そろそろ支し度たくをして、学校に行かなければ。

（んー……あれ……？　なんか寒いな……）

　思いながら、誠人は立ち上がった。

　が、

「お……？　うお……」

　突然の目め眩まいに襲われ、足下がふらつく。ぐるぐると視界が揺れて、背に柔やわらかい感かん触しよくを得た。

　怜奈が後ろから抱だき留めてくれたらしい。

「誠人、大丈夫か？」

「あ、ああ……ちょっとふらついた……だけ……」

　強がってはみたものの……身体からだに力が入らない。頭痛はますますひどくなり、ぞくぞくという悪お寒かんが止まらない。これはやばい、と思った。この感覚は、洒落しやれにならない。

　怜奈は抱だき締めるようにして誠人の身体からだを固定し、額ひたいに手を当ててきた。

「…………すごい熱だ」

　怜奈の声には、絶望的な響きがあった。




　三十九度二分。

　誠人は、体温計を見て呆ぼう然ぜんとした。

（……おい、てめえ、マジか……？　試験当日に熱出してどうするよ……）

　絨じゆう毯たんの上に力なく座り込み、自分自身に悪態を吐つく。

　最悪だった。よりにもよってこんな日に──

「……わたしのせいだな」

　誠人の前で同じように座り込んでいた怜奈は、ぽつりと、申し訳なさそうに言った。

「な、おまえのせいなんかじゃ──」

　台詞せりふの途と中ちゆうで声が出なくなった。苦しかったからではない。怜奈の目に、僅わずかに涙なみだが浮かんでいたからだ。驚いて、胸が詰まりそうになった。いつも表情に乏とぼしくて、飄ひよう々ひようと変なことばかりやる怜れい奈なが──泣きそうな顔で、こちらを見ている、なんて。

「すまない……わたしが無理をさせたせいだ」

　弱々しい彼女の姿は、まるで、普通の女の子みたいだった。

（いいや……みたい、じゃねえ。普通の女の子、だったんだよな、こいつも）

　いくら身体からだが大きくても、奇き妙みような性格をしていても。

　怜奈がまだ十年ちょっとしか生きていない女の子であることに、代わりはなかったのだ。

（くそっ、ダセえ……健康管理もろくにできないくせに、でかい口利くんじゃねえよ）

　自分への怒りで、はらわたが煮えくりかえるようだった。試験当日に風邪かぜを引いたこと──それ自体に対して、ではない。そんなバカには、自じ業ごう自じ得とくの未来が待っているだけだ。

　誠人まことが怒っているのは、そのせいで怜奈にこんな顔をさせてしまったこと──それがどうしても許せなかった。

「……おい」

　そっと声をかける。

「……どうしよう……このままでは、誠人が……退学になってしまう……」

　それで、気付いた。

「そっか……おまえ、知ってたのか」

　こくり、と怜奈は頷うなずく。彼女はあの時、瑠る璃りと誠人が話しているのを聞いていたのだ。

　多忙な誠人がほとんど眠ねむっていないこと、試験の結果如何いかんによっては、学院を退学してしまうこと。自分が誠人の負担になってしまっていること──

　だから、その翌日からいきなり目覚めがよくなったり、朝食を作ってくれたり、誠人に遠えん慮りよして一人で勉強をすると言い出したりしたのだろう。自分のことを後回しにして、誠人を心配してくれていた。怜奈はそんな、健けな気げで優しくて──女らしい、やつなのだ。

（バカ野や郎ろう……そんなの、俺おれの勝手な都合じゃねえか。なんでてめえが、気に病むんだよ……）

　全身が熱い。心臓がどきどきと撥はね回る。三十九度もある熱のせいで、怜奈がもの凄すごく可愛かわいらしく、魅み力りよく的に見えてきた。ああ、これは重傷だ。いよいよ頭がおかしくなってきたらしい。

　ずきずき痛む胸を鷲わし摑づかみにして、誠人は決意する。

（こんなにいい女を泣かせたマヌケには──きっちり償つぐなわせてやらねえと）

　歯を嚙かみしめ、震える足を指で抓つねり上げながら、立ち上がった。

「げほっ……げほっ」

「今、医者を呼ぶから──」

「バカ言ってんじゃねえよ」

　口元に、不ふ敵てきな笑みを浮かべてみせる。体調は絶不調。頭も身体もふらふらで、とてもまともには動いてくれそうにない。だが──

　それがどうした。

「早く支し度たくしろ、学校に行くぞ」




　威勢よく啖たん呵かを切ったものの、三十九度の熱はやはり侮あなどりがたく、誠人まことは玄げん関かんを出た途と端たんによろよろと倒れ込みそうになった。とても学校まで歩いて行けそうもなかった。

「誠人……」

　心配そうに駆かけ寄ってくる怜れい奈なに、「大丈夫だ」と応こたえ、誠人は手すりに摑つかまって体勢を整える。彼女の眼めに、もう涙なみだはない。だけど、明らかに落ち込んでいる様子だった。

　とても──見ていられない。

「大丈夫だっつうの」

　ばればれだと分かっていても、誠人は強がりを言うしかない。

　怜奈は、誠人が風邪かぜを引いてしまったことに責任を感じているようだが、それは違う。

　この状況は、あくまで誠人が自己管理を怠おこたったゆえの結果だ。でも、それを言ったところで怜奈は納得しないだろう。誠人が怜奈の責任を認めないのと同じ理由で。

「あのよ」

　我ながら酷ひどい声だと思いながら、言う。

「俺おれはガキのころさ……お袋ふくろってのは、絶対に風邪をひかねえもんだと思ってたんだ」

「……？」

　まったく関係なさそうな話を始めた誠人を、怜奈は不思議そうな顔で見た。

　誠人は続ける。

「お袋が風邪引いて辛つらそうにしてるところなんて、一度だって見たことなかったからよ。でもさ、そんなわきゃねえんだよな……きっと風邪なんざ何度も引いてたろうし、きつい日だってあったに決まってる。……そんでも、どんだけ辛かろうと、お袋はいつだって俺の前では、元気一杯のクソババアだったよ。……俺、今なら、お袋の気持ちが分かるぜ。……げほっ……何が言いたいかっつーとだな……」

　意識が曖あい昧まいで、上手うまく言葉にならない。それでも、ありのままの想いを口にする。

「俺は、おまえにそんな似合わないツラされるのが嫌いやなんだ。だから、恰かつ好こう付けさせろよ。──この程度のハンデなんざ、クソみてえなもんだぜ。てめえに心配されなくても、きっちり学年トップとってやんよ。絶対だ、約束する」

「…………」

　怜奈はそれを、黙って聞いていた。ぎゅっと目を瞑つむり、こちらに背を向ける。

「乗れ。──学校まで、負おぶって行ってやる」

　その男らしい大きな背中を眺ながめながら、誠人は自じ嘲ちようの笑みを漏もらす。

「──ああ、頼む。恰かつ好こう付けさせろって言ったばっかなのに、情けねえ話だがな」

　怜れい奈なは平時と同じ抑よく揚ようのない声で、こう言った。

「そんなことはない。──そんなことは、ないとも」




　意識がもうろうとしていたせいで、このときのことはよく覚えていない。怜奈に背負われ、通学路を進みながら、こいつ女の癖くせにやたら力ありやがるよなあ……などと、益やく体たいもないことを考えていたような気がする。

　女に背負われている誠人まことを、揶や揄ゆする声が聞こえた。あからさまに指差して嗤わらうやつもいた。

　恰好悪くても、情けなくても、恥じることはない。

　やることやってるだけなんだから、堂々としていりゃあいい。

　気にするな、と怜奈に言ってやろうとしたら、先にこう言われた。

「はは、みんな羨うらやましそうに見ているぞ、誠人」

「おまえの目は、ほんとにフシ穴だな──バカ野や郎ろうが」

　やがて正門が見えてきた。

「もうそろそろ着くぞ。……大丈夫か？」

　怜奈が言った。彼女の表情は、見えない。ただその声には、再び隠かくしきれぬ不安と焦しよう燥そうが滲にじみ出ていた。

　どうせまた、あの似合わない顔をしているに決まっている。

　だから何度だって、言ってやらなくてはならない。心配するな、と。

「まったく問題ねえよ。こんなところでつまずくかってんだ。別におまえのためじゃない。俺は俺の夢のために、全力を尽くすだけだ。自信はあるぜ？　俺がいままでやってきたことは、こんなことくらいで潰つぶれるほどヤワじゃねえってよ」

「……凄すごいな、誠人は。どうしてそんなに……自信満々なんだ？」

「積み重ねてきたから、じゃねえかな。そうしようって思い立ってから、ずっと」

「そうか」

　怜奈は、歩む脚をふと止めて、空を振り仰あおいだ。

「わたしも……頑がん張ばれるだろうか、夢を叶かなえるために」

　努力すれば夢は叶う。そんなのは幻想だ。現実は、そんなに甘あまくはない。志半なかばで諦あきらめてしまう人の方が多いし、夢を叶えたからといって幸せになれるとも限らない。

　──そんなことは分かっている。

　けれど、経験者としては、こう言わせてもらいたい。夢に向かってがむしゃらに進むのは、その先になにが待ち受けていようとも、とても楽しいものなのだ、と。

　この面白さを知らないやつらは、人生を損しているぞ、と。

　そんな気持ちを込めて、誠人は、これから頑張っていこうとする友人に激げき励れいを送る。

「ああ、きっとできるぜ。おまえの旦だん那な探しとやら──応援してやるよ、俺おれも」

　誠人まことを背負った怜れい奈なは、含みありげに間を開けてから、

「────なるほど。道は険しそうだ」

　そう言って、一歩、足を大きく踏み出した。

　それぞれの夢に向かって。
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　──それが、去年の春の話。試験の結果など、いまさら言うまでもない。

　こうして二人が三年生に進級しているということが、すべて。大口を叩たたいた誠人は、ちゃんと学年トップの成績を取ったし──怜奈もまた、全教科で九十点以上という高成績をマークした。怜奈が誠人を負おぶって登校したことで周囲から色々とからかわれたのも、いい想い出である。

「ふふ」

　誠人との馴れ初めを回想していた怜奈は、ふっと微笑した。

　こんなふうに思い出し笑いができるということが、素直に嬉うれしい。

　以前は、毎日がつまらなかった。裕ゆう福ふくな家に生まれ、不自由のない暮らしをして、自分がとても恵まれた立場にいることは自覚していたが、それでもやはり、つまらなかった。

　ずっと何故なぜだろうかと考えていて、ある時、気付いた。

『わたしには、夢がない』

　いつも楽しそうにしている人たちは、みんな何かしら熱中するものを持っている。それはスポーツであったり、目的のための勉強であったり、あるいは恋であったりした。そういうものを持っていない自分は、だから、毎日がつまらないのだと。

　将来の夢──すぐには思いつかなかった。だけど、このままではいられなかった。

『──素す敵てきなお嫁よめさん』

　ずっと昔、学校の授業で書かされた将来の夢。それを書いた当時の気持ちは、もう思い出せないけれど。とりあえずでもいいから、自分には目標が必要だったから、それを選んだ。

　そうして中等部に進級する際に、わがままを言ったのだ。共学の学校に通わせて欲しい、と。

　でも最初の一年間は、あまり変わらなかった。周囲にはたくさん男子がいたけれど、物珍しかったのは最初だけで、すぐに飽あきてしまった。他ほかの夢を見付けようとスポーツに励はげんだりもしたけれど、どれも長続きしなかった。

　──つまらなかった。

　毎日が退屈で、くだらなくて、こんなことならずっと眠ねむっていた方がましかもしれない。

　それが変わったのは──毎日がつまらなくなくなったのは、恋に落ちたのは、いつからだろう。

　眠っていた自分を起こしたのは、おとぎ話のように格好いい王子様なんかじゃなかったけれど。

　小さくて、お人好しで、目付きの悪い──素敵な人。

　自分の夢を、持っている人。

　そのために、努力を惜しまない人。

　彼の努力は少しずつ積み重なって、いずれ夢を叶かなえるのだろう。

　種たねをまいて、水をやって、いずれ芽が出て花を咲かせるように。

（だから、わたしも夢を叶えるために、これから頑がん張ばっていこう──）

　過去の決意を思い返していると、インターホンが鳴った。何の変へん哲てつもない音が、怜奈の心を弾はずませる。楽しくて楽しくて、踊おどり出したくなってくる。

　そう──この時のために、入念な準備をして、わざわざ苦手な早起きをしたのだ。

「ふふ……完かん璧ぺきだな。これなら誠人も、わたしにめろめろになるに違いない……」

　姿見で最終確認をしていると、がちゃがちゃという鍵を開ける音が聞こえてきた。

　参考図書を放り投げ、主人を出迎える犬のように、慌あわててぱたぱたと玄げん関かんに走る。

　ばたんとドアが開いて、

「バカかてめえ！　なんだその恰かつ好こうは‼」

　今日も、愛いとしい絶叫が轟とどろいた。







[image: 「どきどき温泉パニック！」]










　その日の夕方、九く条じよう院いんアリスは隣となり町の温泉街を訪れていた。市の西部にあたるここ櫛くし森もり町は、麗れい峰ほうと名高い月つき城しろ連山の麓ふもとにある。温泉旅館や土産みやげ物屋が建ち並ぶ、石段だらけの町だ。石段は山の頂上にある神社まで続いていて、お正月や夏祭りには大変賑にぎわう。

　古めかしい町並みを、黒衣のゴスロリ少女が歩いていく。

　しばらくして、目的地についた。

　目の前には、提ちよう灯ちんのさがった門がある。掲かかげられた看かん板ばんには『月つき城しろ乃の湯ゆ』と書かれていた。

　建物の背後には、その名の由来でもある麗峰が、威い風ふう堂どう々どうと聳そびえている。

「ふうん」

　アリスは門の奥にある建物を見やる。瓦かわら葺ぶきの、時代がかった店構えだ。

　大きな温泉施設である。

「どうしたの？　早く入ろうよ」

　隣から話しかけてきたのは鬼おに百合ゆり三み月つき。アリスの幼おさな馴な染じみであり、クラスメイトであり、婚こん約やく者でもある少年だ。

「ええ、そうですね」

　二人は入口に向かってゆっくりと歩きながら、会話を交わす。

「私、こういうところに来るの、初めてなんです」

「そうなんだ？　僕は爺じいちゃんが温泉好きだから、ここにも何度か来たことがあるよ。色々なお風ふ呂ろがあって、うん、面白かったな。きっとアリスも気に入ると思う」

「へえ」

「あとで、一緒に回ろうね」

　あまりにも当然のように言うものだから、「そうですね」と言ってしまいそうになった。

　アリスはジト目になる。

「ちょっと、ここお風呂屋さんでしょう。一緒に回れるわけないじゃないですか。いつの間に性転換していたんですか三月くんは」

　確かに三月の見た目では、性別が反転していても、脱ぬがしてみなければ誰にも分からないだろうが。

「混浴のスペースもあるんだって」

「だから？」

　どすの利いた声で流し見ると、三月は額ひたいに汗あせを滲にじませて微笑ほほえんだ。

「ううん？　なんでもない」

（まったくもう──この人は）

　木製の自動ドアを抜けて、広いロビーに足を踏み入れる。茶と緑を基調にした、和洋折せつ衷ちゆうの趣おもむきだ。ソファーが並ぶ休きゆう憩けいスペースで、たくさんの人々が歓談していた。

　その中から、三人の男女がこちらに向かって歩いてきた。

「おう、来たな」

　そう言って片手を挙げたのは、桐きり山やま誠人まこと。クラス委員長を務める矮わい軀くの少年だ。今日は期末テストの最終日で、その打ち上げをしようという誠人の一言が、現状のきっかけだった。ちなみにみんなで温泉に行こうなどと爺じじくさい主張をしたのは、三み月つきである。アリスはあまり気が進まなかったのだが、皆が乗り気なので仕方なく来てあげたというわけだ。

　少しだけ興味があったというのも、まあ、噓うそではない。

「鬼おに百合ゆり君、いきなり怒られていたようだが、今度はどんな天然セクハラ行為を働いたんだ？」

　男のような口調で話しかけてきたのは、宮みや田た怜れい奈な。とても背が高い、栗くり色いろのセミロングヘアの少女だ。いつも眠ねむそうな半目をしている。

「人聞きの悪いことを言わないでよ怜奈。僕はただ、アリスと一緒にお風ふ呂ろに入りたいなぁと思って、あとで一緒に回ろうねって言っただけで……」

「だから、入るわけないでしょうバカっ！」

　かぁっと頰ほおを染めたアリスは、三月の脛すねに、鋭いローキックを浴びせた。「あうう」という情けない悲鳴を漏もらし、彼はその場に蹲うずくまった。

「どうして貴方あなたは、そう自分の欲望を素直に口にするんですか！　いい加減にしてください」

「九く条じよう院いんさん、似たもの夫婦という言葉を知っているか？」

　怜奈は面白そうに肩かたをすくめた。アリスは「ふんっ」と腕うでを組んでそっぽを向く。

　その瞬しゆん間かん、

　ぶちっ！

　という、まるで手の甲を思いきり踏みつけるような無む惨ざんな音が、すぐ背後から聞こえた。

「痛ぁっ⁉」

　婚こん約やく者の素す敵てきな悲鳴に振り返ると、ついさっきまで蹲っていた三月が、赤くなった片手を押さえ、飛び跳はねていた。

「？」

　何をやっているのだろうと首を傾げたアリスに、可愛かわいらしい声がかけられる。

「こんばんは、先せん輩ぱい」

「あら」

　アリスが声の方を向くと、背の低い、髪かみの両サイドを縦たてロールにした少女が微笑ほほえんでいた。赤を基調にしたゴシックロリータを着ていて、ずっしりと重量感のある厚底ブーツを履はいている。もしもこんなもので踏みつけられたら、とてもとても痛いだろうと思った。

「瞑めいさん。よかった、貴女あなたも来てくれたんですね」

　アリスは誠人に、一年生である彼女も誘うようお願いしておいたのだった。

「はいっ。お誘いいただきまして、ありがとうございますっ」

　瞑めいはぺこりと一礼して、抱だきついてくる。

「きゃ……もう」

　少々過激なスキンシップだが、自分を慕したっている相手には、どうしても甘あまくなってしまうアリスだった。特に嫌いやな感じはしなかったので、そのままにしておく。

「えへへ、先せん輩ぱいと一緒にお風ふ呂ろだなんて……夢のようです」

　アリスの胸に顔をぴったりとくっつけている後こう輩はい。うっとりと顔を紅潮させた瞑は、ようやく落ち着いてきた三み月つきの方を向いて、あてつけのように言った。

「じゃあわたしは九く条じよう院いん先輩と、仲良く女湯に入りますから──鬼おに百合ゆり先輩は、せいぜい男湯で、桐きり山やま先輩と男の友情を育はぐくめばいいんじゃないですかぁ？」

「………………いいなぁ」

　三月は、ぽつりと漏もらした。

　そんな彼に、誠人が平へい坦たんな声をかけた。

「三月、おまえがどれだけ女湯に入りたいかはよーく分かったから、少し落ち着いて自分の性別を思い出してくれ」

「わ、分かってるよ……」

　アリスの胸元で、瞑がべぇっと舌を出して嗤わらっていた。




　　　　　　†




　皇こう城じよう瞑は、半年前に皇城学院に入学したばかりの新入生である。学院の名前と同じ名みよう字じをしているのは、父親が学院の理事長を務めているからだ。名家の子し息そく令れい嬢じようが通う皇城学院の中でも、最上級の家柄。高等部の三年生に、姉が一人いる。

　一年二年の女生徒の間でとても人気のある憧あこがれの先輩──九条院アリスとは、光栄なことに、最近とても親しくさせていただいている。

　ロビーで男性陣じんと別れた瞑たちは、脱衣所に入った。マッサージチェアや体重計、大きな鏡などがあり、ずらりとロッカーが並んでいる。浴場から漏もれる湯ゆ煙けむりが、薄うすくけぶっていた。

「うわぁ……へぇぇ……っ」

　瞑はきょろきょろと脱衣所を見回した。

「わたし、実はこういうところに来たの初めてなんですよ。ここで服を脱ぬぐんですよねっ？」

　後ろを振り返ると、アリスが瞑と同じようにきょろきょろしていた。目が合うと、恥ずかしそうな表情で「私もです」と呟つぶやく。

「その……やっぱり、裸はだかになるんですよね……結構人がいるのに……」

　憧れの先輩の可愛かわいらしい様子に、瞑のテンションは急上昇する。

「大丈夫ですよっ──わたしも脱ぬぎますからっ」

　勢いで変なことを口走ってしまった。思いの外、自分はテンションが上がっているらしい。

　それも仕方のないことだ。なにせ──

（だって九く条じよう院いん先せん輩ぱいの裸はだかですよっ！　一いつ糸しまとわぬ、生まれたままの姿！　あああぁぁあああなんてパラダイス……！）

　心の中で、万ばん歳ざいをしてしまう。

　放課後、誠人まことに『おい皇こう城じよう。テストの打ち上げに、いっちょ温泉に行こうぜ！』と誘われたときは、一いつ瞬しゆん勘かん違ちがいして『ハァ？　なんでてめーなんぞと一緒に温泉いかなきゃなんねーんですかぁ？　ペッ』と思ったが、しかし今では、心の底からの賞賛を送っている。ああ、なんて素す晴ばらしいことを思いつく先輩なのだろう。

（桐山先輩って、超素す敵てきなんですね──タイプじゃないですけどっ♡）

「さあ！　さあッ！　九条院先輩っ！　ロッカーはここにしましょうっ！」

　鼻息も荒く、瞑めいは急せかした。

「え、ええ……そうですね」

　アリスは、やはり人目が気になるらしく、もじもじと身体からだを抱だいている。

「もぉ……先輩ったら、恥ずかしがり屋さんなんですねぇ。うふっ、分かりました♪　わたしが先に脱ぬぎますから、そうしたら、先輩も……ね？」

　瞑は人差し指を唇くちびるにあてて、ウインクした。

　自分自身かなりの羞しゆう恥ちを感じてはいたが、先輩の裸ら体たいを拝おがむためなら迷いなどあろうはずもない。庶しよ民みんが使う公共浴場で裸になることも厭いとわなかった。

（こんなこともあろうかと、用意しておいた勝負下着……！　てややぁっ！）

　瞑は、赤いワンピースをバッと脱いで、レースのランジェリー姿になった。薄うすいピンク色のシースルーというセクシーなデザインだ。大だい胆たんにも、ショーツは紐ひもで留めるタイプである。

「……はぁ……」

　威勢よく脱いだものの、憧あこがれの人に見られているのかと思うと、顔が熱くなるのが分かる。ちら、と上うわ目め遣づかいで見上げると、アリスは瞑に、じっと視線を注いでいた。

「……やだ、先輩……そんなに見詰められたら……照れちゃいますよう」

「瞑さん、あ、貴女あなた、ずいぶんとけしからん下着を着けてますね……」

「えっ……？　先輩はお嫌きらいですか……こういうの？」

　不安そうに呟つぶやく瞑。

　アリスは、恥はじらいながら言いよどむ。

「いえ……嫌いっていうか……それはちょっと中学生には大だい胆たんすぎかな、と。それに貴女、去年まで小学生だったはずでは」

「わたしが通ってた小学校って全寮制だったんですけれど、みんなもっと凄すごいのを着けてましたよ。たとえば、もっとお尻しりのところがですね」

　瞑めいが、小学校で流行はやっていた下着について詳しよう細さいに解説すると、アリスは赤面した顔を引きつらせて固まってしまう。

「や……そんなの、信じられません……」

　どうやら激しいカルチャーショックを受けているらしかった。

　どんな聖域で育ったのだろうか、この人は。

　いまどき小学生で＊＊＊＊とか、＊＊とか、珍しくもない時代なのに。

（純粋なんですね、先せん輩ぱい。そんなところも素す敵てきですっ）

　羨せん望ぼうの視線でアリスを見つつ、

「先輩がお気に召めさないなら、今すぐ脱ぬぎますねっ」

　瞑はブラのホックを外した。

　最近膨ふくらみ始めたばかりの乳ち房ぶさが、戒いましめを解かれて現われる。すると……

「なっ……⁉」

　ぺろんっ、と生乳を見せた瞬しゆん間かん、アリスが切せつ羽ぱ詰つまった悲鳴を漏もらした。なにか認めがたいものを目もく撃げきしたかのように、表情が凍こおり付く。

「？　先輩、どうかされたんですか？」

「……う、噓うそでしょう……？　そんな馬鹿なことって、ありえるはずが……」

　呟つぶやいて、アリスは驚きよう愕がくの相を刻きざんだまま、瞑の胸に触ふれてきた。

「ひゃ……⁉　せ、先輩……？　こんなところで、駄だ目めですよそんな……ぁん」
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　しなやかな指が、両方の乳房を丹たん念ねんにまさぐる。慎つつましやかな膨ふくらみの弾だん力りよくを確かめるようにつつき、なだらかな起伏に沿って優しく指を這はわせてくる。数ヶ月前まで小学校に通っていたこの身には、刺激が強すぎる行為だった。

　アリスが愕がく然ぜんと声を出す。

「まさか、本当に……？」

「……ぁ……ゃ……先輩……先輩……」

　アリスの大だい胆たんな指遣づかいに、瞑はもじもじと太ふと腿ももを擦こすり合わせた。視界が蜃しん気き楼ろうのように歪ゆがみ、頭がくらくらして何も考えられなくなってくる。半開きになった唇くちびるから、はぁぁ……と、淫みだらな吐と息いきが漏れた。潤うるみきった瞳ひとみからは、今にも涙なみだが零こぼれ落ちそう。

　そこで止とどめを刺すように、指が強い力で柔肉の頂点に押し込まれた。

「ひゃあああんっ⁉」

　忘ぼう我がのうちに、大きな声を上げてしまう。そこに──

「……脱衣所で、何をやっているんだ君たちは？」

　茹ゆで上がった顔で声の主を振り仰あおぐと、全ぜん裸らの怜れい奈なが、瞑たちに生温い視線を送っていた。

「あ……」

　正気に返って周囲を見回せば、脱衣場中の注目を集めてしまっていたようだ。皆、赤面しながらこちらを見ている。この場で一番目立つ容姿をしているだろうアリスたちが、文字通り乳繰り合っているのだから、無理もないことだった。

「……っ！」

　すでに蕩とろけきっている瞑めいのみならず、一方的に責め立てていたアリスも真まっ赤かになった。

「ちょ、ちょっと瞑さんの身体測定をしていただけです！」

「意味不明だ九く条じよう院いんさん。なぜ、今ここで胸のサイズを測る必要が？」

「ちが……！　私の精神的安定を保つためには、必要な処置だったんですよ！」

　怜れい奈なは、瞑とアリスの胸部を比較するように見やり、得心の表情を浮かべた。

「なるほど事情はすべて分かった。しかし、まったく困ったやつだな君は。はぁ……わたしまで恥ずかしい思いをしたじゃないか」

　怜奈が呆あきれたようにため息を吐つくと、アリスはその場で崩くずれ落ちた。

　世界で一番恥ずかしい人間に、恥ずかしいと言われてしまったら、人間おしまいである。

　誇り高いアリスに耐えられるような精神攻こう撃げきではなかった。

（お労いたわしい先せん輩ぱい……こんなことで負けないって、わたし信じてますから……！）

　瞑は身体からだに残っている火ほ照てりを、ほう、と吐はき出した。
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　一方そのころ、男性陣じんも脱衣所にて入浴の支し度たくを整えていた。

　三み月つきは、抱かかえ持ったケロヨンの洗面器に、持参したシャンプーや石せつ鹼けんなどを入れる。

（おっと……これも、持っていかないと）

　脱衣場の前で別れるとき、怜れい奈なから渡されたミニポーチも、入れておく。なんだかよく分からないが、開けないで持っていろと言われたのだ。素直にそのとおりにする三月。

　最後に手て拭ぬぐいを肩かたにかけて、準備完了。

「さあ、行こっか」

「なんか手慣れてんなあ、おまえ。こういう銭せん湯とうとか、よく来んのか？」

　楽しげな三月に、誠人まことが言った。

「うん、家族でよく来るよ。家のお風ふ呂ろが古くて狭せまいせいもあるし、家族みんな銭湯好きだから。広い湯船で、思いっきり足を延ばせるのがいいよね」

「そりゃ、同感。寮の風呂も、あんまり広くはねえしな。うちの学校、男子寮だけ、妙みように金かかってないんだよなあ」

「それも教育の一環、ってことなのかもね。女子寮も建物とセキュリティは豪ごう華かだけど、部屋自体の造りは、男子寮とあまり変わらないって聞いたよ？」

「人生の中で、学生時代くらい狭くて不便な部屋で暮らしてみろって？　俺おれん家ちは、元からボロ屋だっつーの」

　誠人は、冗じよう談だんめいた笑みを浮かべる。三月は「あはは」と笑い返す。

「誠人も銭せん湯とうに通ったら？　寮の近くにだってあるでしょ」

「風呂に入るのに、毎回金取られるってのもなあ」

　名家の子し息そく令れい嬢じようばかりが通う皇こう城じよう学院の生徒として、あるまじき台詞せりふを言う誠人。彼の家は医師の家系らしいが、事情があってあまり裕ゆう福ふくではないのだという。彼は特待生の奨しよう学がく金きんによって、学費を賄まかなっているのだった。小さな帽ぼう子し屋を営む祖そ父ふ母ぼに預けられている三月も、金銭感覚は似たようなものだから、そういう意味でも誠人とは気が合う。

「まあ、せいぜいこの機会に広い風呂場を満まん喫きつしていくさ。んで、どっから回るよ」

　誠人が聞いてくる。三月は、当初の予定どおりこう答えた。

「まずは混浴の方に行ってみようよ。もしかしたら、アリスたちが待っててくれてるかもしれないしさ」

「いやあ、絶対来てねえと思うぞ……」
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　そして場面は女湯へと戻る。

　脱衣所から浴場への入口を抜けると、タイル張りの洗い場が広がっていた。正面奥、山と満月が描かれた壁画の下に、長方形の浴よく槽そうが見えた。浴場には幾つかの案内看かん板ばんが立っている。

　他ほかの湯を回る前に、ここで身体からだを洗わなくてはならないようだ。

　アリスは恥じらいに頰ほおを染めながら、蛇じや口ぐちの前に座った。その左手首には、ほとんど目立たないが、細いブレスレット型の抑制機が嵌はめられている。

　隣となりに瞑めいが座り、声をかけてきた。

「あのう、先せん輩ぱい？　さっきのことは、もう忘れて元気だしましょう？　そうだ、お背中流させてくださいっ」

「そうですね、ありがとう瞑さん。じゃあ、お願いします」

　ショックを受けたのは、瞑のおっぱいをまさぐっているところを見られたことよりも、むしろ後こう輩はいのバストが自分よりも膨ふくらんでいたからだ、とは言えなかった。

（さ、最近の若い娘こは発育がいいんですから……まったくけしからんことです）

　背中をスポンジで洗ってもらいながら、アリスはそんなことを思った。

　じっくりと時間をかけて全身をぴかぴかに磨みがき上げたアリスたちは、身体にタオルを巻き付け、予定どおり温泉巡りを始めることにした。壁面に掲示されていた浴場全体マップを確認すると、サウナ、水風ぶ呂ろ、混浴スペース、露ろ天てん風呂、砂風呂……などなど、たくさんの種類があるようだ。

「どこから回りましょうか？」

　怜れい奈なと瞑の眩まぶしい半はん裸らを瞳ひとみに映し、アリスは問うた。

「先輩と一緒なら、どこへでもお供ともします」

「まずは露天風呂だろう。何せここの目玉らしいからな」

「決まりですね」

　壁面の一画は硝子ガラス張ばりになっていて、中庭の景色が見渡せる。扉から中庭に出ると、夏の夜気が肌はだに触ふれた。寒くはないが、まるで半裸で外を歩いているような気分になってくる。そもそも同姓とはいえ、両親以外の人に肌を晒さらす機会なんて、今までほとんどなかったのだ。大事なところをタオルで隠かくし、冷静を装いつつも、アリスの顔はずっと真まっ赤かに火ほ照てっていた。

　池や石いし灯どう籠ろうのある庭園に、すのこが道しるべのように敷かれている。

　湯ゆ煙けむりにけぶる日本庭園。乙女おとめたちが歩いていく光景は、えも言われぬ趣おもむきがあった。

　前を歩いていた怜奈が振り返り、顔を赤らめているアリスに喋しやべりかけてくる。

「ふふ。九く条じよう院いんさん、君にもなかなか可愛かわいらしいところがあるんだな」

「なに言ってるんですか怜れい奈なさん？　私は常に可愛かわいらしいでしょう」

　まるで心しん中ちゆうを見通すようなことを言われたものだから、アリスは内心で慌あわてた。この友人は何も考えていないように見えて、たまに鋭いところがあるのだ。

　怜奈は、自じ慢まんのプロポーションをタオルで隠かくしもせずに、堂々と露あらわにしている。

　そんな彼女に、疑問をぶつけてみる。

「……怜奈さんは、その……恥ずかしくないんですか？　人前で肌はだを晒さらすの」

「いや、むしろ楽しくないか？　こう……自分を包み隠かくさず解き放つ感じというか」

「変態に聞いた私が馬鹿でした」

　アリスは後ろを振り返り、今度は瞑めいに同じ問いを投げかけた。彼女も相当な名家の令れい嬢じようだから、きっと共感してくれるだろうと思ったのだ。しかし瞑は、それどころではないようだった。

「はぁ……ぁぁ……素す敵てきすぎです、せんぱぁい……」

　彼女はこちらを見詰め、とろとろに瞳ひとみを潤うるませていた。今にも涎よだれを零こぼさんばかりである。さすがのアリスも、これには少し引いた。いけないお薬を服用しているのかと思った。

　ねっとりとまとわりつく視線から逃のがれるように、タオルの上から腕うでで身体からだを抱だく。

「ちょっと……瞑さん、正気に戻りなさい、ほら」

　アリスは後こう輩はいの胸元を、タオルの上からつんつんする。

「ひゃん⁉」

　敏感なポイントを刺激された瞑は、可愛らしい悲鳴を上げ、つぶらな瞳を白黒させた。

　三み月つきに勝まさるとも劣らない、素敵な反応だった。

「あら、瞑さん。貴女あなた、なかなかいい声で鳴くじゃないですか」

　だからアリスは、後こう輩はいの頰ほおを、三月に対してそうするように、引っ張ってやった。

「いっ、いひゃいですよう先せん輩ぱい……！」

「こらこら、らしくないな。後輩を苛いじめるなんて」

　アリスがぞくぞくと恍こう惚こつを感じていると、怜奈が窘たしなめてきた。

「うふふ、教育的指導を施しているだけです。なにか問題が？」

「んんー……てっきり胸の大きさで負けたのがそんなに悔くやしかったのかと思ったが、その様子を見ると、どうも違うのか……？」

　そんなやり取りをしているうちに、目的地へと着いた。湯ゆ煙けむりの中から、ごつごつした岩に囲われた露ろ天てん風ぶ呂ろが姿を現わす。運よく、他ほかに人はいないようだ。

「へえ……中々風流じゃないですか」

　アリスは少し早足になって、露天風呂へと駆かけ寄った。そっと片手を湯につけると、じんと痺しびれるような熱さが伝わってきた。

「熱っ……噓うそ、ちょっとこれ……熱すぎじゃないですか？　入れませんよ、こんなの」

「馬鹿だなあ、この熱いのを我慢して入るのが気持ちいいんじゃないか──そうら、行くぞ」

　怜れい奈ながかけ声を張り上げる。振り返ったアリスは、凝ぎよう然ぜんと目を剝むいた。全ぜん裸らのバカが、助走を付けて走ってくるのが見えたからだ。股またを大きく開いて、アリスの上を飛び越えていく怜奈。

「ちょっと、やめ──」

　ざっぱん！　巨体が温泉に飛び込んで、熱湯の飛沫しぶきがアリスを襲う。

「熱っ！　熱っ──もう！　何やってるんですか貴女あなたは……‼　マナー違反ですよっ！」

「ははは、いい湯加減だぞ。早く君たちも入ってこい」

　怜奈は上じよう機き嫌げんで笑いながら、どんどん熱いお湯を手で掬すくってかけてくる。

「きゃっ、あっ、貴女って人は、いい加減に──」

　アリスは反はん撃げきを見舞うべく、傍そばにあった飛び道具を、両手でしっかりと摑つかんだ。

　柔やわらかくて弾だん力りよくのある、もちもちとした感かん触しよくだった。構わず怜奈に狙ねらいをつけ、

「や、先せん輩ぱいっ……おし、お尻しり摑まないで──きゃああ！」

　投とう擲てきした。人間魚ぎよ雷らいと化した瞑めいは、きりもみしながら宙を舞い、あっさりと避よけられて湯の中に沈んだ。

「ぷはっ！　熱っ……熱いですぅっ！　さっきからわたしの扱いが酷ひどくなってませんか先輩⁉」

「皇こう城じようさん、鬼おに百合ゆり君とのやり取りを見ていて気づかなかったのか？　それが九く条じよう院いん流の好意の示し方なんだ。つまり彼女は、苛いじめ甲が斐いのある後こう輩はいに好感度が急上昇中」

「じゃ、じゃあこれは喜ぶべきところなんですかっ⁉　イケナイ道に行ってしまいそうですわたし！」

「──任せろ、仇かたきは取ってやる」

　怜奈はお湯の中に潜もぐり、潜せん水すい状態でアリスに近寄ってくる。

　ざぱんと飛び魚のように飛び出して、口からお湯を放射した。

「ブハアアアアアアアア────！」

「きゃああああああ！　汚きたないぃぃっ！」

　湯ゆ煙けむりの中──少女たちの激戦は、しばらく続いたのだった。




　ひとしきり騒さわいだ三人娘むすめはようやく落ち着き、しばし温泉の湯を楽しんでいた。湯の中には、大きな岩が幾つかあって、背もたれにするにはちょうどいい。天てん蓋がいなどはなく、空を見上げれば満天の星空が広がっている。

　怜奈は半ば仰あお向むけに寝ころぶようにして、全身を湯に浸つけていた。アリスはその斜はす向むかいで肩かたまで湯に沈め身体からだを温めている。瞑はアリスの肩かたに頭を乗せて、ぴったりと密着していた。

「ふう……」

「はあ……」

　少女たちが恍こう惚こつの吐と息いきを漏もらす。アリスは大きな息をついて、夜空を見上げた。煌きらめく星々を眺ながめていると、不思議と心が落ち着いてくる。熱いと感じていたお湯も、慣れれば気持ちがいい。じんじんと身体からだの奥底まで温まってくるようだ。

（ふふ……たまにはこういうのも、悪くないかもしれませんね──）

　声には出さず、そんなことを思う。

「あら、怜れい奈なさん。何ですか、それ？」

　いつの間にか怜奈の手には、折りたたみ式の携帯電話があった。最新式の、防水加工が施されたモデルだ。蓋ふたを開いた状態で、画面を覗のぞき込んでいる。

「これは携帯電話というものだ」

「それは見れば分かります。何をやっているのかと聞いているんです」

「実は、同じものをポーチに入れて鬼おに百合ゆり君に渡しておいた。男どもがどうしているのか、興味がないか？」

　怜奈は番号をプッシュして、携帯を耳に当てる。

『びっくりしたあー』という三み月つきの声が、僅わずかに漏もれ聞こえた。

　三月と会話をしている怜奈に、アリスが聞いた。

「で、三月くんは、どうしてましたか？」

「混浴スペースには、おっさんと老人しかいなかったそうだ。非常に哀かなしかったらしい」

「あとで泣かすと伝えてください」

「了解した」

　怜奈は再び三月との会話に戻る。しばし話したあとで、怜奈が電話口で聞いた。

「ところで鬼百合君、誠人まことの下半身が完全体だったかどうか、こっそり教えてくれ」

　アリスは傍そばにあった桶おけを摑つかみ、バカにお湯をぶっかけた。

「何をする。熱いじゃないか」

「な……っ、何を聞いてるんですか貴女あなたはっ‼」

「いや、だって、乙女おとめだもの」

　怜れい奈なは意味不明な言い訳を述べた。画面を見て、ぴくりと反応する。

「むっ、画像が送られてきた。さすが鬼百合君、気が利くな」

「えっ？」「噓うそっ！」

　三人娘むすめは、それぞれびっくりした声を上げて、携帯電話を囲んだ。アリスと瞑めいは、目を両手で隠かくしているが、指の隙すき間まからしっかり画面を見ている。

　転送されてきたのは、見知らぬおっさんの入浴画像だった。

「「うぐうっ……⁉」」

　女湯で悲痛なうめき声が上がる。あんまりなものを直視してしまった三人は、湯の中でのたうちまわった。アリスはお湯の中に沈んだ携帯電話を拾い上げ、通話相手に向けて、静かなる怒りをぶちまける。

「や、やってくれましたね三み月つきくん。……ここまでコケにされたのは、生まれて初めてですよ」

『うるせえ、反省しろ。なにやってんだてめえ。いい加減俺おれも怒るぞ』

　聞こえてきたのは、誠人まことの声だった。怜れい奈なの指示で三月が何をしたのかはしらないが、おかんむりの様子である。

『ていうか怜奈かと思ったら九く条じよう院いんかよ⁉　三月になんつーことを命令するんだおまえは』

「それは大いなる誤解です誠人くん‼　違いますから⁉」

　アリスは大声で弁明した。

『それは分かった。だが……大体だな、風ふ呂ろ場に携帯なんざ持ってくるんじゃねえよ。──こらこら三月、おまえもだっつうの。なに関係ないみたいな顔でくつろいでんだ』

　委員長が説教モードになったので、携帯をさりげなく怜奈に渡す。そもそも全責任はこいつにあるのだ。

「うん……うん……それはすまないと思っている。しかしだな誠人、わたしは以前パンツの中まで見られたのに、そっちだけ見せないというのは……少々ずるいとは思わないか？」

　説教を受けているはずの怜奈は、とても嬉うれしそうだ。

「ちょ……先せん輩ぱい、聞きました？　パンツの中ですって……やっぱりそういう関係だったんですよ、この人たち。気持ち悪いですね」

「なんて破は廉れん恥ちな……不潔です！」

　怜奈の台詞せりふに卑ひ猥わいな爆ばく弾だん発言が頻ひん繁ぱんに混ざるものだから、聞いているアリスと瞑めいは、羞しゆう恥ちに頰ほおを染めている。

「……なるほど誠人。君はこういうわけだな？　ただで自分の画像を渡すわけにはいかないと。そういうことなら、わたしのお色気入浴シーンと交換でどうだろう。おまけで、金きん髪ぱつと黒髪かみの貧乳画像をつけてもいい」

「宮みや田た先せん輩ぱい、いまなんて言いました？」

「怜奈さん、絞こう殺さつされたいようですね貴女あなた」

　ぎろりと怜奈を睨にらみ付ける二人。

「それは遠えん慮りよしておく。困るな二人とも、冗じよう談だんを本気にしては。──ちょっと待て誠人、おまけの方にだけ反応するのはどういうことなんだ？」

　怜奈は、それから二言三言誠人と会話をして、電話を切った。誠人の怒ど鳴なり声が漏もれていたから、最後までおちょくっていたものと思われる。

　言いながら、怜奈は携帯電話を折りたたんで、

「聞いたところによると、だ。どうやら男どもは、混浴スペースから、露ろ天てん風呂へと移動して」

　やおら視線を動かした。同じ方向を見ると、竹で作られた背の高い柵さくがある。

「いまは、あの柵のすぐ向こうにいるらしい」

「へえ」

「この状況で我々がやるべきことは、たった一つだけだ。分かるか、二人とも？」

「いいえ、まったく分かりませんね。怜れい奈なさんの錯さく綜そうした思考は、常人の及ぶところではありませんから」

「宮みや田た先せん輩ぱいが、今からとてつもなーくアホなことを言おうとしていることだけは、カンと経験則そくでよおっく分かりますけれどぉ──」

「では教えよう。いいか、聞いてくれ諸君」

　怜れい奈なはにやりと笑みを浮かべる。

「──男湯を覗こう」

「…………」

　アリスと瞑めいは案の定、『何を言っているんだ？　このあんぽんたんは』という表情で呆あきれかえった。

「何だその反応は？　知らないのか二人とも、これは温泉シーンにおけるお約束なんだぞ？」

「そんなわけがありますか。本当に怜奈さんは、人の予想の斜め上を行くバカ野や郎ろうですね。そろそろ死んだ方がいいんじゃないですか？」

　アリスはボツ出しをする編集者のように言い捨てた。

　怜奈は熱意をもって食い下がる。

「いや、しかし、斬ざん新しんだと思わないか？　きっと楽しいと思うんだが」

「却きやつ下かです。誰が喜ぶんですかそんな展開」

「主にわたし」

　怜奈はとても自分勝手なことを言い出した。彼女は諸しよ葛かつ孔こう明めいが持つ羽う毛もう扇せんのように片手をアリスの耳に添え、こう囁ささやきかけた。

「おやおや、九く条じよう院いんさんは、鬼おに百合ゆり君のハダカを見たくはないのか？」

「な……ッ」

　アリスは真まっ赤かになって硬直した。

　その様子を見た怜奈が、我が意を得たりとばかりに、にんまりと唇くちびるを歪ゆがめる。

「別に協力を強制しようとは思わない。わたしは一人でも決行する。何故なぜなら面白いからだ」

「何を勝手な……！　大体私は三み月つきくんの裸はだかなんて見たく──」

　そこで声が小さくなった。

「──ない……です、よ？」

　本音を言えば、ほんのちょっぴりだけ、見たいかもしれない。乙女おとめ心ごころは複雑なのだ。

「ほぅら、素直になるといい。この柵さくの向こうには、美少年の小麦色の肢し体たいが……」

「う、うう……」

　俯うつむき、上気した顔で懊おう悩のうする。そんなアリスを、寄り添っていた瞑めいが必死で揺さぶった。

「気をしっかり持ってください先せん輩ぱい！　変なノリに洗脳されかかってますからっ！」

　怜れい奈なが瞑に、怪あやしげな薄うす笑えみを向ける。

「ファファファ……無む駄だだ皇こう城じようさん。もはや彼女は、わたしの術じゆつ中ちゆうよ……」

「何者ですかアンタ‼　わたしの先輩を変態ウイルスで汚お染せんしないでくださいよっ！」

「ほーう？　いいのかそんなクチを利いて？　──これを見てもらおうか」

　怜奈はおもむろに携帯電話を開き、画面を瞑に向けた。

　ボタンプッシュで、動画が再生される。フレーム一杯に瞑の裸ら身しんが映っており、




『ひゃ……⁉　せ、先輩……？　こんなところで、駄だ目めですよそんな……ぁん』




「これを鬼おに百合ゆり君に見せてあげようかと思うんだが、どうだろう」

「こ、このデカブツ……なんて卑ひ劣れつな……！」

　瞑は顔を茹ゆで上がらせて、悔くやしそうに拳こぶしを握り締めた。
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　風流な鹿しし威おどしの音ね色いろが、規則正しい間かん隙かくを経て、露ろ天てん風ぶ呂ろに谺こだましている。

　筧かけひから注ぎ込まれる流水が、つらつらと竹筒を伝い落ちていく。

　そんな情感溢あふれる湯ゆ煙けむりの中……まんまと乗せられた瞑とアリスは、怜奈に導かれ、柵さくの前に立った。怜奈は相変わらず全裸だが、瞑とアリスはちゃんとタオルを巻いている。

　三人は柵を見上げた。

　この向こう側で、三み月つきや誠人まことが入浴しているらしい。

（あーあ。わたし、男のきったねえハダカなんか、まったく見たくないんですけどぉ──）

　弱みを握られている瞑は、そう思いながらも、状況に流されるしかなかった。

「で、どうするつもりなんですか？　この柵、大分高さがありますけど。無む駄だなことはやめたほうがいいんじゃないですか？」

　アリスが、ため息を吐つきながら言った。

　竹と縄なわで作られた柵には隙すき間ま一つない。覗のぞき対策としてはなかなかのものだ。

　もちろん女湯からの侵入者は想定外であろうが、防壁としての効果が変わるわけでもない。

　怜奈は柵を見上げる。

「なあに、こんな柵さくなど一っ飛びよ」

　自信満々に言って、思い切りかがみ込んだ体勢から、垂直に飛び上がった。

　高々と跳ちよう躍やくした怜れい奈なは、見事柵の上じよう端たんに両手をかけてぶら下がった。

　がし、ぎしっ……！

「ちょっと！　ぐらぐらしてますよ⁉」

　アリスが叫んだ。

　怜奈は「ふむ」と暢のん気きな返事をして、柵から手を離した。そのまま落ちてきて着地する。

「意外と脆もろいんだな。これでは柵にしがみついて覗のぞく作戦は難しいようだ。美少女一人支え切れないとは情けない」

「ていうか、怜奈さんが重いんじゃないですか？」

　アリスは適切な突っ込みを入れた。瞑めいも力いっぱい頷うなずく。

「失敬な、わたしは四十七キロしかないぞ」

　白々しく噓うそをついた怜奈は、柵を見上げたまま沈ちん思し黙もつ考こうし、「そうだ」と柏かしわ手でを打った。

「九く条じよう院いんさん、皇こう城じようさんを肩かた車ぐるましろ。そしてわたしが皇城さんごと、九条院さんを肩車する。それでちょうどいい高さになるはずだ」

「「…………」」

　三人は、しばし上を向いて沈黙し、その光景を脳裏に描く。

（うわ、ないない。女三人で温泉に入って、それはないですよう──）

　瞑は冷め切った瞳ひとみで怜奈を見たが、彼女はさも「どうだ、いい考えだろう」と言わんばかりの態度だ。こいつの頭はいったいどうなっているのか、本気で分からなくなってきた。

「三さん身しん合がつ体たい、トリプルビューティーエンジェルと名付けよう」

「冗じよう談だんじゃありませんっ⁉　この私に何をやらせるつもりですか、貴女あなたはっ！」

　怜奈の妄もう言げんに、アリスが声を張り上げる。

「鬼おに百合ゆり君の入浴シーンを見たくないのか？」

「みっ、見たくありませんっ……！　ふんっ、もう付き合っていられませんね……貴女一人で、勝手にやってなさい。私はあっちのサウナへ行きますから……！」

「それは残念。ならば仕方がない」

　憤ふん慨がいするアリスを尻しり目めに、怜奈はくるりと首を回し──瞑を見み据すえる。

（うっ……すっげー嫌いやな予感がっ）

　びくりと身を竦すくませる瞑。果たしてその予感は当たっていた。

　怜奈は、瞑のあられもない動画が収められた携帯電話を見せつけるようにして、

「君は、協力してくれるよな？」

　ほとんど表情の変わらない笑顔で、同意を促うながした。




　機き嫌げんを損ねたアリスは、どこかに行ってしまった。

　湯ゆ煙けむりただよう女湯。大きな岩を踏み台に、瞑めいを肩かた車ぐるました怜れい奈なが立っている。

「はぁっ……わたしってば、裸はだかで何やってんだろ……？」

　柵さくの縁ふちに手をかけて、瞑が死んだ瞳ひとみで囁ささやく。股またの間から、怜奈の声がした。

「しまった、致命的な欠陥を発見した。これでは皇こう城じようさんしか覗のぞけないではないか」

「アンタ今頃気付いたんですかっ⁉」

　怜奈は「うむう」と唸うなった。

「提案だが、代わりばんこに覗かないか？　つまり君が、わたしを肩車するわけだ」

「わたし、そんなことしたら潰つぶれちゃいますっ！」

「まるでわたしが重いみたいなことを……！」

「まるで実は軽いみたいな言い方ですねえ⁉」

「──しかし困った。どうしたものか」

「唐とう突とつに話を戻したし」

　怜奈は本気で悩んでいる様子だ。そこまでして見たいものだろうか、男湯なんて。

　理解できないし、したくもないが。

　瞑は、ちらりと振り返る。高所から見下ろすと、露ろ天てん風ぶ呂ろの様子がよく見渡せた。少し離れたところでは、若い女性のグループが、仲なか睦むつまじくお喋しやべりに興じながら、湯に浸つかっている。ふざけて胸の触さわりっこをしている様子が、ちょうど見えた。

　そう、あれこそが瞑の求めていた『正しい入浴風景』だ。

　だというのに、自分はいったい何をやっているのか。

「はぁ」

　げんなりとした瞑である。

　この先せん輩ぱいの奇行にもうちょっとだけ付き合ってあげて、早く解放してもらおう。

　そして、怒ってどこかへ行ってしまった九く条じよう院いん先輩と合流して、大だい胆たんなスキンシップが満まん載さいの素す敵てきな入浴を、再び満まん喫きつするのだ。

　肩車をされている瞑めいは、沈ちん思し黙もつ考こうしている怜奈に向かって、割り切った声で言った。

「どーでもいいですけど、もっと柵さくの方に寄ってくれないとぜんぜん中見えないですよ？」

「ん、ずいぶんと乗り気じゃないか皇城さん。やはり男の子の入浴シーンに興味が？」

「いえいえ、宮みや田た先輩と一緒にしないでくださいよ」

「ははは、謙けん遜そんすることはないのに」

「あれあれわたし、まったくへりくだった覚えがないんですけど。宮田先輩、もしや自分を高みに置いていらっしゃいますね？」

「当たり前じゃないか、君がわたしを尊敬していることは、言われずとも分かっているさ」

　分かってなかった。

　全然まったく分かってなかった。

　いちいち突っ込みを入れるのにも疲れてきた。

　うんざりしている瞑めいに、怜れい奈なが股またの間からノリノリで話しかけてくる。

「ようし、ビューティーヘッド、これを使え」

「誰がビューティーヘッドですか……ってこれ、携帯？　どうすんですかこんなもん」

「決まっているだろう、撮うつせ。自動的に、わたしが持っているＰＤＡにも動画が映る」

　どこから取り出したのか、怜奈の手にはコンパクトサイズのモバイル機器があった。

「えぇぇぇっ……？　嫌いやですよぉ……」

「嫌？　そうか、なるほど」

　怜奈は口調をがらりと変え、甘あまいみるきぃボイスで台詞せりふを読み上げる。

「ひゃ……⁉　せ、先せん輩ぱい……？　こんなところで、駄だ目めですよそんな……ぁん」

「ちょっ、真似まねしないでください‼　真似しないでください‼」

「ちなみに動画データはＰＣに転送済みだ。携帯それを壊こわしても無む駄だだと言っておく」

「……分かりましたよっ！　やればいいんでしょうやれば……！」

（うぅっ……なんでわたしがこんなこと……）

　瞑は泣く泣く、柵さくから半分だけ顔を出して、男湯を見下ろした。

　湯ゆ煙けむりがたちこめてよく見えないが、女湯と同じような作りらしい。岩に囲まれた広い温泉に、二名の人影が確認できる。他ほかに入っている人はいないようだ。

「ええっと」

　瞑は、ぱちくりと瞬まばたきをしてから、目を凝こらす。するとほどなく、けぶる湯気の中に、三み月つきの姿を見付けた。携帯カメラを向けて、ズーム機能をオン。

　三月は頭に畳たたんだ手て拭ぬぐいを載のせ、胸元まで湯に浸つかり、岩場にもたれていた。その表情はリラックスしていて、ほんのりと赤らんでいる。張りと艶つやのある肢し体たいといい、可愛かわいらしく整った美び貌ぼうといい、凡ぼん百ひやくの少女など比較にならない色気を醸かもしているものだから、瞑は相手が大嫌いな少年だということも忘れ、不覚にも見み惚とれてしまった。

「……ごくっ」

　小麦色に日焼けした肌はだと黒髪かみには、エキゾチックな魅み力りよくがある。

（はぁぁ……っ、なんなんですかこの人……男の癖くせに……お、男の癖に……なんでこんなに）

　さまざまな葛かつ藤とうが胸に渦うず巻まく。その顔は、湯上がりということを考えても、赤い。

　そこで怜奈が文句を言ってきた。珍しく慌あわてた声で、

「お、おい、やめてくれ皇こう城じようさん、太ふと腿ももを顔に擦こすりつけてくるんじゃあない」

「や違っ⁉　違いますぅっ！　そんなんじゃ──」

　涙なみだ目めで下を向く瞑。

　すると、怜奈がＰＤＡの画面を食い入るように見詰めていた。

「美少年の入浴シーン……ほほう……思いのほか素す晴ばらしい動画が取れた。欲をいえば、このまま立ち上がって欲しいところだが……まあいい、皇こう城じようさん、鬼おに百合ゆり君ばかり見てないで誠人まことも映してくれ」

　瞑めいはびくっと身を震わせた。

「な……べ、別に見てないですよ⁉　カメラ向けてるだけですぅっ！」

「そういうことにしておくから、早くしてくれ」

「ふぅ……分かりましたぁっ。はぁ～あ、あんなゴブリンみたいな人のどこがいいのか、わたしにはさっぱりですぅ」

「全部だ」

「……はいはい」

　瞑は、のろけには付き合っていられないとばかりに会話を打ち切り、カメラを三み月つきのそばにいる誠人へと向けた。まったくやる気が起きない。

「ようし、その調子だ。もう少し右、右……ふはは、そこだ‼」

　気合い十分の怜れい奈なであった。

（まったく……）

　瞑はため息をついて、目線だけを、ちらっと三月の方に戻す。

　すると──




　目が、合った。




「………………………やっべ」

　瞑は固まった。生しよう涯がい最大の窮きゆう地ちであった。

「？」

　三月は不思議そうに首を傾げ、じっとこちらを見詰めている。何を考えているのか、その表情からは読み取れない。まさか、女の子が男湯を覗のぞいているという発想はあるまいが。

　急きゆう遽きよ、瞑は怜奈に声をかける。

「見つかっちゃいましたぁっ！　待たい避ひ、待避を……！」

　そう言った瞬しゆん間かん、ぐらりと視界が揺れた。

「ひゃゃ……っ⁉」

　瞑が悲鳴を漏もらす。瞑を肩かた車ぐるましていた怜奈が、突然ふらふらとよろめき始めたのであった。見れば、怜奈がＰＤＡの画面を真まっ赤かになって見詰めている。

「こ、これはいかん……下半身に支し障しようをきたした……⁉」

「ひあんっ、お馬鹿ぁっ⁉　持ち直してくださいぃぃっ‼」

　瞑が声を張り上げるが、骨抜きになった怜奈はもうどうにもならなかった。

　二人は前のめりに体勢を崩くずし、岩場から転落する。瞑めいは咄とつ嗟さに柵さくに手を着いたが、柵は二人分の体重を支えきれず、めりめりと音を立てて倒れてしまい──

　為なす術もなく、二人は男湯へと落下した。
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　ばっしゃーん！　と盛大に飛沫しぶきを上げて露ろ天てん風ぶ呂ろに落ちた怜れい奈なは、軽い衝しよう撃げきに片かた眼めを瞑つむりながら、身体からだを起こそうとする。

「あいたたた……ん？」

　上からタオルが降ってきて、怜奈の裸ら身しんをふわりと隠かくした。

　顔を上げる。

「あ」

　そこには誠人まことが仁に王おう立だちをして、こちらを見下ろしていた。タオルを掛けてくれたのも彼だろう。その手には、怜奈が持っていたＰＤＡと、瞑に持たせていたカメラ付き携帯がある。

　ぴくぴくとこめかみに青筋を浮かべているところを見ると、すべてお見通しの様子である。

　彼の腰こしにタオルが巻かれているのが、残念だと思った。

　怒りを堪こらえるようにきつく目を瞑つむった誠人が、おもむろに足元のケロヨン洗面器を拾いながら、震える声で言う。

「れーいーなー。てめえってやつは……言い逃れがあるなら言ってみろよ、オイ」

「どっきりカメラです」

「ほお、そうか、なるほどな」

　言うやいなや、誠人がケロヨンを投げ付けてきた。

　怜奈の額ひたいに見事命中して、カポーンと快音が響き渡る。

「このスカタン‼　怪け我がしたらどうすんだ‼」

　本気で怒っている様子の誠人だった。けれどその声には、心配の色が濃くあった。

　だから、怜奈はきょとんと目を見張って、反省と照れの混じった声を漏もらす。

「ん、その……すまない。だが心配するな、わたしに怪我はいっさいない」

「んな……お、おまえの心配なんざしてねえよバカ野や郎ろう！　……俺おれが言ってんのは、てめえのバカに人を巻き込むんじゃねえってことだ」

　それで思い出す。一緒に落ちた瞑は、どうしたのだろうと。確か、肩かた車ぐるまの体勢からすっぽ抜けていったような気がしたのだが。

　怜奈はきょろきょろと周囲を見渡す。誠人が察して、こう言った。

「ったく、三月が上手うまく走り込んで受け止めなきゃ、どうなってたことか」

　果たして瞑は無事だった。彼女は誠人のすぐ隣となりで、三月に抱だきかかえられていた。どうやら目を回しているらしく、ぐったりしている。タオル一枚巻いただけの、あられもない恰かつ好こうの瞑めい。しかし彼女を抱だいている三み月つきには、まるで照れた様子がない。よこしまな煩ぼん悩のうを感じさせぬ、爽さわやかな態度であった。まるで大事な妹を心配しているように、ほっと安心の息をついている。

　そんな三月の腕うでの中で、瞑が、ぱちりと目を開いた。

　朦もう朧ろうとした瞳ひとみで、少年の美び貌ぼうを見詰める。

「……ぁ……」

「大丈夫？　怪け我がはない？」

「⁉　ぃやっ、離して！」

　三月の声に反応した瞑は、大声を張り上げて身を捩よじった。ジタバタと暴れる。

「っと、と、危あぶないってば」

　三月はびっくりして、目をぱちくりさせた。彼は、瞑をそっと湯の中に下ろし、落ちたタオルを拾ってあげる。全ぜん裸らの瞑をまっすぐ見詰め、爽さわやかな笑顔。

「はい、皇こう城じようさん。タオル落ちたよ」

「へっ……？　あっ……あ、あああああ……」

　そこでようやく現状を認識した瞑は、ビキン、と顔面を強こわばらせ、

「イヤぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁあああぁぁぁぁぁぁぁっぁあぁあぁっ‼」

　甲かん高だかい絶叫をあげながら、三月の顔面を、ガリガリと爪で引っ搔かいたのだった。




　　　　　　†




『十番目テンス』──悠ゆう里りは、超パワーを秘めた人造の義体ボデイに、きわめて人に近い感情機能を持つ、少女型の人造人間アンドロイドである。九く条じよう院いんアリスを狙ねらう彼女は、一度敗北を喫きつしてからも、主あるじであるアレク博士とともに月つき城しろ町に留とどまっていた。

　普段は眼鏡めがねをかけ、侍じ女じよ服を着ている悠里。彼女はいま、裸ら身しんにタオルを一枚巻いただけという恰かつ好こうで、椅い子すに座っていた。眼鏡にはたくさんの水すい滴てきがついている。

　ここは大型温泉施設『月つき城しろ乃の湯ゆ』の敷地内、専用の小屋に作られた、本格的なフィンランドサウナである。室内には、ぐるりと壁ぞいに椅子が設しつらえられている。照明は橙だいだい色。部屋の中央には香花石サウナストーンを積んだストーブがあり、熱した石に水をかけることによって、マイナスイオンを含んだ蒸気を発生させる仕組みになっている。

　そんなサウナには、タオルで身を隠かくした乙女おとめたちが幾人か詰めていた。

　悠里もそのうちの一人である。彼女が、あえて発汗調整機能を切って汗あせまみれになり、必死の形ぎよう相そうで熱気に耐えているのには、深いわけがあった。

　ダイエットである。




　それは、三日前のことであった。




　極東第二遺い跡せきに設しつらえられた、悠ゆう里りの私室。

「……ごく」

　悠里は緊張の面おも持もちで、乙女おとめの宿しゆく敵てき・体重計を見下ろした。一般家庭で使われるものと同じ、ごくシンプルなアナログ式である。

　彼女の侍じ女じよ服は、黒い半はん袖そでワンピースに、アリスタイプのエプロンを掛けた、可愛かわいらしいデザインだ。ところどころにピンクの意い匠しようが映えている。

「えいっ」

　悠里は掛け声とともに、体重計の上に、そっと片足のつま先を乗せた。すると、

　ぎゅるん！

「ひいっ！」

　高速回転する数字に恐れをなし、さっと飛び退のく。

　胸に手を当てて、「はー……はー……」と、深呼吸をした。

「いいえ？　……服が重かったのですよ？」

　などと誰もいない空間で言い訳をしつつ、侍女服を脱ぬいでいく。

　念のために眼鏡めがねも外す。僅わずか数グラム、されど数グラム。

　露あらわになった肢し体たいには、傷一つない。先日半はん壊かいした義体ボデイは、もうすっかり修理がすんでいた。しかも部品の幾つかを新しいパーツに換かん装そうし、機能が大幅に追加されている。

「よ、よし……これでばっちりですっ。今度こそ……」

　呼吸を整え、覚かく悟ごを決める。何の覚悟かといえば、現実と向き合う覚悟である。

「ていっ」

　掛け声とともに、改めて、体重計の上に全身を乗せた。

　べこん！　ぎゅるるるるるるんっ！

　金属が凹へこんだような音がして、体重計の数字が超高速で回転する。

　どきどきしながら結果を待ち──最終的に、針は百キログラムを示した。

　それを見た悠里が、喜びのあまり万ばん歳ざいをして飛び上がる。

「やったあ！　八十キロも減りましたあっ！　──聞いてくださいご主人様っ！　素す晴ばらしいお知らせが御座いますよっ！」

　人造人間アンドロイドの少女は、内部機構に組み込まれた通信機を作動させ、主あるじであるアレク博士に声を送る。すぐに返事はきた。凄すさまじく興味なさそうな声で、

『もしもし？　きっとそれは人類用の体重計だから、貴様の体重は量はかれないよ？』

　ホレ、メーターが百キロまでしかないじゃろう、とアレクは知りたくなかった真実を告げた。

「そっ、そんなぁ……」

　ひどいぬか喜びだった。がっくりと頽うなだれる悠ゆう里り。

　さらにアレクが追つい撃げきをかける。

『ったく、勝手に備品を私室に持ち帰って踏み潰すんじゃあない。そもそも貴様の重量は、メンテナンスのたびに量はかっておるじゃろが。──ぴったり二百三十キロ。それが貴様の体重だから忘れるなよ』

「五十キロも増えてるし⁉　どういうことですかご主人様‼」

『ああ、それはな。武装を追加したから四十七キロ増えたんじゃよ』

「あとの三キロはっ⁉」

『ハァン？　脂肪に決まっておろう。──いやはや冗じよう談だん抜きに、そろそろ腹が段になりそうじゃのう貴様。もはや、ぽっちゃり系とかほざいていられる段階はとうに過ぎ去ったな』

「いいえっ！　まだ……まだ平気ですもんっ──ほぅら、こんなにスレンダー」

　へそのあたりに手を延ばし、柔やわらかお肉をつまんでみる。

　そこには絶望的な触しよつ感かんが待っていた。あえて擬ぎ音おんで表わすならば、こうだ。

　ぷにゅん。

「はうあ──────────!!!」

　大口を開けて絶叫する悠里。

　新武装・メイドボイスの超音波が、大気をびりびりと鳴動させた。

　その大だい音おん声じようは通信機を通じて向こうにも届いていたらしく、アレクが『ぐおお……』と苦く悶もんの呻うめきを漏もらす。

『っぉ……うるさいぞデブ‼　咄とつ嗟さにボリューム落とさんかったらわしの鼓こ膜まくが破れるところじゃったろうがっ！　だいたいなにをいまさら驚いとる、だからわしは何度も何度も何度も何度も口を酸すっぱくして言うたろうが──そんなにバクバクバクバクバクバクバクバク貪むさぼり喰うんじゃない、と』

「だだだだって食べたかったんですもんっ‼　っていうか、太りやすく造られてるんじゃないですかこの義体ボデイ‼　だとしたら設計したハゲの責任で御座いますうっ‼」

『逆ギレか貴様‼　ハゲにハゲって言うんじゃあない！　いたく傷ついたぞわしは！』

　それから主あるじと侍じ女じよはいつものように、しばし罵ののしり合った。

　そして──

「ううっ……うぅぅぅぅぅぅっ…………瘦やせてやる」

　ぽつりと呟つぶやく。力強く拳こぶしを握り締め、決意を込めて宣言する。

「絶ぇっ対、瘦やせてみせますぅッ‼」




　──そして、現在。




　というわけで、とりあえずの目標は三キロ減の悠ゆう里りであった。

　もう少し経過を説明するならば、毎日毎日温泉街に入いり浸びたるジジイに付き合うついでに、サウナに通っているという次第である。

（うふふん……もう、一キロくらい落ちたころでしょうか……？）

　今日は、すでに二十分ほど入っているから、タオルを巻いた裸ら身しんに、汗あせの球がぽつぽつと浮き上がっている。自らが美しくなっていく感覚に、悠里はにやにやしてしまう。

（あぁっ……こうやってぎりぎりまで粘ねばってから、お風ふ呂ろ上がりのコーヒー牛乳を飲むと最高なので御座いますよ──そうだ、今日はたくさん頑がん張ばったから、自分にご褒ほう美びをあげないと）

　大量の汗をかきながら、悠里は、「てぃらみす、てぃらみす、てぃらみす……」と謎なぞの呪じゆ文もんを唱となえ始めた。

　ちなみに今朝けさ体重を量はかったら、二百三十一キロだった。きっと見間違い。

「ふぅ、そろそろ……でようかな」

　と、顔を出入口に向けたときだ。

「はぁ……男湯を覗のぞこうだなんて、まったく破は廉れん恥ちな……ま、まったく破廉恥な……」

　悠里のすぐ目の前で扉が開き、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女がサウナに入ってきたではないか。

　見み紛まごうはずもない、九く条じよう院いんアリスであった。

「……あっ⁉」

「？」

　真正面から向き合う二人。

　だが、アリスは一いつ瞬しゆん怪け訝げんな表情になったものの、悠里の正体に気付かずに、こちらのすぐ隣となりに腰こしを下ろした。

　普段と違うデザインの眼鏡めがねをかけていたこと、眼鏡が外気で曇ったこと、結い上げている髪かみを下ろしていること──それらが功こうを奏したらしい。

（な、なんでこの御方がここに……）

　偶然だとしたら、なんとも嫌いやなタイミングである。

　悠里はもちろん、いまこの場所でアリスと戦おうとはまったく思っていない。騒さわぎになるのはまずいし、戦闘準備も整っていない。新武装を搭とう載さいしたばかりの義体ボデイは、まだ試験段階で、どんな不具合が出るか分からないからだ。

（というか）

　敵てき対たいしている両者が、よりにもよってサウナでばったりというのは、戦うとか戦わないとか、それ以前の問題として、激しく気まずい。感づかれなくて本当によかった。

　曇った眼鏡の奥から、ちらりと横目でアリスをうかがう。

（細っ！　……しかも、この肌はだのきめ細やかさ……わたくしの人工皮ひ膚ふを圧倒的に凌りよう駕がしておりますね……生なま物もののくせに、なんと羨うらやましい……）

　視線を感じたのかアリスは、恥はじらうように身体からだを抱だいて隠かくす。その仕し草ぐさは楚そ々そとしていて、金きん髪ぱつ碧へき眼がんでありながら、大和やまと撫子なでしこという言葉が相応ふさわしい。令れい嬢じようとしての振る舞いが、完全に染しみついているに違いない。同じ女性として、見習うべき姿であった。

（……と、お嬢じよう様に見み惚とれている場合では御座いません。気付かれる前に、ここから待たい避ひしませんと……）

　そしてティラミスを食べないと。

　悠ゆう里りが腰こしを浮かせるタイミングをうかがっていると、再び扉が開いた。新たにサウナに入ってきたのは、長身の少女と、矮わい軀くの少女の二人組だ。

「……ぅっ、もうおしまいですぅ……っ。あ、あんなやつに……ぜ、全部見られ……ひっ……」

「……皇こう城じようさん、そんなに気にやむことはない。鬼おに百合ゆり君は、君をそういう目ではまったく見ていなかったようだぞ？」

「それが逆にむかつくんですぅっ‼　きぃぃっ、悔くやしい……っ！　わ、わたしのハダカをまるで興味ないみたいにぃっ……！」

「欲情して欲しかったのか？」

「そうじゃなくてっ‼　プライドの問題なんですよぉっ‼　大体、何もかも宮みや田た先せん輩ぱいのせいでしょぉっ！　わたしの純潔を返してくださいぃぃっ！」

「そんなに怒るな、泣くな。むしろ喜べ。男湯に突入なんて、滅めつ多たに体験できるものではない」

「一生体験したくなかったですっ、もぅぅ！」

　背の低い少女は、ぐすぐすと半泣きでぶち切れていて、それを長身の少女が慰なぐさめているようである。その様子を見ていたアリスが、勢い込んで言った。

「ちょっと怜れい奈なさん‼　なに私に無断で瞑めいさんを泣かせているんですかっ‼」

「……九く条じよう院いんさん、そんな私も参加させなさいみたいな怒り方はどうかと思うぞ、先せん輩ぱいとして」

　会話から推察するに、背の高い少女は宮田怜奈、背の低い方は皇城瞑という名前で、二人ともアリスの知り合いらしい。

（と、登場するなり、テンション高い方々で御座いますね……）

　少々呆あきれていると、瞑がアリスに、涙なみだながらに抱だきついた。

「うわあああああん！　先輩ぁいっ、汚けがされちゃいましたわたしぃぃっ！」

「よしよし……もう、何があったんですか、いったい」

　アリスに慰なぐさめられて、瞑がようやく落ち着いてくる。

（い、いまのうちに……）

　その様子を尻しり目めに、悠ゆう里りはそっと尻を浮かせ、扉へと歩いていく。

　その途と中ちゆう、ふと瞑めいがこちらをじっと見ていることに気が付いた。

　なんだろうと思っていると、瞑が「あっ！」と、驚いたような声を出して、悠ゆう里りを指差した。

　敵アリスの仲間が上げた声に、びくんっ、と背筋を伸ばす。

（ひぅっ、気付かれた……⁉）

「貴女あなたはもしかして──伝説の大食いチャンピオンではっ？」

「…………」

　瞑の視線から、汗あせだくの顔を背そむける悠里。
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　まずい、意外なところから正体がばれかけている。確かに悠里は、駅前にあるカフェ『リトルフェアリー』にて、大食い記録を打ち立てたことがあった。あの店には、悠里の写真が額がく縁ぶち入りで、でかでかと掲示されているのだ。ピースサインまで決めて、にっこりと。

（ああっ、ノリノリで写真撮影なんてしなければよかった……！）

　ところで大食いチャンピオンという肩かた書がきは、なんだか凄すごく太っているようなイメージがあってよろしくない。

　あからさまに、わたくしデブだからサウナでダイエットしてますよ、みたいな。

　いや、いや、いま問題にするべきはそれではなく。

（……なんということでしょう）

　アリスの視線が、自分に移ったのが分かる。ここは、なんとしてもごまかさねば。

「な、なんのことでしょうか……人違いで御座いますよ？」

　悠ゆう里りはとぼけた。だが、瞑めいは納得しなかったらしい。

「えぇ……？　だって、写真にそっくりですよ……」

　居心地の悪い空気の中、瞑が怪け訝げんそうに寄ってきて、悠里の顔をじろじろと覗のぞき込んだ。

　そして、あろうことか悠里のお腹なかをつまんで、一言。

「ほら、やっぱり。この太り具合は、間違いなくチャンピオンですっ」

「失礼なお子様で御座いますねあなた⁉　その言い方だと、デブの王者ですかわたくし‼」

　あまりにもストレートな暴言に、つい大声を張り上げてしまった。

「はっ！」と気付く。

　すると、目をキラキラと輝かせている瞑の背後で、アリスが凄すさまじい冷気の籠こもった半目で、悠里を睨にらんでいた。

「悠里……なんで貴女あなたがここにいるんですか？」

「は、はてぇっ、何のことで御座いましょう？　あなたとは初対面だと思うのですががが」

　悠里は超とぼけた。

「ふん、髪かみ型がたを変えたって無む駄だですよ。そのぷよぷよの贅ぜい肉にくが、貴女が悠里である何よりの証しよう拠こです」

「嫌いやすぎるアイデンティティの持ち主で御座いますねえ、その悠里さんとやらは！」

「ふぅん、あくまで悠里ではないと言い張るわけですね？」

「そう、わたくしは悠ゆう子こ。純情にして可か憐れんなる、さすらいのメイドロボに御座います」

　悠里は胸元に手を添えて、かっこいい決め台詞ぜりふを述べた。

　二人のやり取りを眺ながめていた瞑が、アリスに問う。

「……あのう先せん輩ぱい、この頭の可哀かわい想そうなメガネデブと、お知り合いなんですか？」

「認めたくはありませんが、そのとおりです。それと瞑さん、注意を促うながしておきますと、いまの発言はちょっぴり切れ味が良すぎますからね。いいですか、真の毒どく舌ぜつとは、相手の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おを、薄うす皮かわ一枚残すようにして放つものなのです」

「勉強になりますっ！」

「この場合は、迂う遠えんな比ひ喩ゆで罵ば倒とうするのが適当でしょう。そうですね、たとえば、お腹なかが裕ゆう福ふくなメガネブスとか」

「いまの迂遠な比喩だったんですか先輩⁉　勉強になりますっ！」

　などと騒さわいでいたせいか、サウナからは人ひと気けがなくなっている。

　楽しそうな先輩後こう輩はいに、怜れい奈なが突っ込みを入れた。

「なあ二人とも、毒舌奥おう義ぎ継けい承しようの儀ぎを執とり行っているところ、たいへん申しわけないんだが、たったいま堪忍袋の緒を、薄皮どころか一いつ刀とう両りよう断だんにぶった切られた人のことを忘れてないか？」

「め、メガ、デブ……？　わたくしっ……ぷ、ぷぷぷ、ぷっちーんときちゃいましたぁっ！」

　悠ゆう里りが勢いよく立ち上がって叫ぶ。すると彼女の頭上から、プシューッと蒸気が噴ふん出しゆつした。

　それを見た瞑めいが、びっくりして言う。

「なに、やだっ、気持ち悪いですぅっ！」

「だから瞑さん、気持ち悪い人に気持ち悪いなどと言ってはいけません。言葉自体の攻こう撃げき力が高い上に、図ず星ぼしを衝ついてしまったときの威力たるや、大変なことになりますから」

「九く条じよう院いんさんの追つい撃げきによって、さらに大変なことになっているようだがな」

　怜れい奈なの声で、アリスと瞑は、悠里の方に向き直った。

「貴女がたみんなそろって、ぴゅぴゅぴゅのぴゅーにして差し上げましょう……！」

　きゅいぃぃぃぃぃぃぃ～～～～ん。

　怒れる悠里に、異様なエネルギーが集中していく。制せい御ぎよ系が不安定な新武装が、感情の迸りによって暴発しようとしているのであった。

「なんだかよく分からないが、やばそうな雰囲気だぞ」「わ、わわわ」「……！」

　三人が戦おののく。

　悠里の全身が、ぎゅんぎゅんと淡紅色ピンクの光輝を放ち始めた。

　思考停止トランス状態。身体からだが自動的に駆く動どうし、両腕うでを顔の前で交差させる。

「ハァァァァァァァ────」

　全身に充じゆう溢いつしたエネルギーが、身体の中心を駆け上って両の瞳ひとみへと収しゆう斂れんする。両拳こぶしを握り締めながら、腕うでを腰こしの横まで勢いよく振り下ろす。

　そして今こそ、悠里は、新兵器の名前を咆ほう吼こうする。

「メイドッ、ビィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ────────────ムッ!!!」

　悠里の両目から、淡紅色ピンクの光線が迸ほとばしった。

　あっという間に室内が、眩まばゆい光に包まれて──




　……サウナハウスは、一いつ瞬しゆんにして消滅したのだった。




　　　　　　†




　そうして。色々あって、色々あった末の──帰り道。

「……はぁっ、さんざんでしたね」

　アリスがため息をついて、誰にともなく言う。

　その左隣となりで、三み月つきをチラチラ見ながら俯うつむいている瞑めいが同意する。

「……はい。もう温泉なんて、こりごりです……」

「なあ、女湯の方で凄すげえ音がしたけどよ……いったい何があったんだ？」

　前を歩いていた誠人まことが振り返って聞いてくる。

「さぁ？」

　アリスはとぼけた。代りに答えようとするものもなかった。

　一応の捕ほ捉そく説明を加えておくと──どうも先ほどのメイドビームとやらは不完全なものだったらしく、悠ゆう里りは必殺技らしき叫びを上げた瞬しゆん間かん、爆ばく発はつしてバラバラになりながら何処いずこかへ吹き飛んでいった。幸い閃せん光こうによって目が眩くらんでいた怜れい奈なたちには、何が起こったのか分からなかったらしく、なんとかごまかすことができた……はずだ。

「…………」

　どうごまかしたのかは、あまり話したくはない。我ながら苦しい説明だったとアリスとしても思う。あとでラミアに相談して、なんとかしておく必要があるだろう。

　瞑めいはともかく、怜奈は一見馬鹿そうに見えて鋭い一面がある。その場ででっち上げた説明をどこまで信じてくれているのか……彼女の態度からは窺うかがい知れない。

　少なくともいまは、考えても仕方のないことではあるが。

　前方、早くもいつもの調子を取り戻したらしい怜奈が、嬉うれしそうに誠人に話しかける。

「ふっふ、今夜はまたしても誠人にハダカを見られてしまったな、もうこれで何度目だろうか」

「トラウマが今日も一つ増えてしまった……。そろそろ逆セクハラで告訴できそうだ。優秀な弁護士を用意しておけ」

「照れるなよ。さっきは心配してくれたくせに」

「気のせいだ。さっさと忘れろ、んなもん」

　いちゃいちゃしやがって、とアリスは思った。

　隣となりを見れば、三み月つきと瞑めいが、何やら会話をしていた。

「皇こう城じようさん、僕、もう少しきみとは仲良くしたいな。ちょっと話をしない？」

「き、気安く話しかけないでくださいますかっ！　そのお顔のことなら……その」

「ん、はは、こんなのは別にいいってば。ぜんぜん気にしてないから、わざわざ謝らなくたっていいよ」

「ハァ？　謝ろうとなんてしてませんけどおっ！　勝手な勘かん違ちがいしないでくださいよねっ」

「そ、そうなんだ、ごめん、皇城さん」

「だからなんでそこで謝るかなあ──イライラするなあ──はぁっ、ほんっっとに、底抜けのお人好しさんなんですね、鬼おに百合ゆり先せん輩ぱいって。知ってます？　度を超えた善人って、傍はたで見てると鬱うつ陶とうしいだけなんですって」

「困った人だね」

「アンタのことですよっ‼」

「僕？　あはは、僕は善人なんかじゃないって」

「自覚がないぃっ⁉」

「無む駄だです瞑めいさん、三み月つきくんの鈍感っぷりは尋じん常じようではありませんから」

　天然バカとの会話に苦労している後こう輩はいに、アリスが言う。

　それから、三月の顔を覗のぞき込む。

「しかし貴方あなた、ひどい顔ですね。美少年が台無しじゃないですか。数少ない長所なのに」

「……はは、そうかな」

　三月は、曖あい昧まいに苦笑して、頰ほおをかいた。彼の顔面には無数の絆ばん創そう膏こうが貼はられている。

　今夜、一番物理的なダメージを負ったのは、三月かもしれなかった。

　だというのに、彼は、こんなことを言い出した。全身で伸びをして、

「涼しいね──あ～～……来てよかったぁ……」

　などと。

　怪け訝げんな表情になったアリスに向かって、絆創膏だらけの顔で微笑ほほえむ。

「こうやってさ、お風ふ呂ろの帰りにみんなでぶらぶら歩くのって──なんか、よくない？」

「──は」

　まったく。

　本当に──幸せな人。

　こんな脳天気なことを言われてしまったら、嫌いやなことも、悪いことも、まるで最初からなかったみたいな気分になってくるじゃないか。

　楽しかったことばかりが、想い出として降り積もっていく。

　不ふ覚かくにも──彼のなんでもない一ひと言ことは、アリスの胸に、それなりに深く染しみ渡った。

「そうかもしれませんね……夜風が気持ちいいですし──さっきまでのことを全部忘れて、いまこの時に限定すれば、ですけど。悪くないと思いますよ」

「じゃあ、また、来ようよ」

「…………」

　ふい、と三月の顔から視線を外し、アリスは空を仰あおぎ見た。

　明るい月と、満天の星空。夏の夜気が、さらりと頰ほおを撫なでていく。

　てくてくと──みんなの足音が、石段を叩たたいて鳴らす。

　騒そう々ぞうしくて、疲れなんて溜たまるばかりで。温泉なんてもうこりごりだ。

　だけど、

「ええ、いつか、気が向いたときにでも」

　自然と言葉が、口をついて零こぼれていた。
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　雨が降っていた。混こん濁だくした空から降り注ぐ水すい滴てきが、窓硝子ガラスを哀かなしげに叩たたいている。北欧の秋は雨が多く、一週間降り続くことも珍しくない。

「しばらくは、やみそうにありませんわね」

　豪ごう奢しやな寝台から半身を起こし、寝間着姿の少女が窓の外を眺ながめていた。年の頃は十代前半、幼い容よう貌ぼうながらも、どこか大人おとなびた印象がある。プラチナブロンドの髪かみと、新雪のように真白い肌はだは、いまにも溶とけて消えてしまいそうなほど儚はかない。

　窓硝子に映った瞳ひとみは、深い真しん紅くの光を湛たたえ、自らの姿を見詰めていた。

　リリス・グラム。北欧の裕ゆう福ふくな家に生を受けた。母を早くになくし、父とはもうずっと会っていない。大きなお屋敷で、たくさんの使用人に囲まれて育った。自らの境きよう遇ぐうに不満を唱となえるつもりはない。恵まれていることを自覚していたからだ。けれど、ただ一つだけ、自分の運命に文句をつけるとするならば──

　もう少しだけ、まともな身体からだで生まれたかったとは思う。

　リリスは、生まれながら不治の病に蝕むしばまれていた。それは症例がきわめて少ないためにほとんど世間に認知されていない病気で、正式な名称すらもない。患かん者じやは今のところすべて先天的に発病していて、他者に感染したケースは確認されていない。症状は、大きく分けて二つ。重度の虚きよ弱じやく体質と、第二次性徴と同時に始まる著しい苦痛を伴う肉体の変質である。肉体内部──特に臓器全般が、まともに機能しなくなっていくのだ。

　患者は病状の進行にしたがって、アルビノのような外見的特徴を持つようになる。

　髪かみ、瞳、肌などから色素が欠乏し、変色していくのだ。特に瞳の色の変化は顕けん著ちよで、遺い伝でん的な特徴に関係なく、最終的に深い赤色に変わり──まもなく心臓が停止して死に至る。

　いってみれば、瞳の色彩が、時限爆ばく弾だんのタイムリミットを示しているというわけだ。

　治療法はない。だが、薬物投与によって症状を緩かん和わさせることはできる。とある研究者が、十年以上も前に、ほぼ独力で完成させた薬らしい。しかしそれも、ある程度の延命と苦痛の軽減を計ることができるだけだ。根本的な治療には至らない。

　つまり──

　リリスはもう間もなく、死ぬ。

　生まれてからほとんど外に出ることもなく、自室のベッドに伏せったまま。

　昨日きのう今日決まったことではない。ずっと前から分かっていたことだ。怖くないと言えば噓うそになるけれど、仕方のないことだと諦あきらめていた。

「ふぅ……」

　ため息をついて、硝子に映った自分の顔を見る。

　唇くちびるを嚙かんだ。まるで吸きゆう血けつ鬼きのような血液色の目が、憎にく々にくしげに睨にらみ付けてくる。

　そのとき、控えめなノックの音がした。

　リリスはドアの方を見て、期き待たいに胸を膨ふくらませる。

　もう何度も聞いた音だから、ノックだけで誰が来たのか分かった。

「どうぞ、お入りなさい──イリス」

「お邪じや魔まします。……すごい、よくわたしだって分かったね」

　ドアを押し開けて、修道服姿の少女が入ってきた。と、思いきや、

「ひゃっ」

　イリスは長いスカートの裾すそを踏んでしまい、盛大に転んだ。びったん！　と上品とはいえない音がした。むっくりと起きあがった彼女は、少し涙なみだ目めになっている。

「あいたぁ～」

「……もう、貴女あなたって人は、なにもないところで、どうして転びますの？」

　リリスがくすくすと笑う。

「あ、あはは……新しい服……ちょっと大きかったみたい」

　イリスは、いつものように笑ってごまかした。微笑ほほえましいという言葉がぴったりの、柔やわらかい笑顔。ふんわりとした極ごく細ぼその髪かみは、年頃の少女にしてはやや短い。つぶらな瞳ひとみの童どう顔がんは中性的で、可愛かわいらしい少年のようにも見える。

「ふふ……どじですわね──」

　少々──いや、大分とろくさいところがあるけれど、彼女が傍そばにいるだけで、リリスはどんなときでも優しい気持ちになれるのだった。死が迫っている、いまこのときであっても。

　近所の教会が孤児院のようなことをやっていて、イリスはそこに住んでいる。

　だから、この淡い鮮緑色エメラルドの修道服が、彼女の普段着のようなものだった。

　リリスは、サイズが大きすぎたという修道服に目をやる。

「でも貴女、先日も同じ服を着ていませんでしたかしら？」

「うん、これ、教会の子供たちに作ってもらった服なんだ……」

「あんまり嬉うれしくて、他ほかの服なんて着れない？」

「……うん」

　嬉しさがにじみ出てくるようなはにかみ笑いを前に、リリスは苦笑するしかない。

「いやですわ、イリス。サイズだけ直せばいいことじゃありませんの」

「そっか。そうだね、そうする。さっそく今日帰ったら頼んでみるよ」

　不器用な彼女は、自分で服を繕つくろうことができない。だから妹にやってもらうのだという。

　この頼りない友人は、いつもこんな調子なのだった。リリスは呆あきれた声で言ったものだ。

「貴女、教会では最年長なのでしょう？」

「そうよ」

「逆に、貴女が子供たちに面倒を見られているみたいですわよ？」

「そんなことないってば。どんなに言うこと聞いてくれない子でも……一緒に暮らしているうちにね、みんなわたしのお手伝いをしてくれるようになるの。『お姉ねえちゃんは、もう何もやらなくていいよ』って。……わたし、保母さんの才能があるのかもしれない」

「……ええ、結果だけを見るなら、そうかもしれませんわね」

　リリスが対等な友人と呼べるのは、イリスだけだった。執事や侍じ女じよの中にも、親身になってくれる人たちはいるが、あくまでそれは主人と従者の関係を越えるものではないから。

　だから──イリスが毎日お見舞いに来て、色々な話をしてくれるのは、リリスにとって掛け替えのないことだった。唯一の楽しみと言っても、過言ではないくらいに。

　イリスは、彼女の定位置である寝台の傍そばの椅い子すに腰こし掛かけ、窓の外を見た。

「雨、やまないね」

「イリス、雨はお嫌きらい？」

「ううん？　大好きよ」

「ずいぶんはっきり言いますのね。どうしてですの？」

　ほんわかと笑って、イリスはこう言った。

「初めて会ったときのこと──覚えてる？」




　イリスと出会ったのは、六年も前のことだ。そういえば、あの日も雨が降っていた。

　ある日、めったに家に寄りつかない父が、見知らぬ少女を連れてきたのだ。彼女は見るからに怯おびえていて、自分の置かれた状況がよく分かっていないようだった。

　玄げん関かんのすぐ外まで出迎えに行っていたリリスは、困こん惑わくして父の大きな身体からだを見上げた。

「あら。いけませんわ、おとうさま、隠かくし子がいたのですか？」

「……おいおい、誰から教わったそんな言葉。あのなあリリス、この俺おれが、そんな不ふ埒らちな真似まねをすると思うのか？」

「声が上うわ擦ずっていらっしゃいますわ。図ず星ぼしですの？」

　亡き母の真似まねをして言ってみると、父の威い厳げんが消滅した。

「いやいやいやいや、この子は違う。信じてくれ」

「この子は？」

「……まいったな。問い詰め方が、母親そっくりになってきやがった……」

　父は、両親が亡くなって身寄りがなくなってしまった少女を連れてきたのだという。父は気きまぐれで、余人の理解が及ばぬことをする人だった。だからこのときも、こういうこともあるのだな、と思っただけだった。

　リリスは前に進み出て、父のズボンにしがみつく少女に話しかけた。

「はじめまして、わたくしはリリス。あなたのお名前は？」

　見知らぬ少女は、ふるふると首を振って、哀かなしげに俯うつむいた。

「無む駄だだ」

　父が説明する。

「この子は、自分のことすら何一つ覚えていないそうだ」

「まあ……」

　記き憶おく喪そう失しつという言葉は知っていたから、リリスはすぐに彼女の事情を察して、心を痛めた。

　両親のことも、自分のことも、なにも分からないなんて……

（まるで、やまない雨に打たれ続けているよう）

　自然と言葉が口をついて出た。

「──イリスいうのはどうかしら？」

「……？」

　俯うつむいていた少女は顔を上げて、不思議そうな顔をする。ゆらめく瞳ひとみが、光の加減で宝石エメラルドのように輝いて見えた。

　リリスは、優しく微笑ほほえみかける。

「たったいまから、あなたはイリスよ」

「イリス……？」

「お気に召めさない？」

　少女はまた、ふるふると首を振った。

　胸に両手をあて、口の中で嚙かみしめるように、「イリス、イリス」と繰り返す。

「イリス……それが、わたしの、名前？」

「ええ、虹にじのめがみさまとおそろいですのよ？　あなたの雨がやみますように、って……」

　リリスはイリスの手を、両手で包み込むように握った。

「…………あったかい」

　陶とう然ぜんと、イリスは呟つぶやいた。怯おびえていた表情も、少しだけ緩ゆるんだ気がする。

「あ、ありがと……う」

　初めてイリスは笑みを見せた。微笑ともいえない、わずかな表情の変化。

（……ああ）

　それっぽっちのことで、胸がいっぱいになった。

　彼女と友達になりたい。護ってあげたい。そばにいて欲しい……

　たったいま出会ったばかりだというのに、そんな想いが胸から湧わき上がってくる。

（どうしてかしら）

　同じ年頃の子供が、他ほかに誰もいなかったから……友達が欲しかった。それだけの理由かもしれない。あるいは、か弱い彼女が、とても哀れに見えたから……同情の気持ちで、つい、手を差し伸べたくなったのかもしれない。あるいは……あるいは……

　いや、きっと理由なんて、後からいくら考えても意味がないのだ。

　想いを抱いだいたその瞬しゆん間かんにしか分からない。そしてその一いつ瞬しゆんでは言葉にできない。

　そういうものだから。

　ともかく、初めて出会ったそのときから、リリスはイリスを、切実に必要だと感じていた。

　まるでパズルの破片ピースみたい。自分の隙すき間まにぴったり重なる、理想の友人。

「イリス。これからずっと、わたくしと一緒に──いてくださる？」

「…………うん」

　いつの間にか雨は止やんでいた。




「懐なつかしいですわね……」

　雨模様を眺ながめていた二人は、顔を見合わせて微笑ほほえみあった。

「でも、お父様も心が狭せまいですわ。ご自分が連れてきたのですから……いっそ養子にしてしまえばいいのに」

「そんな、おじさまを悪くいっちゃダメだよ、リリス。記き憶おくをなくしていたわたしに、教会を紹介していただいて、貴女あなたともこうして仲良くなれて、その上働き口までお世話になって……わたし、とっても感謝しているんだから」

　父に連れられてきたイリスは、近所の教会に預けられ、そして週に何度か、この家で仕事をすることになった。主にリリスの身の回りの世話などだが、仕事中は侍じ女じよ服を着て、リリスのことを「お嬢じよう様」などと呼ぶので、いまだに照れ臭くさい。

　今にして思えば、父が友人のいないリリスにしてくれた気き遣づかいだったのかもしれない。

「だって……貴女には、できるだけ傍そばにいて欲しいですわ。わたくしには、もう、あまり時間がないのですから……」

「……そんなことを言わないで……」

　イリスは目に涙なみだを滲にじませた。泣き虫なイリス。どじなイリス。それが彼女だった。今まで何度もこうやって、泣かせてしまった。リリスが泣きたくなったときに、必ず彼女は先に涙を流してくれる。すると不思議なことに、まるで哀かなしみが吸い取られてしまったように心が軽くなるのだ。たった今も、そうだった。

「ごめんなさい、貴女を困らせるつもりではなかったの」

「うん、分かってる……謝らないで」

　イリスはリリスの手をにぎった。

「今日は夜まで時間があるの。貴女が眠ねむるまで、傍にいてもいい？」

「もちろん。またいつものように、外のお話を聞かせてくださる？」

　リリスは、手に温かなぬくもりを感じながら、窓の外を見る。

　空は暗い。雨は依然降り続いており、あの日のようにやむ様子はなかった。




　　　　　　†




　町の郊外。深い森を抜けた先に、小さな教会が建っていた。そこには身寄りのない孤こ児じたちが数人と、壮そう年ねんの神父が住んでいる。ここがイリスにとっての『帰るべき家』だった。

　イリスには幼い頃の記き憶おくがない。

　自分を見下ろす、リリスの父。さかのぼれば、その光景から記憶は始まっている。

　何か声をかけられた気がするが、思い出せない。

　彼に連れられ、リリスと出で逢あい……そして、綺き麗れいな名前を貰もらった。

　そのときから、名もなき少女は『イリス』になったのだ。

　イリスは教会に入る。粗そ末まつな礼れい拝はい堂どうの正面に、白い十字架かが見えた。

「ただいま戻りました、神父さま」

「おかえりなさい、イリス」

　低く、穏おだやかな男性の声が応こたえた。

　並ぶ長椅い子すから立ち上がり、レイオット神父が姿を現わす。

　彼は、レイオット・ボラッツ。がっしりとした体格にはちょっとそぐわない、温厚そうな面おも差ざしをしている。

「おやおや、今日は少し遅かったようですね？」

「あっ……その、ごめんなさい」

「いえ、いいのですよ。時間を忘れてしまうほど……楽しかったのでしょう？」

　イリスは、恥じらうように俯うつむく。

「はい」

「それはよかった。では、早く奥にお入りなさい。温かいスープもありますよ。はは、もっとも、今日の食事は私が作ったものですから、味の保証はできませんが」

　鷹おう揚ように微笑し、レイオットは促うながす。

「あれ？　ミリィちゃんはどうしたんですか？」

　イリスは、首をかしげた。食事を用意するのはいつも、料理の得意なミリィの役目のはずだったからだ。

「ああ、彼女は今日からしばらく、『お勤め』でいないのですよ」

「そうなんですか……それで神父さまが。ごめんなさい、わたしが早く帰っていれば、お手を煩わずらわせることもなかったのに」

「まったく気にすることはありません。おまえは普段、グラムのお屋敷での仕事もあるのですから、家事くらいは皆に任せればよいのです」

　レイオットは、静かに、しかし強行に拒絶の意を表した。彼のみならず、同じ教会に住む弟や妹たちも、いつもこうやってイリスに負担をかけないよう気き遣づかってくれるのだった。

　ありがたいことだと思う。イリスは小さな妹の顔を思い出し、ぽつりと漏もらす。

「ミリィちゃん……しっかりやっているかな」

「大丈夫でしょう。聞くところによると、おまえほどではありませんが、なかなか優秀だそうですよ」

「優秀……ですか？」

「ええ、とても役に立っているそうです」

　イリスを含め、教会に住む子供たちは皆、レイオットのつてで『仕事』をいただいている。

　とある施設で行われる、とても簡単な仕事だ。

　薬を飲んだり、検査をしたり……実のところをいうと、仕事中のことは、いつもうっすらとしか覚えていないのだけれど。

　あまり気にはならない。

　それに、あんなに簡単なお仕事で、少なくないお金をいただいているのだから、文句なんてなにもなかった。

　仕事をしてから数日間は、たまに熱が出たり、身体からだがうまく動かせなくなったりするけれど、なんてことはない。身寄りのない、そして記き憶おくさえない自分に、こんなによくしてくれる神父さま。父親も同然の彼に少しでも恩を返せているのなら、何よりのことだ。

（ミリィちゃん、セリちゃん……あーちゃん）

　きっとみんなも、そう思っているはず。この教会に住まう孤児たちは、同じ境遇の仲間だから。幼い頃の記憶を持たない、同類だから。

（本当、すごい偶ぐう然ぜん……だよね）




　皆に仕事をくれる施設は、『第九研究室』というらしい。




「そうそう、忘れていました」

　レイオットが、なぜか落ち込んだ口調で言う。

「今日は、おまえに会わせたい人がいるのですよ」

「わたしに……ですか？」

「加か賀が見みという医者です。これから、おまえにとても大切な話があります」

　そして、教会の奥でイリスを待っていた客人は、感情の籠こもらない冷淡な声で、こう言った。

「イリス・ボラッツ。貴女あなたは親しい友人のために、死ねるかね」

　この世で一番、分かり切った質問だった。
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　数日後。

　リリスは、いつものように寝台から半身を起こし、昼食を摂とっていた。寝台に取り付けられたテーブルに、工夫を凝こらされた料理が並んでいる。

　リリスは、野菜の栄養が染しみ出たリゾットをひとすくい食べて、匙さじを置いた。

「ごちそうさま。もう下げてもよろしいですわ」

「いけませんお嬢じよう様、残さずお召めし上がりになってください」

　鋼はがね色の髪かみをした執事が、リリスを窘たしなめる。低い音程の、よく通る声である。彫りの深い顔立ちに、浅黒い肌はだの青年だ。彼は、アシュレイ・グリフィズ。リリスが生まれた時から付き従ってくれている執事である。今年で二十四歳さいになるはずだ。

「食欲がないのは存じておりますが、よく食べて力を付けませんと、病魔には勝てませんよ」

「やめてちょうだい……アッシュ。こんなものを食べたところで、わたくしの病気は治りませんわ」

　リリスは、ふてくされた声を出した。もう覚かく悟ごは決めていたはずなのに、いざその時が迫ってくると余よ裕ゆうがなくなってきて、些さ細さいなことで苛いら立だってしまう。

「お嬢様」

「痛つっ⁉」

　リリスは片かた眼めを瞑つむって、おでこを押さえた。アシュレイが、額ひたいを指で衝ついてきたのだ。

「確かに、それを食べたところで、お嬢様の病気は治らないでしょうね。ですが、そんなものでも貴女あなたに召し上がっていただくために、当家の料理人が精せい魂こんを込めて作ったものです。貴女が快方に向かうようにと、祈りを込めて」

「…………」

「どうか、お召し上がりください」

　じっと灰色の瞳ひとみで見詰めてくる。こうなるとリリスは逆らえない。子供のころから、そのようにしつけられているからだ。リリスのもっとも身近にいる人間は、間違いなく彼だった。

　言ってみれば、ひどく口うるさい兄のようなものだ。

「……分かりましたわ。こんなものだなんて言って、悪かったですわよ……」

「よろしい。あまり聞き分けがないようなら、またお仕置きをせねばならないところでした。覚えていらっしゃいますかお嬢様。以前、勝手にお屋敷を抜け出して、倒れられた時のことです」

　当時を思い返したリリスは、真まっ赤かになって、匙さじを取り落としそうになった。あの時は、体調がすっかりよくなったあとで、こいつにひどい目に遭あわされたのだ。

「……思い出したくもありませんわね」

「くっく、私はよく覚えていますよ。お尻しりを叩たたかれたお嬢じよう様がぴいぴい泣いて」

「何を言っていますのっ！　こ、子供のころの話ですわ……！」

「今だって子供ですよ。毎日おしめを替えて差し上げていたころと何も変わらない、世界で一番大切な、私のお嬢様です」

　アシュレイは灰色の瞳ひとみを細め、リリスの頭を撫なでた。意地悪で小言ばかり言うこの執事は、令嬢を御ぎよする術すべを心得ているのだった。

　リリスはなにを言っていいのか分からなくなって、俯うつむく。匙さじをしっかり持ち直して、リゾットを口に入れた。食欲はまったくなかったけれど、美味おいしかった。

　時間をかけて、黙々と食事を摂とる。食べ終わると、アシュレイが水と錠じよう剤ざいを差し出してきた。

「ありがとう」

　白い錠剤を一粒口に入れて、水で流し込む。病気の症状を抑おさえ、進行を停滞させる薬だ。これのおかげで、リリスは大きな苦痛に苛さいなまれることなく、安らかに暮らしてこられた。この薬を作った科学者には、いくら感謝してもしきれない。きっと大切な誰かのために作った薬なのだろう。患かん者じやを思いやる愛情のようなものが感じられるのだ。

　リリスはこうやって苦しむことなく、眠ねむるように死んでいく。恐らくは近いうちに。

　眠りに就くたびに思う。果たして、次は目覚められるのだろうか、と。

　アシュレイが、ナプキンで口元を拭ぬぐってくれる。

「──お嬢様、怯おびえることはありません。貴女の病気は必ず治る。私の魂たましいをかけてもいい」

　気休めの言葉だと思った。だけど、彼の眼まな差ざしはひどく真剣で、いい加減なことを言っているようには見えなかった。

「もしも貴女あなたが、死の国に攫さらわれるようなことになったとしても」

　アシュレイは中世の騎き士しのように、恭うやうやしく頭をさげる。

「その時は、必ずお迎えに上がります」

「もう……貴方あなた、よくそういう台詞せりふを恥ずかしげもなく言えますわね」

　リリスは呆あきれた声を装って言った。

「でも、ありがとう。その気持ちだけで十分ですわ」

「いいえ──当然のことですよ、お嬢様。何故なぜなら、私は貴女のものなのですからね」

　真面目まじめな声で、気き障ざな台詞せりふを述べるアシュレイ。顔を上げ、間近で目を合わせてくる。

　その時、寝室の扉がノックされた。執事の整った眉まゆが、露ろ骨こつに顰しかめられる。

「──どうぞ、開いていますわ」

　リリスが声をかける。扉を開けて現われたのは、イリスだ。

「お邪じや魔ましまぁす。あっ、アシュレイさん──きゃ」

　そこまで言いかけて、すてんと転ぶ。それを見たリリスが、苦笑してため息をつく。

「はぁ……貴女あなた、最近今までにも増して、どじになっていません？」

「あ、あははっ……」

　イリスは、またしてもごまかし笑いを浮かべ、おでこをさする。

　その様子を見ていると、何故なぜか胸が温かくなってくるのだった。

　アシュレイが、イリスに向き直る。

「いらっしゃいませ、イリス様。少々お待ちください。ただいまもう一人分、お茶を用意いたしますので」

「あ、あああ……お、おかまいなくっ。ていうか、そんな丁てい寧ねいな言葉遣づかいしないでくださいっ」

　イリスは両手をぶんぶん振って恐縮する。この家で働いている彼女にとって、アシュレイは上じよう司しにあたるのだった。彼は新たな紅茶を注ぎながら、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに言う。

「ハハ、何をおっしゃいますか。今日のイリス様は休暇中。であれば、お嬢じよう様の大切な御友人として丁てい重ちようにもてなすのは当然のことで御座いましょう？　……たとえそれが、毎日毎日粗そ相そう三ざん昧まいの下したっ端ぱ侍女メイドであっても」

「……優しいんですね、アシュレイさん」

　イリスは、ぽぅっと頰ほおを染めてアシュレイを見上げる。遠回しな嫌いや味みは、まったく彼女に通用しない。むしろ逆効果のようだった。

　あてが外れたアシュレイは、忌いま々いましげにイリスを無視。

「それでは、お嬢様。私はこれで失礼いたします」

　手早く食器を片付けて、イリスを避けるかのように退室していった。

（アッシュったら、いつもイリスに対して妙みように冷たくないかしら？）

「……はぁ、アシュレイさんって、いつ見ても恰かつ好こういいよねえ……」

　イリスは、うっとりと扉の方を見詰めている。激しく感情がすれ違っている二人だった。

　なんだか気に入らない。リリスはむっと唇くちびるを尖とがらせる。

「ふーん……イリスったら、わたくしよりもアッシュが好きなんですのね？」

「ええ⁉　そ、そんなことっ」

「いいんですのよ、隠かくさなくても？　どうせわたくしのお見舞いなんて、彼に会うための口実なんでしょう？　あんな気き障ざ男のどこがいいのか知りませんけれど」

　拗すねたリリスは、つい意地悪を言ってしまう。

「ち、違うってば！」

　イリスは、顔の前でぶんぶん手を振る。それから、ふと何かに気が付いたように、きょとんと瞳ひとみを大きくした。

「あ……リリス、もしかして……やきもちを焼いているの？」

「……そんなこと、ないですわ」

　ツンとそっぽを向いたリリスの胸に、イリスが飛び込んできた。

「きゃ」

「やだ、リリスったら、心配いらないわ。だって、わたしはこんなに貴女あなたのことが大好きなんだもの」

　イリスはリリスの豊かな胸の谷間に顔を埋うめて、大だい胆たんにふかふかした。イリスの本当の歳としは分からないけれど、彼女はいつもこうやって甘あまえてくるものだから、妹のように感じていた。

「イリス……」

「こうしていると……とても安心する」

「……ええ、わたくしもですわ」

　リリスはイリスの頭の裏に腕うでを回して、きつく抱だき締めた。彼女を胸に抱いていると、彼女の体温が胸を伝わって、心まで届いているように感じる。

　だからだろうか。初めて会った時と同じ言葉を、いつのまにか口にしていたのは。

「ねえ……イリス、わたくしと、これからもずっと一緒にいてくださる？」

　もうすぐいなくなる人間の台詞せりふじゃない。それは分かっているけれど──彼女の胸に、自分の痕こん跡せきを刻みつけておきたかった。たった一人の友達に、ともに過ごした日々のことを、自分がいなくなった後も──ずっと覚えていて欲しかった。

　イリスが顔を上げる。彼女の眼めは潤うるんでいて、今にも泣き出しそうだった。

「……うん、誓うよ。わたしはずっと、貴女と一緒にいる」

「約束、ですわよ」

　そうして二人は、約束を交わした。まるで将来を誓ちかい合う、婚こん約やく者同士のように。

　イリスがどんな気持ちでその言葉を口にしたのか……この時はまだ、知る由よしもなかった。




　手術の話がリリスにもたらされたのは、その日、イリスが帰ったあとのことだった。

　目の前には、白はく髪はつの男がいる。父の知人であるという彼は、加か賀が見みと名乗った。

「この手術が成功すれば、君は健康な身体からだを手に入れることができる」

「……わたくしの病が完治すると？」

「然さ様よう。いま説明したように、心臓移植を伴う大手術になります」

「そんな手術があるなんて……」

「まだ世間には知られていない非合法な手術ですから。無論、失敗する可能性もありますが」

　加賀見は、リリスの赤い眼を見た。

「どうするかね？」

　何の感情も籠こもっていない声だ。

「もちろん……手術を受けますわ」

　リリスは即答した。自分には時間が残り少ない。選択の余地はないと思った。

　どきどきと拍動する胸に、片手を当てる。イリスの顔を思い浮かべながら、言った。

「わたくし、まだ死ぬわけにはいきませんの。どうか、よろしくお願いいたします」

「そうですか。では、具体的な説明に入りましょう」

　加か賀が見みは機械的に台詞せりふを述べる。彼の態度は最後まで、リリスの選択にまったく影響を及ぼすことはなかった。

　後になって思い返せば、ここが運命の分ぶん岐き路ろだったのだろう。どんなに否定しようとも、理り不ふ尽じんに見えようとも、この時リリスには手術を受けず、そのまま死ぬという道が確かにあった。この時点では、ＩＦの未来に開ける可能性が残されていた。

　だから、忘れてはならない。

　このあとで起こった何もかもは、あくまで自ら選択した結果だということを。
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　教会の内部、薄うす暗い廊ろう下かの最さい奥おう部ぶに、厳重に閉ざされた鉄の扉があった。

　その裏側に、地下へと続く階段が隠かくされている。狭せまい階段を下りた先は、長大な通路になっていて、階段からごく近い位置に、レイオット博士の個人研究室があった。

「以上が『十二番目のトウエルフススフィア』移植施せ術じゆつの概がい要ようです。詳しよう細さいは先ほどお渡しした資料をご覧ください。ところで実に不満そうですな、ドクター・ボラッツ」

「はい、非常に不満ですよ。施術に使用する適正素体『イリス・ボラッツ』の希少性レアリテイは、貴方あなたもよく御存知のはずです、加賀見博士」

　数多あまたの機械類で満たされた研究室の中で、二人の男が机を挟はさんで向き合っていた。

　第六研究室室長、兼、第十二研究室室長、加賀見構こう造ぞう。

　第九研究室室長、レイオット・ボラッツ。

　机の上には、膨ぼう大だいな資料が積せき載さいされている。

　加賀見が無表情で口を動かす。

「『万能の素体ユニバーサル』。現存するすべてのスフィアに、高い適正値を持っているとか」

「ええ、特に当方が保有している『九番目ナインスのスフィア』との適正値は驚異的数値を示しています。約二千万分の一で存在する適正素体の中でも、これほど理想的なものは他ほかに類をみません。代だい替たいの利かないきわめてユニークな個体といえましょう」

　一から十二まで番号付けナンバリングされているＬＴスフィアは、それぞれ別の機構を備えている。それゆえに、適正素体との相性というものがあった。『三番目のサードスフィア』には適合するが、『四番目のフオーススフィア』には適合しない──そういうことがある。

　すべてのスフィアに高レベルで適合してしまうというのは、通常ありえない例外中の例外なのだった。

『万能の素体ユニバーサル』＝イリス・ボラッツ。

「今後、完全なクローン技術が完成すれば、万能の素体イリスを量産することさえ可能かもしれません。それを……こんなところで使い捨てるなどと」

　レイオットは悔くやしげに漏もらす。

　現在、第九研究室と第十二研究室は、リリス・グラムを治療するために動いていた。

　これは、首領から最優先事項として下された指令である。

　首領の姿と声は誰も知らない。

　ディスプレイに映った『黒い剣』のレリーフを通してのみ、部下たちと交信する。

　彼──彼女かもしれないが──は、こう言った。

《十二番目のトウエルフススフィアを使用し、リリス・グラムを治療せよ。指令遂すい行こうに関わる、あらゆる非合法的手段および緊急措置を許可する。彼女に『調整』を施すことは許可しない。彼女に組織のことを知られてもならない。この件について一切の質問と詮せん索さくを許可しない》

　リリス・グラムは、そのまま一般人として暮らさせるという。

　何故なぜ？　そう問う権利はなかった。詮索する権利もなかった。

　絶対の指令。それに対し、レイオットは強い不満を抱いだいていた。

　リリス・グラムを治療するための施術は、イリス・ボラッツを消費することが必ひつ須す条件となっているからだ。

　ＬＴスフィアを心臓に埋まい設せつされた素体は身体強化機能を得るが、その際、戦闘行動に支し障しようを及ぼすあらゆる疾しつ患かん等は完治する。恐らくは、どのような不治の病であってもだ。

　リリス・グラムにはＬＴスフィアの適正がない。だからスフィアを移植し、病魔を克服することはできない。

　だが、まったく方法がないわけでもなかった。

　組織では、さまざまな人体実験が行われている。その中に、適正素体から適正のない素体へ、心臓ごとスフィアを移植し、それによって適正のない素体に身体強化機能を付与しようというものがあった。

　当然初めから上手うまくいくはずもなく、幾度もの失敗を繰り返した結果、移植手術の際に起きる『拒絶反応』を抑おさえる方法を発見した。

　結論だけを述べるなら、こうだ。

　血液型を初めとする心臓移植の適合条件をすべて満たしており、その上で、『移植するもの』と『移植されるもの』の間に強い依存関係が成立している場合に限り、スフィア移植は成功する。例えば血の繫つながった親子、仲なか睦むつまじい夫婦、愛し合う恋人、将来を約束された婚こん約やく者、そして幼馴染みの親友などが、条件に当て嵌はまるだろう。

　ＬＴスフィアの、精神に強く依存する性質が関係しているのではないかといわれている。

　そう、つまり──

　最高の適正素体であるイリスをリリスと接せつ触しよくさせ、長い時間をともにさせる。彼女たちの依存関係を阻そ害がいするあらゆる要素を排はい斥せきした上でだ。それらはすべて心臓スフイア移植施せ術じゆつの際に起きる拒絶反応を抑おさえるために必要な工程。イリスを殺し、リリスを生かすための。

　人工的に育はぐくまれた、強固で純粋な親愛。

　それが、二人の友情の真実だった。

　もちろん二人が出会った六年前の段階では、この施術は確立されていない。ほとんどの部分が研究段階だった。だから最高のスフィア適正を持ち、リリスと心臓の互ご換かん性がある──そのような理想的な素体をリリスの傍そばに置いておくという首領の判断は、かなり先見の明があったといえる。

　あるいは他ほかの研究室にも、同じ時期に同じような指令がくだされていて、別の研究が行われていたのかもしれないが。それはレイオットにも分からない。分からないが──

（例えば第四研究室の『合成獣キメラ』だ）

　あれも、考えようによっては病気の治療に転用できる。そうはいえないだろうか。

　いくらなんでも、穿うがちすぎな考えだろうか。

　レイオットが沈ちん思し黙もつ考こうしていると、書類を眺ながめていた加か賀が見みが口を開いた。

「しかし、万能の素体が惜しいのならば、それこそ髪かみの毛一本取っておけばすむ話では？」

「現時点の技術力では、劣れつ化かクローンしか作れません」

「おっしゃるとおりです。ですが、ＤＮＡデータさえ残しておけば、完全なクローン技術が完成次第、量産に取りかかれます。なんら問題は発生しません。違いますか？」

「……いつ完成するかも分からぬものをあてにして、イリスを使い捨てろと？」

　レイオットの言動には筋が通っていない。加賀見は彼の本心を察して、こう言った。

「なるほど、ドクター・ボラッツ。やはり貴方あなたはイリスに情を移しているのですか。だから、そのままの彼女を失いたくない。そういうことですな」

　組織が現時点で有する『クローン技術』には、複製した素体がオリジナルよりも劣化してしまうという欠陥がある。

　①複製された素体は、スフィア適正値が減少する。この減少率にはゆらぎがあり一定しないが、少なくとも一五パーセント以上の劣化は免れ得ない。

　②複製された素体は、複製元が男性体であっても、必ず女性体になる。

　③複製された素体は、慢性的な攻こう撃げき衝しよう動どう、嗜し虐ぎやく衝動、被虐衝動。特定の相手への過剰な依存など精神面に大きな歪みを起こしやすい。特に、記き憶おく移植を併用した場合においてこれは顕けん著ちよである。

　④複製された素体は、十代前半の姿で成長が停滞する。

　列挙すると、以上だ。ハインツ・フレイの劣化クローン体などは、その性質を分かりやすく体現している一例であろう。結論として、現時点の技術で複製された素体は、同じ姿、同じ記憶を保持していたとしても、あくまで別人である。

　図ず星ぼしを衝つかれたレイオットは、俯うつむいた。

「……恥ずかしながら、否定はできません。イリスとは、長い付き合いになりますから。『調整』の結果とはいえ、いや、傲ごう慢まんを承知で言うのなら、それを抜きにしても、彼女は私のことを慕したってくれています。もはや娘むすめのようなものです。殺してしまうのは、忍びない。それに」

　レイオットの目の光が、温厚な神父のものから、非情な科学者のそれに変わる。

「先ほど申し上げましたとおり、わが第九研究室が擁ようする『九番目のナインススフィア』とイリスとの相性はすこぶるいい。過去最高の値を示しています。もしも、劣れつ化かクローンでないオリジナルの彼女に『九番目のナインススフィア』を埋まい設せつすることができれば、完成する『九番目ナインス』は、かつてない性能を発揮することでしょう。私はそれが、なにより惜しいのです」

　唇くちびるをかみ、悔くやしさにうちふるえるレイオット。

　その姿を前にして、加か賀が見みはあくまで冷然としている。

「いくら惜しくとも、どうしようもないこともあります。リリス・グラムとの深い依存関係、血液型、その他無数にある移植の前提条件をすべて満たしているのがイリスのみなのですから」

「……他人ひと事ごとだと思って、簡単に言ってくれますね、加賀見博士」

「私としても、せっかく引き継ついだ『十二番目のトウエルフススフィア』を失うという意味では同じです」

　レイオットは不快そうな声で言う。

「同じではありません」

「人と物を同列に扱うな、と？　今まで数多あまたの人体実験を繰り返してきた貴方あなたが？」

　責める口調ではなかった。加賀見はただ、事実のみを述べた。

　レイオットは言葉を発せない。

「施せ術じゆつは予定どおり月末に行います。今日のところはお暇いとまさせてもらいますよ」

　加賀見が立ち上がる。

　レイオットは座ったまま、苦悩の表情で呟つぶやく。

「……私は……どうすればいい……」

「私の知ったことではありません、お好きになさればよろしい」

　無情に扉が閉まる音がした。
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　それから半月ほどが経たった、ある日のこと。

　夕刻、イリスが仕事から帰ってくると、礼拝堂の祭壇に、奇妙な女が行ぎよう儀ぎ悪く腰こし掛かけていた。

　長ちよう髪はつの東洋人だ。青い旗袍チヤイナドレス姿。体重を片手にかけ、恐ろしく長い脚を、無造作に放り出している。いたるところで撥はねた癖くせっ毛けには、獅し子しの鬣たてがみめいた野性味があった。

（うわ……綺き麗れいな人）

　猫ねこ科かの肉食獣じゆうを思わせる、すらりとした肢し体たい。旗袍チヤイナドレスにはスリットが腰こしの上まで入っていて、艶なまめかしい美脚が片方、根本まで剝むき出しになっていた。

　エキゾチックな一ひと重えまぶた。年のころは、十代後半といったところだろうか。

　そして、よく見れば──

（……あれって……本物の、耳？）

　女の頭には、獣けものの耳のようなものがついていた。ぺたんと元気なく伏せられている。

「くふぁ……ぁ……」

　獣の耳を持つ女は、空あいている手を口にあて、大きくあくびをした。ごしごしと目を擦こする。半分閉じた猫目は朦もう朧ろうとしていて、うつらうつらと船を漕こいでいる。
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　イリスはとまどいながらも、奇き妙みような女に近付いて声をかけた。

「あのう？」

　無反応。もう一度、今度は強く呼びかけてみる。

　すると獣耳が片方、ぴくんと立った。女が面倒そうにこちらを見る。

「……あァ？　ンだよ」

　粗そ雑ざつで眠ねむそうな声だった。麗うるわしい見た目とは真ま逆ぎやくの印象。

「あの、お客様でしょうか？」

「……だったら？」

「えっと……その……うん、そうだ……まずは、お名前をうかがわないと」

「……アンタの声……気が抜けるなあ」

「ご、ごめんなさい。わたし、イリスです。イリス・ボラッツ」

「あっそう、で？」

「貴女あなたのお名前、教えてくださいな」

　ひとしきりあくびをしてから、ぶっきらぼうな返事がきた。

「馮如狼ヒヨウ・ルウラン」

「え？」

「……オレの名前……ふぁぁ……言えつったろ？」

「えと……ひょうるーらん？」

　上手うまく発音できない。馮如狼ヒヨウ・ルウランと名乗った女は、気け怠だるそうに息を吐つく。

「……ほんと、とろくせえやつ。言いにくいなら、ルウでいいよ」

「そ、そう？　じゃあ、ルウさんって呼べばいいですか？」

「さんはいらない。敬語もやめろ。イラつくんだよ」

　と、言われたので、イリスは微笑して柏かしわ手でを打った。

「ん、分かった。るーちゃん、だね」

「……ああ？　るーちゃん？　……誰が？」

「もちろん貴女あなたのこと。嫌いやだった？　可愛かわいいかなって、思ったんだけど」

　手も触ふれていないのに旗袍チヤイナドレスの裾すそが持ち上がってめくれ、黒猫ねこのような尻尾しつぽが現われる。

「……別に、嫌じゃねえけど」

　下着をつけていないつるりとした臀でん部ぶから、ピンッと尻尾が立ち上がっていた。

　それを見ながら、イリスは胸を撫なで下ろす。

（あ……気に入ってくれたのかな？）

　ルウは「よっ」と座り直した。体勢を変えても、艶つやっぽい光こう沢たくのある長い脚を、根本まで見せびらかすように晒さらしたままだ。彼女は、いつの間にか手に持っていた単三乾電池を上に放り投げて、口でキャッチ。キャンディのように口内でころがし始めた。

「いま、なんだかすごいものを口にいれなかった？」

「電池だよ、アンタもいるか？　目が覚めるぜ？」

「ううん、いらない」

「あっそう」

　何度目かのあくびをしたルウは、ぺっと乾電池を床ゆかに吐はき捨てた。

（……へんな人だなあ）

　充電の効果なのか、ほんの少し元気になった様子のルウに、話しかけてみる。

「ねえ、その耳と尻尾って……本物？」

「ああ」

　しゅるり。ルウは尻尾しつぽを見せつけるように、スリットを通して前に持ってきた。

　ぴんぴん、と指でへたれた耳をつつく。

「合成獣キメラさ、オレは。作り話でよくあるだろ、人間に獣けものの遺伝子を組み込んでっつーあれ」

「……？」

　よく分からない。首を傾げるイリスに構わず、ルウは続ける。

「それも完全な戦闘用だ。おかげで普段はこんな──まともに動くことさえ難なん儀ぎする有あり様さまさ」

　ルウは殺意を込めて薄うすく笑う。それは誰へ向けられたものだったのか……イリスには分からなかった。

　代りに一言、感想を告げる。

「やっぱり本物だったんだ、とっても可愛かわいいね」

「そうかな」

　尻尾がピンと天を衝つく。どうも照れているらしく、ルウの頰ほおが僅わずかに染まる。

「うん、素す敵てきだよ」

「ふぅん、そっか……可愛いんだ、オレ……」

　ルウがはにかむように笑うと、鋭い犬けん歯しがきらりと光った。

「初めてだ、そんなこと言われたの。……おかしなやつだぜ、アンタ」

「よく言われる。でも、噓うそじゃないよ」

　イリスは真剣な声で訴える。ルウは一いつ瞬しゆん目を見張って、

「口く説どかれてるみてえな気分だ」

　哄こう笑しようを漏もらす。

「ハ、アンタさあ、生まれてくる性別を間違えたんじゃねえの」

「……う……それも、よく言われる」

　そうやって、二人はしばらく、奇き妙みような会話に興じていた。

　イリスが、ふと、思い至った。

「るーちゃん、わたし、まだ貴女あなたがどうしてここにいるのか、聞いてない」

「ハハ、マジで頭が足りてねえな、アンタ。いまごろ気付いたのかよ」

「あ、ひどい。ちょっとど忘れしてただけじゃない。じゃあ改めて聞くね。るーちゃんは、どうしてここに？」

　ルウは、雑談をしているときと同じ口調で言った。

「アンタらを、皆殺しにするためさ」

「えっ？」

　何と言ったのか、イリスにはよく聞き取れなかった。

　そのとき、奥の扉が開いて、二人の男が礼れい拝はい堂どうに入ってきた。

　レイオットと、見覚えのない白衣姿の老人だった。

「あ、神父さま」

「イリス、帰っていたのですか」

　レイオットは、いままで見たこともないくらい怖い顔をしていた。頑がん健けんな体たい軀くの彼がそんな表情をしていると、神父服を着込んだターミネーターに見える。

　老人が興味深そうにこちらを見て、奇き妙みような発音で言う。

「フゥン……キミが、イリス？」

「は、はい……あの……」

　イリスがどうしていいか分からず困っていると、ルウが老人に向かって聞いた。

「クソジジイ、どうするんだ？」

「帰るヨ、四番目フオース」

　何故なぜか名前ではなく、四番目フオースと呼ばれたルウは、「あいよ」と投げやりに答え、ぴょんと祭壇から跳ちよう躍やくした。驚くべきことに、十メートル以上離れた入口の傍そばまで一気に移動してしまう。彼女は軽やかに着地して、上半身だけで振り返った。唇くちびるを歪ゆがめ、犬けん歯しをむき出しにする。

「命拾いしたな」

「え？　え？　どういう……？」

「再見サイツエン、イリス」

　質問には答えず、ごく短い別れの言葉を残したルウは、身を翻ひるがえし、開け放しの扉から外へと消えた。

（なんだったんだろう……？）

　ルウ。獣けものの耳じ朶だと尾を持つ、野性的な美女。最初から最後まで、よく分からない人だった。

　再見サイツエン──また会おう。だけど、また会う機会がくるとは思えなかった。

　何故なぜなら自分は、近いうちにいなくなってしまうから。

　ふと気がつくと、いつの間にか先ほど話しかけてきた老人がそばに寄ってきて、再びこちらをじっと見ていた。猫ねこ背ぜの矮わい軀くに、僅わずかに白はく髪はつを残す禿とく頭とうが乗っている。両目の焦点が狂っているのか、黒目がちぐはぐな方向を向いていた。あまり気持ちのいい視線ではない。

　レイオットが、二人の間に身体からだを割り込ませた。

「馮ヒヨウ老師、交渉は決けつ裂れつです。もうここに用はないでしょう。早々に立ち去りなさい」

　静かに恫どう喝かつするような声。

　ヒョウと呼ばれた老人は一歩下がって、いやらしく嗤わらった。

「ねえ、イリス、どうやら神父さまは、キミなんか死んじゃってもいいんだってサ。せっかくボクなら助けられるって言ってあげてるのに、アハ、薄はく情じようだよねえ」

「去りなさい、穢けがらわしい悪魔め。たとえどんな条件を提示されようとも、誰が貴方あなたのようなものと手を組むものか」

　二人は険けん悪あくな雰囲気で、イリスにはよく分からない話をしている。

　だけど、交わされる単語から察するに……もしかすると、例の手術のお話かもしれない。

　非合法な心臓移植手術。イリスの心臓をリリスに移植することができれば、彼女は助かる。

　あの加か賀が見みというお医者さまに、そう説明された。

《この手術を行えば、貴女あなたは確実に死亡しますが、構いませんか？》

　まるで決められた紙面を読み上げるかのようなそっけなさで、白はく髪はつの男は問うた。

　イリスは満面の笑みで《はい、もちろんです》と即答した。

　そう答えるのがあたりまえだった。迷うわけもなかった。

（……わたしのたったひとりの、掛け替えのない、お友達）

　彼女はいつも、健康な身体からだに憧あこがれていた。ずっと、普通の生活を夢見ていた。

　その夢を叶かなえてあげられるというのなら、彼女が幸せな人生を送ってくれるというのなら、この命なんて安いものだ。喜んで差し出そう。

　命の価値は、誰しも平等なのだと教わった。

　自己犠ぎ牲せいは、必ずしも尊く美しいものではないと、よく分かっている。

（それでも）

　あんなに綺き麗れいで、優しくて、素す敵てきな彼女が死んで、何の取り柄もない自分が生き残るなんて、絶対に間違っていると思う。とうてい我慢がならない。断じて許せない。

　命を捨ててでも、正さなくてはならない。

　そう、だから、これはとても利己的な行いだ。あくまで自分のための行動だ。

　そうしたいから、そうする。それだけのこと。

　醜しゆう悪あくな欲望を美化してはいけない。自己犠ぎ牲せいに陶とう酔すいしてはいけない。

　そして、咎とがと責任がすべて自分にあることを、忘れてはいけない。

（でも──）

　イリスがリリスの身代わりになって死んだ。それを彼女が知ったら、どう思うだろうか。

　きっと、すごく哀かなしむだろう。きっと、とても怒るだろう。

　その場に居合わせなくても分かる。彼女のことは、なんだって知っているんだから。

（あはは……泣いちゃうだろうなあ、優しいから）

　それを嬉うれしく思ってしまう自分が、ひどく浅ましい。

　自分は死んでしまうけれど、その命は、この心臓は、大好きな彼女の胸の中で、ずっと生き続ける。

（彼女と、ひとつになれるなんて……夢みたい）

　なんて素す敵てきなんだろう。飛び上がって、踊おどり出したいほどに嬉しかった。これで、誰も二人を引き離せない。ずっと、ずうっと一緒にいられる。

　甘あまく罪深い妄もう想そうから帰き還かんすると、すでに老人はいなくなった後だった。

　礼れい拝はい堂どうには、厳いかめしい顔に苦悩の皺しわを刻み込んだ、レイオット神父がいるばかり。

　イリスは聞いた。

「あの……神父さま。いまの方々は……いったい？」

「──古い知り合いです。申し訳ありません、私の態度で、おまえを怖がらせてしまったようですね。ただ、いまのことはどうかお忘れなさい」

「はい。でも、一つだけ聞かせてください」

　イリスは、たくさんの疑問の中から、ごくシンプルなものを選び、問う。

「あの方々は、悪い人たちなのですか？」

「──ええ、とてもね」

《再見サイツエン、イリス》

　彼女の声が、脳裏でいまいちど、リフレインした。
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　リリスの寝室には、その日もいつもどおり、イリスがやってきていた。

　二人は、なんでもない雑談に興じる。

「ねえリリス……もしも自分そっくりの人を、見かけることがあったら──どうする？」

　寝台の傍そばに座っているイリスが、ぴっと人差し指を立てる。

　彼女が、唐とう突とつに話を始めるときの癖くせだった。

　寝台で上体を起こしているリリスは、きょとんと目を大きくする。

「そうですわねえ……まずはお父とう様の隠かくし子じゃないかって疑うかしら」

「い、いや、そういう話じゃなくって……ていうかおじさまってば、信用ないんだね……」

　話の腰こしを折られたイリスは苦笑して、改めて言う。

「この世界には、自分にそっくりな人が三人いるんだって」

「へえ……じゃあ、わたくしや、貴女あなたのそっくりさんもどこかにいるってことですの？」

「うん、リリスみたいに綺き麗れいな子が他ほかにいるなんて、ちょっと信じられないけどね。でも、いたら素す敵てきだと思わない？」

　リリスは目を輝かせて頷うなずいた。

　こんな寝たきりの自分ではなく、健康そのもので、学校に通っていたりして、友達もたくさんいて──そんな自分がどこかにいるというのなら、確かにそれは素敵なことだ。

　虚むなしい空想だけれど、救われるような気持ちになれる。

　リリスが考えたことと、似たようなことをイリスは言う。

「世界のどこかで自分とそっくりの人が、違う人生を送っている。たまにね、わたし、そういう想像をすることがあるの。昨日きのうなんて、夢に出てきたのよ？」

「ふふっ。だから突然、こんな話をしたわけですのね。……じゃあ、聞いてあげますわ。夢の中の貴女あなたは、どんな女の子だったのかしら？」

「それがね……そのわたし、女の子じゃなかったの」

「あら、まあ……と、いうことは……」

　リリスは思わず、笑い声を零こぼしてしまった。イリスそっくりな『彼』の姿を想像してみる。

「ずいぶん可愛かわいらしい男の子ですのね」

「う～～ん、そ、そうかも」

　イリスは照れながらも、複雑な表情だ。彼女は自分の中性的な顔立ちに、コンプレックスを持っているらしい。気にすることはないのに、とリリスはいつも思う。

「いいじゃありませんの、美少年。ぜひ会ってみたいわ。貴女そっくりの男の子なら……わたくし、好きになってしまうかも」

　冗じよう談だん半分、本気半分で言った。イリスは余計に複雑な表情になる。

「そ、それは……ダメだよ。ちょっとだけ嬉うれしいけど、ダメ……」

「あら、どうして？」

「も、もう！　リリスの意地悪……！」

　赤面したイリスが、ぽかぽかと胸を叩たたいてくる。それを微笑ほほえましいと感じながら、リリスは謝った。

「ふふっ、ごめんなさい。でも、貴女って意地悪されるのが好きなんでしょう？」

「ええっ、どうしてそんなこと言うの⁉」

「だって貴女、いつもアッシュに意地悪されて悦よろこんでいるじゃありませんの。わたくしが気付いていないと思ったら大間違いですわよ？」

「あ、アシュレイさんは意地悪なんてしないよっ」

「……でも、この間は、ちょっとお皿さらを割ってしまっただけで、三時間もお説教されたんでしょう？」

　アシュレイの小言は、それはもうくどくどと長い。その上ことあるごとに、チクチクチクチク嫌いや味みをブレンドしてくるのだ。あれは地じ獄ごくだと、身をもって知らしめられているリリスであった。たかがお皿を割ったくらいで、三時間も地獄の小言を聞かされたというなら、立派な苛いじめではないだろうか。

「うん……えへへ……ちょっと棚たなを倒しちゃって、飾られてたお皿を全部割っちゃったんだ」

　それはちょっとではないし、照れるところでもない。お説教されて当然の大だい粗そ相そうだった。

　アシュレイがイリスに冷たい理由の一いつ端たんが、垣かい間ま見みえた気がした。

「あのね、聞いて。お皿のたくさん入った棚が、ぐらっとわたしに向かって倒れてきて──もうだめだーって目を瞑つむっちゃって」

　イリスは、頭を抱かかえるジェスチャーをした。

「あ、あら、危ないですわ……大丈夫でしたの？」

「うん、いつまでたっても倒れてこないから、どうしたのかなって目を開けたらね……そこに、アシュレイさんがいて、背中で棚を支えてくれてたの。それで、それでね、彼、おでこから血を流しながら、こめかみをピクピクさせて、『またやらかしたな、この無能メイドが──』って……はぁっ……素す敵てきだったなあ、怒った顔」

　うっとりと頰ほおを染めるイリス。やはり怒られるのが嬉うれしいように思える。

　呆あきれ顔のリリスは「ふぅん」と呟つぶやき、面白そうに目を細めた。

「もしかして……夢に出てきたっていう男の子あなたも、意地悪されるのが好きなのではなくて？」

「や、だから違うって言ってるのにっ。確かに、あの子も意地悪ばっかりされてたけど」

「やっぱり。でも、そうなると『そっくりさん』って、中身までよく似ているのかもしれませんわね」

「ゆ、夢の話だよ？」

「分かってますわよ。でも、もしかしたらって……そう思いません？　もう一人の貴女が、もしも本当にいるのなら、会ってみたいですわ、いつか」

「わたしも……リリスのそっくりさんになら、会ってみたいけど。……自分そっくりの人には、会いたくないなあ」

　イリスはこめかみに手を添えて、遠い目をした。夢を思い出しているのかもしれない。

「だって、自分がもう一人いたりしたら、お互いイヤな気持ちになると思うの。きっと、どちらも相手のことを消してしまいたくなって……喧けん嘩かになっちゃうんじゃないかなあ」

「まあ、怖い。らしくないんじゃありませんこと、イリス？」

「だって……いや、うん、そうかも。ごめん、へんなこと言っちゃって」

「構いませんわ」

　リリスは話題を変える。

「ねえイリス。わたくしが、心臓の手術をすること、もう知っていますわよね」

「う、うん、知ってる……けど」

　イリスは、少し身体からだを硬くして、頷うなずいた。

　リリスは柔らかく微笑ほほえむ。安心しなさいというように。

「わたくしの病気が治ったら、一緒に学校に通いません？」

「えっ、学校？」

「そう、学校！」

　弾はずんだ声で、指を一本立てた。

「わたくし、ずう～っと行ってみたいと思っていましたの。同じ歳としの方々と机を並べて、一緒に学ぶのでしょう？　たくさんのお友達と一緒にランチを食べたり、街に繰り出したり──とっても素敵だと思いません？」

　健康を取り戻して、みんなと同じように、学校に通う。それがリリスの夢だった。

　ちっぽけな、しかし今までは絶対に叶うことのなかった切実な願い。もう少しで、それに手が届く。もちろん、そんなに簡単にはいかないだろう。長い病びよう床しよう生活のリハビリがあるし、イリスの都合だってある。

　そもそも……こんなのはすべて、手術が成功するという前提の話だ。

　非合法な心臓移植手術。

　せっかく楽しい話を振ったつもりだったのに、脳裏を過よぎったその単語が、針のように胸に刺さる。

　リリスの顔が曇りかけた瞬しゆん間かん、イリスが柏かしわ手でを打った。

　ぱちん、と、心の暗雲を振り払うように。

「いいね、それ！　すっごくいい考えだよっ！」

「うふふ、そうでしょう？」

　親友の気き遣づかいに、ありがたく乗せてもらう。

　病気が治ったら、どうしようか。なにをして、遊ぼうか。

　二人は時間が経たつのも忘れ、途と切ぎれることなく笑い合いながら、そんな話をした。

　この部屋から出られないリリスに、イリスが外の話を話して聞かせる。

　長く続いたそんな関係も、もうおしまい。

（だってこれからは、一緒に外に出かければいいんですものね）

　リリスは思う。あそこに行こう、あれを食べよう、こんなことをしよう……そんなありきたりの会話なのに、どうしてだろう。頭に『二人で』という言葉をつけるだけで、まるで魔法みたいに幸せな気分になれるのは。いまも『二人で』いるという、たったそれだけのことが嬉うれしくて、自然と頰ほおが緩ゆるんでしまう。

　そして、楽しかった時間が終わりに近付く。窓の外は、もはや暗い。

「あっ、ごめん、リリス。わたし、そろそろ帰らないと……」

「あら、もうそんな時間ですの？　……貴女あなたとお話していると、時間なんていつもあっという間にすぎてしまいますわね」

　二人の間に、しばしの沈黙が落ちる。リリスは、あえて避けていた言葉を、ふと零こぼした。

「もう……明日あした、なんですわよね……手術の日は」

「……」

　イリスは声を詰まらせて俯うつむいた。

　楽しさでごまかしていた現実が、二人の前に顔を覗のぞかせる。

「……怖いですわ」

　青ざめた顔で、リリスは呟つぶやく。その手を、イリスの手が柔やわらかく包む。

「大丈夫。絶対に成功するよ」

　手の温ぬくもり。幼いころからずっと長い間、死の恐怖を安らぎで塗り潰つぶしてくれたもの。

　宝物のような温かさが、すっと離れていく。もう一人でも平気だね、とでもいうように。

「……じゃあ、約束してくださる？　必ずまた会えるって。……そうしたら、わたくし、頑がん張ばれそうですわ」

　リリスが言うと、イリスは目を見張って、なぜか黙り込んでしまった。

　彼女は、ふっと目を瞑つむってから口を開く。

「分かった。じゃあ、待ち合わせをしよっか。わたしの住んでいる教会に、貴女あなたが会いに来て」

　手術が成功しても、当然、リリスが外を出歩けるようになるまでにはしばらく時間がかかるだろう。

　だからイリスのこの台詞せりふは、かなり奇き妙みようなものだったのだが、彼女の様子があまりにも真剣だったせいか、このときのリリスには気付けなかった。

「待ち合わせ、ですの？」

「うん、いつもとは逆だね。教会で再会なんて、ロマンティックだと思わない？」

　イリスは、とびっきりの笑顔を浮かべ、言葉を重ねた。

「わたしは、そこで貴女を待っているわ。そして忘れないで。どんなに離れていても、わたしの心は、ずっと貴女の傍そばにいるってことを」

　ばいばい、と手を振って、大切な親友は、扉の向こうに消えていった。




　　　　　　†




　翌日、手術は滞とどこおりなく終わった。

　リリスが目覚めたのは、さらにその翌日の朝だった。

　目を開けると、見慣れた自室の天てん井じようが目に入った。

　いつもと同じ朝。だが、何かが違う。常に感じていた気け怠だるさがない。全身に絡からみついていた重い枷かせがすべて外れ去り、かわりに背に羽は根ねが生えたようだ。

（私……心臓の手術を受けて……それで……）

　上半身を起こしたリリスは、純白の衣服の胸元をはだけ、左の乳ち房ぶさを露あらわにする。

　昨日きのう切ったはずの肌はだには、傷一つなかった。

（手術……したはずですわよね。だけど──たった一日で、こんな綺き麗れいに痕あとが塞ふさがるものかしら）

　左胸を、手で包み込むようにして触ふれてみる。

　この中に、新しい心臓が収っている？

　確かに、異物感を覚える。どくどくと脈打つ熱い塊かたまりが、胸の中にあるのが分かった。

　おそるおそるベッドから起きて、立ち上がる。萎なえきっているはずの脚が、力強く絨じゆう毯たんを踏みしめた。

　全身に活力が漲みなぎっている。手術が成功したとはいえ、こんなにも劇的に変わるなんて……

「凄すごい……でも、なんだか……怖いですわ」

　いままでの自分と違いすぎて、自分が自分だと信じられない気持ちだった。

　ただ、やはり胸が熱く、ずきずきと痛むような気がする。ずっとこのままだと、少し困るかもしれない。そう思ったとき、ノックが響いた。これはアシュレイの音だ。

「はい、どうぞお入りになって──あっ、やっぱり待って……！」

　リリスは、淫みだらにはだけていた胸元を慌あわてて直す。

「お待たせしました。もうよろしいですわよ」

「失礼いたします」

　アシュレイが入ってくる。彼は立ち上がっているリリスを見て、驚いた。

「お嬢じよう様、まだ起きては……！」

「ごめんなさい。すぐにベッドに戻りますわ。でも、聞いてアッシュ。私いま、すごく体調がいいの」

「それは……よろしゅう御座いましたね」

　アシュレイの顔が幸せそうに緩ゆるむ。きっと自分も同じ顔をしているのだろう。

　リリスは大人おとなしく寝台に戻る。アシュレイが用意してくれた水を飲もうとして、気付いた。

「そういえば。もう、お薬を飲まなくてもいいのですわね」

「ええ、必要ありません。手術は成功しお嬢様のご病気は、もう完治したのですから」

　少しずつ、少しずつ、実感が湧わいてきた。

　自分が生きているということ、これからも生き続けていけるということ。それを意識するだけで、世界がまるで違って見えた。窓の外は晴れている。空がこんなにも色鮮あざやかなものだったなんて、いままでちっとも知らなかった。

　ちくりと、胸が痛んだ。

「痛っ」

「お嬢様⁉」

　アシュレイが大おお袈げ裟さに叫ぶ。リリスは微笑ほほえむ。

「ちょっと胸が痛んだだけ。手術したばかりなのですもの、仕方ありませんわ」

　アシュレイは、ほっと安心の息をつき、胸ポケットから剝むき出しの指輪を取り出した。

　青い宝石が嵌はまった、銀色の指輪だ。

　アシュレイはリリスの手をそっと取って、人差し指に指輪を通す。

　すると、驚くべきことが起こった。

「あら……胸の痛みが、すっと取れましたわ。なんですの、これは？」

「凄すごいでしょう？　魔法の指輪ですよ」

「むっ、またそんなことを言って馬鹿にして」

　頰ほおを膨ふくらませて、拗すねた真似まねをした。アシュレイは微笑ほほえましげに、それを眺ながめている。

「ハハ、申しわけございません。どうかお許しを」

「知りませんわ、もう」

「これは困りました。ではお詫わびに、今度ルオストの別荘に、オーロラを見に行きましょうか。ご病気も治ったことですし、これからはどんどん遠出ができますからね」

「オーロラですの？」

　アシュレイは鷹おう揚ようにうなずき、低くよく通る声で説明する。

「はい、ちょうどシーズンですので。道すがら野生の果実ベリーを摘つまんで、ソースを作りましょう。焼きたてのワッフルにかけて、生クリームを添えると最高のデザートになるのですよ」

「素す敵てき」

　リリスは目を輝かせ、ぱちんと手を合わせた。

　アシュレイは胸に手をあて、ほっと一息。

「ご機き嫌げんが治ったようで、なにより。そうそう、こちらをご覧らんください」

　彼は背中に回し、手品のように、たくさんのパンフレットを取り出した。

「付近の学校案内です。そろそろ編入手続きを進めなければなりませんのでね。僭せん越えつながら、すでに当家──というか私が厳げん選せんしたものばかりですので、お好きなものを選んで結構ですよ。ほらどうですか、こちらの女学院など、清せい楚そな制服がたいへんよろしい。それともこちらがよろしいでしょうかね。当家の家いえ柄がらに相応ふさわしい名門です。いや、それとも──」

「ちょ、ちょっとアッシュ、落ち着いてくださいな。そんなにパラパラ見せられても、ぜんぜん分かりませんわ」

「あ、ああ、これは失礼。少々勢い込んでしまったようです」

「もう、貴方あなたが通うわけじゃありませんのよ？」

「いやあ、ハハ、お恥ずかしい。お嬢じよう様の念願が叶かなうとなったら、いてもたってもいられなくなってしまいまして」

　恥じらう執事に、リリスは苦笑した。自分のこと以上に喜んでくれているのが、とてもよく伝わってきて、二重の嬉うれしさが込み上げてくる。

「じゃあ、そのパンフレット、全部置いていってくださる？」

「もちろん、お一人で、ゆっくり選んでくださって結構です」

「そうではなくて、イリスと一緒に選びたいんですの」

　言った瞬しゆん間かん、アシュレイの整った顔が、目に見えて硬直した。そんなに嫌きらいなのだろうか。イリスの初恋は実りそうにないな、とリリスは思う。

「約束しましたの。二人で一緒に、学校に通おうって」

　早く彼女に会って報告したい。これからも、ずっと一緒にいられるのだと。

　ふと、リリスは、アシュレイの様子がおかしいことに気付いた。感情を制せい御ぎよする術すべに長たけた彼なのに、いまだに表情が強こわばったままだ。怪け訝げんに思って聞いた。

「アッシュ……どうしましたの？」

「──お嬢じよう様、貴女あなたに伝えなくてはならないことが、あります」

「あら、それは、イリスのことで？」

「はい」

「まあ、でしたら直接本人から聞きますわ。この分なら、すぐにでも会いにいけそうですもの」

　弾はずんだ声で言うと、アシュレイが浮かべる懊おう悩のうの色が濃くなった。

　彼は、絞しぼり出すように声を出す。

「落ち着いて聞いてください……イリス様は、もう、この世にはおられません」

「え……」
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　ぽかんとしたリリスに、アシュレイが苦悩の表情で説明する。

「イリス様は、お嬢様の左胸にいらっしゃいます」

「なにを言っているの、アッシュ……？　わたくしの、胸って……どういう、ことですの」

「お嬢様にぴったり合う臓器提供者ドナーは、彼女しかいなかった。ですから……」

　じわじわと毒が回るように、言葉の意味が頭に染しみこんでいく。

　リリスは目を見開いて、左胸を押さえた。呼吸をすることも忘れ、硬直する。

「この、わたくしの、心臓は……まさか」

　アシュレイは頷うなずいた。彼の口が動き、もっとも聞きたくない言葉が紡つむがれる。

「イリス様の心臓です」

「噓うそ、ですわよね」

　リリスは引きつった笑みで問い返す。

　アシュレイはなにも言わない。真まっ直すぐに向けられた灰色の瞳ひとみが、すべてを語っていた。

　瞳どう孔こうが散さん大だいし、リリスの表情が消えていく。

　沈黙を破り、寝室に絶叫が轟とどろいた。




《わたしは、ずっと貴女あなたの傍そばに──》




　涙なみだが枯かれ果てて声が出なくなったあとで、その意味をようやく理解する。

　イリスはもう、どこにもいない。この胸の中にだけ、生きている。




　夜になった。

　リリスは、ぱちりと目を開ける。真っ暗だ。まるで自分の心を映しているよう。

　いつの間にか、泣き疲れて眠ねむってしまったらしい。寝ね汗あせをかいたらしく、服がべたついて気持ち悪かった。服の中に手を入れて左胸を鷲わしづかみにする。ふくよかな乳ち房ぶさに深々と五指を食い込ませる。彼女の心臓は、生きている証あかしは、ここにある。もう、ここにしか、ない。

「イリス……」

　もう夢の中でしか逢あえない親友の名を呟つぶやく。答えるものはない。あるはずがない。

　陳ちん腐ぷな表現だが……心に、ぽっかりと孔あなが開いてしまったようだった。

「恨うらみますわよ。感謝なんて、してあげませんわ。こんな、こんなことをして、わたくしが喜ぶとでも……思っていらしたの？」

　自分が生きたいと願ったのは、彼女がいたからだ。せっかく病気が完治しても、イリスがいないのでは……意味がない。そんなことを考える自分は罪深いと思う。だが、どうしようもなかった。圧倒的な喪そう失しつ感が、全身のすみずみにまで行き渡っていた。

　枯れたはずの涙なみだが、また溢あふれ出してきた。リリスは寝台の上で脱力したまま、嗚お咽えつを漏もらし続ける。

　そのとき、ふと窓の方から、かたん、という音がした。

「……？」

　カーテンに人影が映っているように見えた。窓の向こうはベランダになっている。

　初めは見間違いかと思った。慌あわてて身体からだを起こし涙を拭ぬぐう。瞬まばたきをしてから改めて見ると、やはり……誰かがいる。リリスは恐ろしくなって影に向けて叫ぼうとした。

「そこにいるのは誰⁉」と、言ったつもりだった。だが実際は声が出なかった。

　いきなり胸が苦しくなって、か細い息が漏もれただけ。

「う……っ……はあ……っ……ぐっ……」

　心臓発作？　分からない。ただ心臓が熱く、引き絞しぼられるように痛む。

（誰……あなたは、誰……？）

　胸を押さえ苦しみながら、引き寄せられるように窓辺へと歩いていく。

　窓に近付くと、目前でいきなり窓が開き、強い風が部屋に吹き込んできた。

　ばさばさとカーテンが煽あおられて、ベランダに立つ人影が正体を現わす。

　淡い鮮緑色エメラルドの修道服を着た少女が、亡ぼう霊れいのように立ち尽くしていた。

　リリスは震える声で話しかける。

「……イリス……？」

　なにが起こっているのか分からなかった。なぜ、死んだはずの彼女がここにいるのか。

　なぜ、こんなに虚うつろな瞳ひとみをしているのか。なぜ、なにも喋しやべりかけてくれないのか。

　そもそも二階にあるベランダに、どうやって上ってきたのか──

「イリス！」

　どうでもいいと思った。夢でも幻まぼろしでも構わなかった。もう逢あえないと思っていた彼女が、いま目の前にいる。それだけがすべてだった。

　リリスは親友の名前を呼び、胸にすがりついた。胸に移植された『イリスの心臓』が、燃え上がるように熱い、拍はく動どうが加速して痛みが増していく。呼吸を荒げながら、顔を上げる。

　イリスの中性的な美び貌ぼうを、間近で覗のぞき込む。彼女の瞳は、夢む遊ゆう病びよう者のように焦点が合っていない。もう一度、呼びかける。何度も、何度も、呼びかける。自分がつけた、彼女の名前を。

　イリスの身体からだが細かく震え始めた。虚うつろだった瞳に、小さな光が戻っていく。

「リ、リ、ス？」

「ああ……！」

　リリスは、彼女をきつく抱だき締める。この感かん触しよくは、声は、匂においは、絶対に夢なんかじゃない。

「わた、し……」

　イリスは、戸と惑まどっているようだった。彼女自身、なにが起こっているのか分かっていない様子だ。感極まったリリスは、胸を焦がす痛みを無視し、闇やみ雲くもに話しかける。

「よかった……貴女あなたが死んでしまったなんて、なにかの間違いだったんですわよね。アシュレイは噓うそをつかないけど、きっと勘かん違ちがいをしていて……それで、もう……許せませんわ、あとでお仕置きしてあげなくちゃ……イリス、イリス……どうして黙っていますの？」

「……わたし……」

　怯おびえた声。彼女の手が、両肩かたを摑つかんでくる。

「え……痛っ⁉」

　彼女の指が、恐ろしいほどの力で肩かたの肉に食い込んでくる。状況を理解する間もなく、リリスは押し倒された。背中に衝しよう撃げきがきたが、呻うめき声も上げられない。

（っ……イリス⁉）

　片かた眼めを瞑つむり顔を歪ゆがめ、イリスを見る。

「……ああああ……」

　彼女は呻うめき、怖がっているように見えた。息は荒く、口くち端はから涎よだれを垂らしている。目は赤く血走り、ぼろぼろと涙なみだを零こぼしていた。薬物の禁断症状のように両手が激しく震えている。

　そして、首に鮮烈な激痛が奔ほとばしった。イリスがリリスの首筋に嚙かみついてきたのだ。

（ああ……っ）

　リリスは苦く悶もんに口を開けて痙けい攣れんした。自分の血が飲まれているのが分かる。犬けん歯しを突き立てられた肌はだから噴ふき出した血液を、親友の舌が貪どん欲よくに舐なめ取っている。

（どんな……悪夢ですの……これは）

　貧血のように意識が朦もう朧ろうと薄うすくなっていく。めりめりと指が肩かたに食い込んでくる。

　もう駄だ目めだと思ったとき、急速に肩に掛かる力が弱まった。

　首筋から、ぶすりと犬歯が抜かれる感かん触しよくがあった。

「……う、っ」

　リリスは呻うめき、しりもちをついたまま、腕うでの力だけでわけも分からず後あと退ずさった。

　イリスはゆっくりと面おもてを上げる。顔色は真まっ青さおで、まるで死体が動いているみたい。

　目が合うと、親友は力なく微笑ほほえんだ。

「ごめんね……ごめん……」

　いつもと同じ、ごまかし笑い。つまらないどじをして、それを謝っているときの声と顔。

　イリスの唇くちびるの端はしから、つうっと赤い糸が垂れていく。くらくらと視界が歪ゆがんでいく。

　血ち濡ぬれの笑顔を真しん紅くの瞳ひとみに焼き付けて、リリスの意識は闇やみに吞のまれた。




　目覚めると朝だった。リリスは寝台から上体を起こし、荒い呼吸を繰り返す。

　心臓が早鐘を打ち、全身に冷たい汗をかいている。恐怖に駆かられ、部屋を見回す。

　おかしな様子はなにもない。カーテンは閉め切られていて、隙すき間まから朝日が差し込んでいる。

　寝台から降り、覚おぼ束つかない足取りで姿見の前まで歩く。鏡に映った自分の顔は、ひどいものだった。顔色は蒼そう白はくで、大きなくまができている。襟えり元もとを広げ、首を映す。なんの痕あとも残っていなかった。あれが本当にあったことだとしたら、ありえないことだ。

（…………夢、でした、の？）

　そんなわけはないと思った。あのリアルな恐怖が、痛みが、悪夢などであるはずがない。

　だが同時に、あんな非現実的な光景が現実であるわけはないとも思う。

　平へい穏おんな寝室の様子と、痕あとのない首が、夢という常識的な解答を補強していた。

　死んだはずの親友が何故か生きていて、何故か鍵を閉めたはずのベランダに現われて、何故か自分の首筋に嚙かみついてきて、それを何故か途と中ちゆうでやめて。

（そうですわよね……あんな……あんなことが、現実に起こるはず……）

　ちくりと胸が痛んだ。昨日きのうの朝と同じ感覚だ。あの指輪を嵌はめてもらってからは、まったく痛まなかったのに。指輪の嵌はまった左手を、顔の前まで持ってくる。

「え……？」

　指輪の宝石が、粉々に砕くだけ散っていた。

　どういうことだろうと考えていると、ノックの音がした。

　びくっと扉に振り向いたリリスは、深呼吸をしてから「どうぞ」と促うながす。

「失礼いたします、お嬢じよう様。検診の時間ですので、加か賀が見み医師をお連れしました」

　ドアが開き、アシュレイと加賀見が入ってくる。

　彼らに『夢』のことを話してみてはどうか。リリスは少し考え、そうすることにした。




　ひとしきり話を聞いた加賀見は、表情を変えず、こう言った。

「イリス・ボラッツは死亡しました。間違いありません。なにしろ彼女の心臓は、私がこの手で摘てき出しゆつしたのですから」

　配はい慮りよの欠片かけらもない言葉に、リリスは泣きそうな顔になる。

　アシュレイが、無言で加賀見を睨にらみ付けた。そしてこちらに向き直り、優しく目を細める。

「……お嬢様は、疲れていらっしゃるのですよ」

「そう……かしら」

「ええ、そうですとも。我が家の警備は優秀です。賊ぞくの侵入など、許しはしません」

「賊だなんて……」

　リリスは弱々しく呟つぶやく。アシュレイは「申し訳御座いません」と詫わびる。

「でも、本当にただの夢だったのかしら……ええ、理性では、あんなことが起こるはずないって分かっていますのよ？　ただ……あまりにもリアルな夢だったものですから」

　リリスは不安そうな顔で胸を押さえた。加賀見が無機質な声で答える。

「貴女は最近、強いストレスを立て続けに受けました。そのような夢を見てしまう素地としては十分なものです。精神安定剤を処方しますか？」

「結構ですわ」

　すげなく言い捨てる。加賀見は命の恩人ともいえる人物だが、リリスは彼のことがあまり好きではなかった。恨うらんでさえいる。イリスを殺したのもまた、同じく彼なのだから。

　逆さか恨うらみだと、分かってはいるけれど。

　アシュレイが、頭を撫なでてくれる。

「そのような夢のことなど、どうか、もうお忘れください」

「ええ……そうしますわ。ありがとう、アッシュ」

　口ではそう言いつつも、リリスは、ずっと『悪夢』のことを考え続けていた。
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　アシュレイは、リリスが眠ねむるのを確認してから寝室を辞じした。扉の前に侍じ女じよを配置し、お嬢じよう様を外に出さないように、と言い含めておく。

　祖そ父ふの代からグラム家に仕つかえる執事、アシュレイ・グリフィズ。現在、この屋敷を取り仕切っているのが彼だった。彼は、廊ろう下かを歩きながら考える。

（昨夜のあれは、確かにイリスだった）

　物音に気付いたアシュレイが、リリスの部屋に踏み込んだとき、二階のベランダから、イリスが飛び降りて逃げていく姿を目もく撃げきしたのだ。

　何が起こったのか分からなかった。すぐに加か賀が見みを呼んでリリスの容態を確認し、衣服を着替えさせ、血けつ痕こんを洗い落とした。そしてリリスが目覚めたときに、悪い夢だったと、そう思っていられるように、何事もなかったように擬ぎ装そうした。

（幸い、それは上手うまくいったようだが）

　アシュレイもある意味では、組織の人間であると言えるかもしれない。

　グラム家が、組織と浅からぬ関係にあるからだ。

　だから今回のいきさつも、彼はすべて知っている。

　心臓スフイア移植施せ術じゆつは成功し、イリスの犠ぎ牲せいのもとに、リリスの病気は完治した。

　親友を失ったリリスは深く哀かなしむが、それは時間が解決してくれるはずだった。

　健康を取り戻した彼女には、これからごく普通の少女としての幸せな生活が待っているはずだった。何もかも上手くいっている。そう思っていたのに……。

　実に厄やつ介かいなことが起こった。

　何故なぜ、死んだはずのイリスが生きているのか。何故、二階から軽やかに飛び降りる──そのような身体能力を得ているのか。何故、リリスを襲ったのか。

　事態を、真相を、確認せねばならない。同じことを繰り返させはしない。

（お嬢様のために）

　アシュレイは客室の扉を開ける。中には白はく髪はつの男・加賀見と、よく目を凝こらさなければ分からないが──黒衣の少女・『六番目シクスス』がいた。

　共振を絶ち、気配を絶ち、周囲に自己を溶とけ込ませる。

　六番目シクススの特殊機能の一つ、『隠形ステルス』の効果だった。

　鋼はがね色の髪かみ、灰色の瞳ひとみ、浅黒い肌はだの未成熟な姿。まるで影のような、気配と感情のない少女。

　六番目シクスス。加か賀が見みは彼女を、常に傍かたわらに控えさせている。

「警備はどうなっている」

　少女から目を逸そらし、アシュレイが聞いた。加賀見が答える。

「屋敷の周囲に、ドールと、六番目シクススの『分身シヤドウ』を放っておきました。不ふ審しんなものが近付けば排除するよう命じてあります。もはや昨さく夜やのようなことにはなりますまい」

「そうか、安心したところで聞こう。どういうことだ？　いいや、こう言うべきか？　おまえの仕し業わざか、と」

「死者が動き回っている件について、私が絡からんでいると？」

「ああ、第十二研究室の研究課題テーマは『死者の蘇そ生せい』だと聞いた」

「誤解ですな。『死者蘇生レイズデツド』は、いまだ実現できる段階ではない」

「だが、実際、イリスは生きている。あいつの心臓は、お嬢じよう様の左胸に収っているはずなのに、だ。この矛む盾じゆんを、どう説明する。まさか吸血鬼ヴアンパイアや生ける屍ゾンビなどとは言うまいな」

「私の推測でよろしければ」

「言え」

　アシュレイが促うながし、加賀見が語り始める。

「簡単です。死んではいなかったのでしょう、イリスは」

「意味が分からない。おまえはイリスの心臓を抜き取ったのではなかったのか」

「止とどめを刺したわけではありません。そして心臓を失った人間が、すぐに死体になるわけでもない。適切な保全処置を取れば、しばらくは保もちます。あくまでしばらくですがね」

「……すると、抜いた心臓に代わるものを入れた？　レイオット神父が？」

　人工心臓というものを連想した。

「彼にとって、イリス・ボラッツの死亡が認めがたいものであったことは事実ですな。ですが彼──『スフィア適性の解明』を研究課題テーマにしていた『第九研究室』に、そのような技術力はない。説明は省きますが、ただ代わりの心臓を埋うめ込んで蘇生というわけにはいかない。きわめて特殊な技術が必要なのです。それに施せ術じゆつ直後の彼の様子は、とてもすぐあとに蘇そ生せい処置を予定していたとは考えにくいものでした。人間の感情の機き微びに疎うとい私でも、取り乱して泣き喚わめく彼の姿が、噓うそでないことくらいは分かります」

「迂う遠えんすぎる。結論を言え、加賀見」

「つまり、イリスが生きているというのなら、彼女を蘇生させたのは、レイオット・ボラッツではない」

「『きわめて特殊な技術』とやらを持つ輩やからの仕し業わざだというのか？　誰だ、それは」

「さて、幾つか心当りはありますが……可能性としてまず初めに思い当たるのは、第四研究室ですか。六番目シクススの報告によれば、当日、この付近に『四番目のフオーススフィア』の反応があったそうです。……確か、彼らは」

　加賀見は、さして興味もなさそうな様子で言い捨てる。

「きわめて特殊な、『合成獣キメラ』技術を保有しています」




　アシュレイは早足でリリスの寝室へと向かった。

　その手には、加か賀が見みからもらった代わりの『指輪』が握られている。

　いまだ全体像は摑つかめないが、とてもよくないことが起こりつつある。不安と心配が胸の中で肥ひ大だいして、大切な彼女が確かにそこにいるということを、もう一度確認せずにはいられなかった。

　扉の前で待機していた侍じ女じよに声をかけて、リリスが出てきていないことを確認し、ドアをノックする。返事はない。眠ねむっているのだろう。失礼を承知で、そっとドアを開ける。

　だが、

「お嬢じよう様……？」

　寝台の上には誰もいない。

　ベランダの窓は開け放たれて、吹き込んだ風がカーテンをはためかせていた。
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　リリスは、薄うすい部屋着のままで郊外の林道を駆かけていた。陽光は厚い雲と枝葉に遮さえぎられ、人の下まで届かない。昼前だというのに、ひどく暗かった。

　あまりにも体調のよすぎる身体からだ。何かを訴えかけてくるかのような胸の疼とう痛つう。

　死んだはずの親友に襲われる悪夢。リアルすぎる痛みと恐怖。

　消え失うせた首の痕あと。ベランダに残った僅わずかな血けつ痕こん。

（あれは本当に夢でしたの……それとも現実？）

　確かめなければならない。なんとしてもだ。そして行かなければならない。

　イリスと約束した、あの場所へ。

　教会へ。すべての答えは、そこにあるような気がした。

《わたしは、そこで貴女を待っているわ》

「……いま、行きますわ」

　走りながら、イリスから聞いていた道筋を反はん芻すうする。

　彼女の心臓が収っている左胸を押さえると、応こたえるように鼓こ動どうが撥はねた。

　剝むき出しの土に足跡を刻み、靴くつと服を汚よごしながら、ただひたすらに駆かける。

　ずきずきと胸が痛み、熱い。昨さく夜や、あの悪夢の中で感じたものと同じ、激しい感情が膨ふくれあがる。それは恋にも似ていた。イリスと出で逢あったときに覚えた、切ない気持ちにも似ていた。

（でも、これは違う。とても熱くて──真っ黒な気持ち）

　消し去らなくてはならない。そんなフレーズが脳裏を過ぎった。

（なにを？　誰を？）

　分からない。なにも分からない。

　それにしても、本当に身体からだがおかしい。いままでろくに外に出たこともない自分がこんなに走っているのに、息一つ切れていない。それどころか、どんどん身体が軽くなっていくような気さえする。部屋から抜け出したときだって、ベランダから飛び降りるなんてできるわけがないと分かっていて、自分は飛んでいたのだ。知らず、当然のようにできると理解していた。なぜかは分からないが、全身の機能が軒並み強化されているようだ。

「……分からないことだらけですわね」

　リリスは昂こう揚ようと自じ嘲ちようの混じった笑みを浮かべる。これが一昨日おとといまで死の淵ふちにいた令れい嬢じようの身体からだだと、誰が信じるだろうか。自分さえも信じられないくらいなのに。

　思うがままに動く身体を操る──それだけのことが、とても嬉うれしくて、楽しい。

　同時に恐ろしくもある。あの悪夢は、やはりただの夢などではなかったのだ。ベランダに残った僅わずかな汚よごれと血けつ臭しゆう、常識を越えた己の身体能力が、悪夢に確かな輪りん郭かくを与えつつあった。

　やがて森を抜け、視界が開けた。平地が広がり、その中心にぽつんと小さな教会が建っている。灰色の雲の隙すき間まから荘そう厳ごんな白光が降りて、目的地を示していた。

　光に導かれるようにして、教会へとたどり着く。門を抜け、扉へと歩み寄りながら建物を見上げる。屋根の上に、塗装が剝はげた十字架かがあった。

「ここ……ですわね」

　約束の場所。

　どくんと心臓が撥はねる。引き寄せられているという感覚。

「イリス……」

　死者の名前を呟つぶやいて、リリスは錆さびた鉄輪を引いた。古い扉が、軋きしみを上げて開いていく。

　つまびらかになったのは、粗そ末まつな礼れい拝はい堂どうだ。遙はるか天空から注ぎ込まれた陽光が、ステンドグラスを透過して虹にじ色に煌きらめいている。壮そう麗れいに照らし上げられた祭壇は、呼吸を忘れるほどの清せい浄じようさで満たされていた。

　祭壇の奥に、木製の扉があった。リリスは扉を開いて奥へと踏みいる。

　中庭に面した回かい廊ろうに出た。小さな楽園を思わせる花畑が、逆に不ぶ気き味みだった。さらに先へと進み、扉を通過、左右に部屋が並ぶ廊ろう下かに出る。天てん井じようが低い。照明がついておらず、薄うす暗い。リリスの感覚からすると、恐ろしく狭せまかった。息苦しい閉へい塞そく感。閉じこめられているという印象。黴かびと薬の匂においが鼻についた。

「寒いですわ」

　呟つぶやいた声が、いやに響く。教会内部には人ひと気けがなく、しんと静まりかえっていた。

　廊下の最さい奥おう部ぶには小窓があり、右を向くと鉄の扉があった。いかにも頑がん丈じようそうな南なん京きん錠じようがかかっている。

「…………」

　南なん京きん錠じようを摑つかみ、数秒躊躇ためらってから、力任せに引きちぎった。無ぶ骨こつな鎖くさりが、金属質の悲鳴を上げる。当然のようにできるという確信。新たに備わった己の『力』に、いつの間にか違和感を抱いだかなくなっていた。

　なんなく鉄の扉をこじ開けると、地下への階段があった。リリスは石の階段を下っていく。きわめて狭せまい。井い戸どの中を進んでいるような気分。靴くつの踵かかとが石段を叩たたく音のみが、規則的に続く。

　地階へ到達すると、目前に通路が現われた。中世の牢ろう獄ごくのイメージ。壁面には、太いパイプが幾つか通っている。床ゆかは石と鉄板が混在していて、一見して、みてくれに気を遣つかって造られた空間ではないと分かった。

（教会の地下に、こんなところがあるなんて……）

　少し進んだところに、左右一つずつ、真新しい鉄の扉がある。上階よりもずっと天てん井じようが高く、通路の幅も広い。長い長い廊ろう下かが、ひたすら真まっ直すぐに延びている。

（どこか、別の場所に繫つながっている？）

　リリスは緊張に顔を引き締めながら、まずは左の扉を開いた。鍵かぎはかかっていなかった。

　中は、二十畳じようほどの白い部屋だった。中央に銀色の寝台があり、数多あまたの機械類で埋うめ尽くされている。牢獄めいた廊下からは、想像もできない内装だった。

（うっ……）

　生なま臭ぐさい匂においが充満していた。ひどく酸味の強い、形容したくもない悪あく臭しゆうだ。

　リリスは柳りゆう眉びを顰ひそめ、鼻を押さえる。同時に、悪臭の元を見付けてしまう。

　神父服を着た、屈強な男性。以前一度だけ会ったことがある。レイオット神父だ。

　全身の肉がえぐり取られ、砕くだけた骨が露ろ出しゆつしていた。腹を開かれ、根ね刮こそぎ臓ぞう物もつを失っていた。飢うえた肉食動物に、喰い荒らされたように。率直に言えば、それは喰い糟かすだった。

「……これは………」

　神父の残骸を発見したリリスは、あまりのことに勢いよく後あと退ずさってしまう。

　悪夢の記き憶おくが、鮮せん烈れつに蘇よみがえった。リリスの首筋に嚙かみついて、血を啜すすり吞のむ少女の姿。

（まさか、あれは、食べようとしていた……？　わたくし、を……？）

　もう、わけがわからなかった。頭の中が、恐怖と混乱で滅め茶ちや苦く茶ちやになりつつあった。

　ただ一つだけ分かっているのは、いま自分が立っている現実は、あの悪夢の続きだというこことだ。はっきりさせなければならない、何もかもを。

　どうするのかは、そのあとで考えるべきだった。

　探たん索さくを続ける。

　強くかぶりを振って、深呼吸を繰り返す。乱れた吐と息いきは、まったく整ってはくれない。

「はぁ……はぁ……」

　荒い呼吸のままで、リリスは部屋をあとにした。真向かいの扉が目に入る。

　数秒の躊躇ためらいののち、扉を開く。隙すき間まから漏もれだした冷気が、ひやりと総身を這はい回った。

　部屋の気温は低い。まるで冷蔵庫の中にいるようだ。薬品の甘あまい臭におい。展開されたまま無造作に放置された車輪付簡易寝台ストレツチヤーの上に、皮膚保護剤ダーマバリアのパックが乗っている。

「……なんの部屋かしら」

　先ほどまでいた部屋と内装は似ているが、比較すると、室内を占める機械の密度がやや低く、壁面の一角が、大きな収納具になっているようだ。壁から幾つもの取っ手が生えている。その一つ一つが、縦たて開きの冷蔵庫になっているようだった。

　そして、中心にあるものが違っていた。

　銀色の寝台の代わりに、紫むらさき色の布をかぶせられた、長方形の『何か』があった。部屋の床ゆかには幾筋もの管くだがのたくっており、それらはすべて中心にある『何か』へと接続されているようだった。機械的なその様からは、何故なぜか、おぞましい生いけ贄にえの祭壇を連想してしまう。

　掛布に、小さなタグが付いている──『Irisイリス』。

「イリスの、棺ひつぎ……？」

　リリスは、息を吞のんで立ち止まる。

《貴女を待っているわ》

　あの言葉が持つ本当の意味に、気付いてしまったからだ。

　全身の肌はだが粟あわ立だち、金かな縛しばりに遭あったように動けなかった。

　一歩を踏み出すまでに、五分以上の時間を要した。足ががくがくと震え、もつれる。何度も転びかけながら、棺に近づいていく。手を差し延べて、布を摑つかみ、一息にはぎ取った。

「──────」

　棺の中には、誰もいなかった。

　布の下から現われたのは、透明な棺だった。蓋ふたを開けて、手を入れてみる。内部は柔やわらかい素材でできていて、ぐっしょりと湿しめっていた。以前は液体が入っていたのかもしれない。これが何なのかは分からない。ただ、使われた形跡があることだけは間違いなかった。

　大おお仰ぎような機械類に接続された、透明の棺クリスタル・コフイン。使われた形跡。タグに記された『Irisイリス』。

「イリスが、ここに、入っていた……？」

　言葉にしてみて、ぞくりとした。一度死んだ人間が生き返っているという矛む盾じゆん。その秘密が、この場所にあるような気がしたからだ。悪お寒かんが全身を蝕むしばんで、急速な発はつ汗かんが衣服を湿らせる。心臓の鼓動がうるさい。リリスは荒い呼吸を繰り返す。

　そのとき、背後から物音がした。

「……！」

　脊せき髄ずいが氷柱に変わったような感覚とともに、入口へ向かって振り返る。

　悪夢とまったく同じように、死者イリスが立っていた。光のない虚うつろな瞳ひとみ。死体のような無表情。

　動く死体リビングデツド。

「イリ、ス」

　呆ぼう然ぜんとリリスは呟つぶやく。口内がカラカラに乾いて、上手うまく声が出せない。

　淡い鮮緑色エメラルドの修道服。それとよく似た色合いの燐りん光こうが、イリスから立ち昇っているように見えた。死し霊りようのようにおぞましく、精せい霊れいのように美しかった。

「イリス……」

　リリスが歩み寄ろうとすると、突如、イリスが身を翻ひるがえして走り出した。

「待って‼」

　叫び、リリスは彼女の後ろ姿を追った。二人は石の階段を駆かけ上のぼっていく。

　その最中、

（──夢じゃなかった）

　胸からこみ上げてくる想いは、恐怖でなく、歓喜だった。

（よかった。わたくしはまだ、貴女あなたのお友達でいられている）

　リリスは幽かすかに笑んだ。

　事情は分からないし、とてもよくない事態が起こっているのは間違いない。

　だけど、彼女が生きていてくれる。これが悪夢の中の出来事だとしても、たとえホラー映画の怪物のように、彼女がリリスを殺すために生き返ってきたのだとしても。

　これが、笑わずにいられるだろうか。

　走る速度を上げる。あっという間に階段を上りきり、暗い廊ろう下かを抜け、中庭に出た。

　なのにイリスとの距離は縮まらない。追いつけない。二人は礼れい拝はい堂どうに至る。

　リリスは、想いを込めて叫んだ。

「イリス！　わたくし、約束を果たしにきましたわ」

「──⁉」

　その声に反応し、イリスは礼拝堂の入口で、ぴたりと停止した。

　苦しそうに、肩かたを上下させている。

「……やく、そく」

「ええ、約束したでしょう？　教会で再会しようって。……忘れて、しまいましたの？」

　おずおずと口にして、リリスは、背を向いたままのイリスに、ゆっくりと近付いていく。

「やくそく……」

　イリスは幼児のように拙つたない、消え入るような囁ささやきを漏もらす。身体からだを搔かき抱いだいて、ぶるぶると震えている。まるでやまない雨に、打たれ続けているかのように。

　いったい彼女に何が起こっているのか、リリスにも分からなかった。

　ただ、こう思った。ああ、これはあの時と同じだ、と。彼女と、初めて出会ったあの時と。

「まあ、相変わらず忘れんぼですのね、貴女あなた。なら、何度でも思い出させて差し上げますわ」

　だからかもしれない、自然と言葉が口をついて出た。

「貴女あなたはイリスよ」

「……」

「お気に召めさない？」

　修道服の少女はこちらに背を向けたまま、ふるふると首を振った。

　彼ひ岸がんに向かおうとしている友人を、此方こちらへと呼び戻そうとするかのように、必死に、優しく、心を込めて言葉を紡つむいでいく。そうしなければならないと思った。

「虹にじの女め神がみさまとおそろいですのよ？　素す敵てきでしょう？　初めて会った時に、わたくしが付けてあげましたの。貴女あなた、とっても気に入ってくれましたのよ？」

　彼女の身体からだを、リリスは後ろから抱だき留める。もう離ればなれにならないように。

　イリスに触ふれた瞬しゆん間かん、左胸の内側で『イリスの心臓』が激しく軋きしんだ。先ほどまでとは比較にならない激痛がリリスを襲う。だけど、離さない。離せるわけがない。

　イリスの身体は、ひんやりと冷たかった。暖まるように、より強く抱きしめる。

　腕うでの中で、背を向いたままの彼女が、母に甘あまえる子供のように呟つぶやく。

「…………あったかい」

　強い震えが、腕に伝わってきた。たぶん、自分と同じように、イリスも痛みを感じているのだろう。それでも彼女の声は安らかだった。

「そう、よかった」

　激痛の中で、しばらくそうしていた。ずっとそのままでいたかった。

　いつの間にか、自分が涙を流していることに気付いた。きっと、すごく胸が痛かったから。だって他ほかに泣く理由がない。こうして親友と再会できて、これからも一緒にいられると喜ぶべきところなのに。どうして哀かなしい涙が止まらないんだろう。

「……ぅ、う……」

　腕の中で嗚お咽えつが聞こえ、リリスのそれと重なった。

「……イリス、どうして泣いているの？」

「わたし……ろしちゃった。しんぷさま……おとうさんだったのに……わたし……わたし……」

「……っ！」

　その先を言わせないように、強引に振り向かせて、彼女の顔を強く胸に抱いた。

　いま、リリスは、何も聞かなかった。聞き取れなかった。

　そして何も言えなかった。彼女のために言ってあげられる言葉なんて、自分の中には、何一つありはしなかった。だけど、何か、何か言わなければならない。そうしなければ、きっとイリスは、あちら側からもう戻って来られなくなると強く思った。そんなのは駄だ目めだ。とても耐えられない。

「イリス」

　両肩かたに手を置いて、そっと身体からだを離す。宝石エメラルドのような彼女の瞳ひとみを、しっかりとのぞき込む。

　いまにも消え入りそうな意志の光が、弱々しく、しかし確かに灯ともっていた。

　イリスは、まだ、ここにいる。消えかけている親友に向けて、リリスは願った。懇こん願がんした。

　決して彼女のための言葉ではなかった。

「一緒に帰りましょう。わたくしの病気が治ったら──って、あんなにたくさん約束したじゃありませんの。まだ、一つも果たしてもらってませんわ」

「かえ、る……？」

「そう、帰るのですわ……！　こんな悪夢の中から、今すぐに！」

「もう、おそいよ」

「遅くなんて……！」

　そこで、一いつ瞬しゆん、言葉が止まった。

「あ、……ああああ…………くる」

　イリスが自らの身体からだを抱だきしめて、さらに強く震え始めた。

「⁉」

　リリスも、なにがくるのか、とは問わなかった。直感的に、分かったからだ。

　おそらくは、イリスが感じているものと同じ──とてつもなく嫌いやな予感。

　ずしん、と重力が何倍にもなったような感覚。とても立っていられない。

『イリスの心臓』が、泣き叫んでいる。今すぐ逃げろ、と。

　二人はともに苦痛にうめき、うずくまりながら、脅きよう威いの元げん凶きようの登場を見届けた。

　それは、礼れい拝はい堂どうの最さい奥おう部ぶ、開け放たれた扉から現われた。

　全身が帯電していて、身体の至るところで紫し電でんの火花が弾はじけていた。

　靴くつを履はいていない素足で、赤い足跡をつけながら、べちゃり、べちゃりと歩いてくる。両手と顔面の下半分は真まっ赤かに染まっていて、粘ねん着ちやく質の液体を滴したたらせていた。

　人の形をした獣だった。それも、食餌を終えたばかりの。

　獣じゆう人じんはこちらに向かって歩み寄りながら、驚くべきことに、人間の言葉を口にした。

　粗そ暴ぼうで野や卑ひな響きを持つ、自じ嘲ちようめいた声で、

「チ、電池切れだ」

　呟つぶやいた途と端たん、彼女から感じていた圧力が急速に失うせていった。紫電の瞬またたきが消え、獣けものの耳がしおれるように倒れ、とろんと瞳ひとみが眠ねむそうな半目に変わる。

　大きなあくびを一つしてから、こちらを見た。

「くあ……フラフラいなくなったと思ったら……んなところいたのかよ、イリス。アンタがどっかいっちまうもんだから、第九研究室の連中は、オレが一人でやっちまったぜ」

「……誰！」

　混乱を押し殺し、リリスが叫ぶ。

　瞬しゆん間かん、獣じゆう人じんの姿がかき消える。そしてさらに次の瞬間には、リリスの目の前にいた。

「⁉」

　リリスは驚き、目を見張る。

　獣けものめいた女は腰こしに手を当て、ぐっと顔を突き出してくる。こちらの顔を覗のぞき込むように。

「アンタこそ誰だ。ご同類か、え？　何番だ、オイ？」

「なにを……言っているの……？」

「クハ、なるほどな──なりたてってワケか。なんでもいい、ついでだ、殺してやるよ」

　嘲ちよう弄ろうするように言って、女はリリスを、イリスから引き剝はがすように蹴けり飛ばした。

　リリスは長机を粉ふん砕さいしながら吹き飛び、石の壁面に激突する。背と腹に貫かれるような激痛が走り、ぐらぐらと視界がゆらいだ。

　だが、

「ぐ……う……」

　背が壁にめり込むほどの衝しよう撃げきに、リリスは耐久していた。ずるずると力なく頽くずおれながらも、意識を保ったまま、女を睨にらみ据すえることさえできた。

「やめて……やめ、て！」

　先程の衝しよう撃げきで床ゆかに転がっていたイリスが、切せつ羽ぱ詰つまった声で叫んだ。

　女がイリスを一いち瞥べつし、首を横に振る。

「バァカが！　それはこっちの台詞せりふだぜ、イリス。教えてやる、抜け殻だったアンタをいま辛かろうじて生かしている『心臓』は、クソジジイの特別製だ。あの神父から奪った『九番目のナインススフィア』に加え、とっておきの洗脳機能つきのな。逆らえば脳が死ぬぜ。抗あらがうのをやめて力を抜けよ、それで楽になれる──何もかも忘れて、仲良くやろうぜ、なァ？　『九番目ナインス』、よ！」

　そこで、リリスが会話に割り込んだ。

「なにを……言っているのか、さっぱり分かりませんけれど……」

　咳せき込み、歯を食いしばって立ち上がる。

「イリスは、わたくしが連れて帰りますわ。引っ込んでいなさい、貴女あなた……！」

　リリスは怒っていた。目の前の女に対して、ではない。

　この理解しがたい事態そのものが、自分から親友を奪おうとする何もかもが許せなかった。

　燃えるような真しん紅くの視線に貫かれ、獣の女は失笑した。

「ハ、身の程を知れよ──」

　女は凄すさまじい速度で間合いを詰め、壁際でふらつくリリスの美び貌ぼうめがけ、

「ゴミが‼」

　粗そ雑ざつな動作で蹴けりを突き込む。顔面を滅め茶ちや苦く茶ちやに潰つぶさんと放たれたそれを、間かん一いつ髪ぱつ、リリスは首を傾けて回かい避ひした。意識したわけではない。身体からだが勝手に動いていた。

　恐ろしく長い美脚が、背後の壁に突き刺さる。

「⁉　っとォ」

「くっ──穢けがらわしい」

　淫みだらに晒さらさられた局部を眼前に、リリスの反射神経は無意識で右腕うでを駆く動どうさせ、居い合あい斬ぎりのように手しゆ刀とうを薙なぎ払った。

「ハッ、遅ェ！」

　空振り。女は後方宙返りで手しゆ刀とうをかわす。が、完全にはかわしきれなかった。刃やいばと化して振るわれたリリスの指先には、いつの間にかカードが挟まれていて、斬ざん撃げきの間合いを僅わずかに伸ばしていたからだ。

　ハートの女王が、黒猫ねこめいた尾を半ばで斬きり落とした。

　次の瞬しゆん間かんには、まるで見間違いであったかのように、カードは消え失うせている。

　刹せつ那なの顕けん現げん。十二番目トウエルフスの片へん鱗りん。礼れい拝はい堂どうが戦場へと変わる。

「ヒャハッ──やりやがったな！」

　軽やかに着地を決めた女は、嬉うれしそうに嗤わらう。切断された尾を自ら引きちぎって放り捨て、胸元から奇き妙みような器具を取り出した。拳けん銃じゆうの銃じゆう身しんに太い針を取り付けたようなものだ。

　やおら女は、針をこめかみに、深々と突き刺し──

「謝々シエイシエイクソ女アマありがとよ。アンタが痛めつけてくれたおかげで、充電の条件が整った」

　トリガーを引いた。瞬間、大出力スタンガンから高圧電流が迸ほとばしり、女の全身に通電した。

「ッハァ！　たまらねえ‼　ク、ハ！　ハハハハハハ──‼」

　女は青い電流に蝕むしばまれながら、高らかに哄こう笑しようする。頭頂で獣けものの耳じ朶だが立ち上がり、眠ねむ気けに蕩とろけていた瞳ひとみが、かっと開く。彼女の気配が急激に増大し、瞳どう孔こうが縦たてに裂さける。

　そして電流の色が変わった。より濃密に、禍まが々まがしく、苛か烈れつに迸ほとばしる紫し電でんの炸さく裂れつ。

　器具に依よらず、自ら放電している。雷を帯びた手で、スタンガンを握り潰つぶす。

「ハ！　これでまあ、三割ってとこか？　腹八分にもなりゃしねえ」

　いまや女は、先ほどリリスが『脅きよう威いの元げん凶きよう』と認識していたときと同様の圧力を取り戻していた。周囲の重力が、何十倍にも増したかのような威圧感を放っている。

　轟ごう雷らいを纏まとう獣が、眼前に聳そびえ立っていた。あまりにも圧倒的だった。

「……っ」

　まさしく蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのごとく、リリスはすくみ上がった。苦く悶もんに左胸を押さえ、前傾姿勢になる。押し潰つぶされそうな存在感に圧され、いまにも床ゆかに膝ひざをつきそうだ。

「化ばけ物もの……⁉」

「──ご名答。化物さ、オレは。けど、それはあの女も一緒だ。そして、アンタも」

　二人の視線が、一いつ瞬しゆん、床で蹲うずくまるイリスに向く。

「なにを、言うの」

「おいおい──しらばっくれンなよ。なりかけとはいえ、言葉でなく、ここで分かっているはずだぜ？」

　女は自分の左乳ち房ぶさを鷲わし摑づかみにして、獰どう悪あくに牙きばを剝むいた。

　彼女の言うとおりだった。この敵を消し去らなくてはならないという脅きよう迫はくめいた感覚が、心臓から血流に乗って全身を巡っているのが分かる。

　敵てき──目の前にいるこの女と、そして、イリスを、だ。

　だからリリスは首を振る。心臓の叫びを認めるわけにはいかなかった。

　内心の怯おびえを必死で押し殺し、言葉を紡つむぐ。

「……いいえ、分かりませんわね。……イリスは、わたくしの大切な友人ですもの。貴女あなたのいうような、そんなものじゃない」

「ケッ、カスがでかい口聞いてんじゃねえよ」

　女が、すっと右手を前に突き出すや、その掌てのひらから稲いな妻ずまが迸ほとばしった。

　轟ごう音おん、青い閃せん光こう。リリスの背後、礼れい拝はい堂どうの一角が爆ばく裂れつし燃え上がる。

　リリスの絶叫──雷らい撃げきが左肩かたを掠かすめていた。正座をするように頽くずおれる。一いつ瞬しゆんの激痛、すぐさま全身の感覚が麻ま痺ひし、数秒経たってから、思い出したように地じ獄ごくの苦痛が襲ってくる。

「う……あ、あ」

　悲鳴さえも上げられない。皮肉にも、意識を保ったまま雷撃に耐久してしまったがゆえに、自分の肉が焼け焦げる感覚を余すところなく享きよう受じゆしてしまう。常人なら即死の一いち撃げき。脆ぜい弱じやくな人間が感じることのできない、ありえない痛み。

「ハ、痛いか？　そりゃよかった、もっとやってやろう」

「……ひ、っ」

　リリスは弱々しい悲鳴を漏もらす。

　あまりにも規格外な暴力の顕けん現げん。それが、リリスの心を叩たたき折っていた。

　心臓は、もはや張り裂さけんばかりに警けい笛てきをかき鳴らし続けている。

　逃げろ、イリスなど見捨てて、いますぐ逃げろ──と。

　もう、限界だった。先ほどまであった強い気持ちが、根ね刮こそぎ萎なえきっていた。ぺたんと無様に頽れたまま、震える身体からだを搔かき抱いだいて嗚お咽えつを漏らす。

　失禁しなかったのが不思議なほどの恐怖。

　女が、リリスを指差して爆ばく笑しようする。

「ク、ク！　なんてザマだ、情けねえ──本当にゴミだな、アンタ！」

「う、う……」

　何も言い返せない。動けない。女が近寄ってきて、血ち濡ぬれの足で側頭部を踏みつけられた。「……ひい……ひっ……」

　きしきしと頭ず蓋がいが軋きしむ音を聞く。腹を蹴けられる。内臓が破裂し、血反吐へどを吐はいた。涙と吐と瀉しや物ぶつを零こぼしながら、床ゆかの上で痙けい攣れんする。それでも意識だけは明めい瞭りようで、死にたくなるほどの苦痛と屈くつ辱じよくが、克こく明めいに肉体と記き憶おくの奥底に刻み込まれていくのが分かった。頭の中はすっかり恐怖で真っ黒に塗り込められ、他ほかのことはもう──イリスの安否さえもだ──何も考えられなかった。

　蜃しん気き楼ろうのように歪ゆがむ視線の先で、蹲うずくまるイリスと目が合った。彼女は、光彩のない濁にごった瞳ひとみでこちらを茫ぼう洋ようと眺ながめながら、自ら腹部に十指を喰い込ませていた。

　妊にん婦ぷのように、息を荒くしている。嫌いやな予感──背筋が凍こおり付くような。

「つまらねえ。くだらねえ。これだけやりゃあ、キレて覚かく醒せいするかと思ったが──とんだ期待ハズレだった。クソ雑魚ざこが、もう死ねよ」

　猫ねこのような女は、右手の五指を曲げてごきりと鳴らす。その指先から鋭利な爪つめが伸びた。

　凶きよう器きと化した爪を舐なめて、瞳孔が裂けた猫目キヤツツアイがリリスを見み据すえる。

　ぞくりという悪お寒かん。

（──殺される）

　死の感かん触しよくが背筋を伝う。

　イリスの身体からだに異変が起きたのは、

「痛──ひ、やっ……あ、っ……ふ──」

　その刹せつ那なだった。

「イヤああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　血飛沫しぶきが舞い、魂たま消げるような絶叫が礼れい拝はい堂どうに轟とどろく。

　蹲っていたイリスの腹が裂けて、細長い蛇へびのような『何か』が勢いよく迸ほとばしり出た。

　[image: ]ぃじゅるるるるるるるるるるるぅっ──という、怖おぞ気けが走る粘ねん着ちやく質の異音。

　少女の体内を蹂じゆう躙りんし、肉を削けずりながら顕けん現げんしたそれは、血ち塗まみれの『鎖くさり』だった。

　臓ぞう腑ふのごとき艶つややかさと拷ごう問もん具ぐめいた外け連れん味みを持つ、おぞましい武装であった。

「あぁぁぁぁ！　あぁぁぁぁぁあああぁぁ！」

　イリスの悲鳴──彼女の苦痛を糧かてとしているかのように、『鎖』は歓喜の異音を轟かせながら、止めどなく溢あふれ出てくる。

「あァ⁉　勝手に出てきて、勝手に動く武器──？」

　そして『鎖』は主あるじの血液を滴したたらせ、それ自体が意思を持つ触しよく手しゆのように蠢うごめき、大だい蛇じやのごとく獣じゆう人じんに躍おどりかかった。

「狙ねらいは、オレか！」

　あっという間に女の全身に巻き付いた『鎖』が、旗袍チヤイナドレスを締め上げる。

　だが彼女の表情に焦しよう燥そうはない。逆に嬉うれしそうに表情を歪ゆがめる。

「ハッ──面白え！　引き千ち切ぎってやる……！」

　哄こう笑しようとともに女が両腕うでに力を込めるや、ぎしぎしと『鎖くさり』が軋きしみ始めた。のみならず彼女が纏まとう紫し電でんが『鎖』を伝導して迸ほとばしり、イリスを打ちのめす。

「……ぎ……あ……！」

　少女の肉体を引き裂きながら、無限に引き摺しぼり出されていく『鎖』。

　そこにもたらされた新たな苦痛──雷らい撃げき。

　二重の責め苦に、イリスは泣き叫びのたうち回る。だが『鎖』の拘こう束そくは緩ゆるまない──どころかさらに力強く躍り上がり、雷らい獣じゆうを拘束したまま壁面に叩たたき付けた。

　石材が砕くだけて陥かん没ぼつする。長身をくの字に折り曲げて、女が吐と血けつ。

「ガハ──ッハァ！　損傷蓄ちく積せきで強化ブーストされる、半自動セミオート攻撃だァ？　ハ、趣味が悪ぃな、オイ」

　四方八方に連続して叩たたき付けられながらも、強引に『鎖』を引き千ち切ぎろうとする女。

　雷撃、そして自ら生み出した『鎖』に、嬲なぶられるイリス。

　そんな凄せい惨さんな光景を前にして、リリスは──

　何もできなかった。

　自分が人ならぬ『力』に目覚めつつあることは、なんとなく分かっていた。だが、それでも、どうしようもなかった。眠ねむっている『力』を引き出せたとしても、目の前の化物どもにはまるで通用しないと、無意識で理解していたからだ。

　できたのは、ただ、その成り行きを震えて見ていることだけだった。

「逃げて……今のうちに……」

　イリスは必死の形ぎよう相そうと、切せつ羽ぱ詰つまった声で訴えた。正気を取り戻した声だった。

　それなのにリリスは、親友に背を向けて逃げることさえできない。

　眼前で繰り広げられるおぞましい戦闘が、恐ろしかった。

　雷かみなりを纏まとう獣じゆう人じんが恐ろしかった。そしてそれよりもなお、イリスが恐ろしかった。

　この場でもっともリリスを恐怖させているものは、大切な親友その人だった。

　リリスはイリスを見ていた。

　イリスもリリスを見ていた。

　あとになって何度も想おもう──このとき、自分はどんな表情をしていたのだろう。

　そしてそれを、イリスはどんな気持ちで見ていたのだろう。

　イリスは一いつ瞬しゆん、泣くのをやめて、諦あきらめたような微笑を作った。

　涙と鼻汁と吐と瀉しや物ぶつに塗れた汚きたならしい笑顔で、この期ごに及んで、いつものように、こう呟つぶやいた。

「ごめんね」

「……っ」

　自分の醜みにくい心を、見通されたと思った。彼女に対して湧わき上がる恐怖を、悟さとられてしまった。

　それがどれほど、ぼろぼろになっていたイリスの心を傷つけただろう。

　激しい後悔と、自責の念が渦うず巻まいた。

「逃げて──リリス」

「はぁ……はぁ」

　だが、それゆえにリリスは、萎なえきった心を、ここで再び起きあがらせることができた。

　正常な思考力が戻り、いま自分が何をするべきか、吟ぎん味みする余力を獲得した。

（わたくしには、どうすることも……できない。だけど）

　イリスを置いて、ここで自分だけ逃げるわけにはいかない。

　恐怖を振り払いそう結論したとき、床ゆかにみっともなく頽くずおれていたリリスを、抱かかえ上げるものがあった。あの獣じゆう人じんでも、イリスでもない、第三者だ。

「なっ、誰⁉」

　突然影のように現われた人影。その肩かたに片手で抱かかえ上げられたリリスは驚き、闖ちん入にゆう者の姿を見定めようとする。

　鋼はがね色の髪かみと灰色の瞳ひとみを持つ、黒衣ノースリーブの少女だった。まったく気配がない。姿は確かにそこにあるのに、声も聞こえるのに、注視しなければその存在を知覚できない。『影のような』という比ひ喩ゆがこれほど当て嵌はまるものもいないだろう。

「……六番目シクスス」

　誰かに似ている彼女は、無感情に名乗りを上げて、外に向かって歩み始めた。この場から遁とん走そうしようというのだろうか。

「ハ──逃げるのか？」

　獣人がその様子を激しい視線で見とがめたが、イリスの『鎖くさり』への対処で手一杯で何もできない。

「──離しなさいっ！」

　リリスもまた、六番目シクススの肩かたの上で身を捩よじった。だが、華きや奢しやな矮わい軀くからは想像もできない腕わん力りよくが、身体からだを締め付けて離さない。ものでも扱うように回収されて、そのまま教会から連れ去られる。まるきり問答無用だった。逃げるわけにはいかないのに、せっかく会えた親友を置いてけぼりになんてしたくないのに──

「イリス、わたくしは……！」

　そうやって、恥ずべきことに、リリス・グラムは生しよう涯がい初めての戦闘を生き延びたのだ。




　　　　　　†




《イリス、わたくしは……！》

　あのとき、自分は何を叫びたかったのだろう。何を伝えたかったのだろう。

　もう思い出せない。ただ、イリスがあのあと最後に言った言葉だけが、胸に焼き付いている。

《きっと、また逢あえるよ。だから、泣かないで──》

　あのときの自分には、都合のいい逆転も、奇き蹟せきも、何一つ起きなかった。

　当然のように、正しく自分の実力どおりの結果しか、起こらなかった。

　親友を見捨てて、無様に生き長らえてしまった。イリスを助けることは──できなかった。

　だが──だからこそ、だ。

　この最悪の体験によって、リリス・グラムは鍛造された。

　脆ぜい弱じやくな令れい嬢じようは死に、新たな自分へと生まれ変わった。

　だから、もう、いらない。

　都合のいい逆転も、奇き蹟せきも、悪運も、強運も、覚かく醒せいも、救援も──そんなものは何一つ、これからの自分には必要ない。幾万の不幸が降り注ごうと、悪夢のような理り不ふ尽じんに襲われようと、常に揺るがぬ圧倒的な『力』をもって、当然のようにねじ伏せてやると決めた。もう二度と同じことは、繰り返さないと決めた。何が起ころうとも、敵てきがどんなに強大であっても──

　勝つべくして、勝てるように。

　反逆の改造人間キリングドール、十二番目トウエルフスの誕生秘話。その、序章。

　実に無ぶ様ざまな、物語の幕開けだった。




　──二年の歳さい月げつが流れた。

　その間に、ベッドに伏していたときは想像すらできなかった幾つかのエピソードがあった。

　加か賀が見みとの取引。六番目シクススとの戦闘訓練。あの獣じゆう人じん──四番目フオースとの再戦。

　組織への反逆。第一研究室との戦闘──一番目のフアーストスフィアの獲得。三番目のサードスフィアの獲得。

　九条院アリスサーテイーンス、鬼おに百合ゆり三み月つきとの出会い。夢にまで見た、ごく普通の学校生活。

　そして、現在。

　遙はるか東方の島国へとやってきていたリリスは、己を追う四番目フオースと、三度目の邂かい逅こうを果たす。

　イリスが好きだと言っていた、雨が降る日のことだった。




　　　　　　†




　激しい雨が降り注ぐ、夜の自然公園──

「今すぐアンタをブチ貫ぬいて──今度こそ消し炭ずみにしてやんよ」

　四番目フオースは樹上から跳ちよう躍やくし、広場へと着地した。

　異様な風ふう体ていの女だった。すらりと細い長身に青く煌きらびやかな旗袍チヤイナドレスを纏まとい、黒髪かみを腰こし元まで伸ばしている。頭部には獣けものの耳じ朶だがあり、臀でん部ぶからは黒猫ねこのような尻尾しつぽが生えていた。

　合成獣キメラである。異い形ぎようの少女は右腕うでを避ひ雷らい針しんのように天高く翳ひるがえし、武装を召しよう喚かんした。

「オォォォォォォッ迅じん雷らいィィィィィィィィィィッ‼」

　右腕うでに雷かみなりが落ち、武器の輪りん郭かくが形成されていく。

　それは、青竜刀だった。長なが柄えの先についた分厚い刀身に、バチバチと迸ほとばしる紫し電でんを帯びている。まるで彼女そのものを表すかのような、獰どう悪あくな雰囲気を湛たたえた武器だった。

「貴女あなたは、いつ見ても派手で──荒々しいですわね」

　雷の刃やいばを携たずさえた獣じゆう人じんに対するは、銀ぎん髪ぱつ赤せき眼がんの少女だった。シンプルな白帽子ホワイトハツト、提灯袖パフスリーブの白カットソー、スリムなシルエットのデニムパンツ、低い踵ヒールのパンプスという、今の今までデートでもしていたような恰かつ好こうをしている。

　リリス・グラム。外法の研究を行う組織に反逆する──十二番目の改造人間キリングドールである。

　リリスが右腕を振った瞬しゆん間かん、腕に巻き付くように無数のカードが出現した。腕の周りをくるくると高速で回るそれらは、銀色に光る五十二枚のトランプだ。虚こ空くうでシャッフルされたカードがリリスの指先で一枚に収しゆう斂れんする。

「おいでなさい──イクリプス」

　選択されたカードが眩まばゆい光を発し、少女の右手で武器の形に変形する。

　顕あらわれたのは極大の片かた刃ば戦せん斧ふだった。紫むらさき色の燐りん光こうを帯びた凶きよう刃じんは、柄つかを握った手元まで届くほど奇怪な形状に湾わん曲きよくしている。全体に仰ぎよう々ぎようしいオカルティックな装飾が施されており、刃部分を除き色は黒に近い濃のう紫し。

「四番目フオース……貴女あなたのすべてを溶とかして差し上げますわ」

　リリスは長柄の中心を片手で摑つかみ、頭上で旋せん回かいさせる。唸うなりを上げる斧ふ刃じんから毒の旋せん風ぷうが発生し、周囲の木々を切り刻みながら腐ふ食しよくさせていく。




『十二番目トウエルフス』と『四番目フオース』──二体の殺さつ戮りく兵器はともに武装を召しよう喚かんし、戦闘状態に突入した。




　大気が鳴動し、かっと青い閃せん光こうが瞬またたいた。

　天空から雷の雨が降り注ぐ。

　四番目フオースが持つ『迅じん雷らい』は、幾種類かの攻こう撃げき手段を備えているが、そのどれもが『雷』を利用するものだ。高威力、広範囲、超超速度の攻撃を可能とし、何より連射が利くのが特徴だ。

　中距離戦において──いや、そんな制限で括くくる必要もなく、最高の火力を誇る武器である。

　リリスはジグザグにバックステップを繰り返し、雨あられと襲いくる雷らい撃げきを避けながら、大きく間合いを離す。大おお雑ざつ把ぱな広範囲攻撃は、かすりもしなかった。

「残念、当たりませんでしたわね。ふふっ、夜目の利く貴女でも、この霧きりの中では狙ねらいを付けるのが難しいでしょう」

　夜の公園を、酸の濃霧が覆おおっていた。リリスが振るう大戦斧『イクリプス』の能力だ。

　敵てきの命中精度を低減させるとともに、近付くものを溶解せしめる、攻防一体の武器であった。

　輝く霧きりの向こう側で、四番目フオースは愉たのしそうに笑う。

「──ハハッ、マジかよ。そりゃあ『三番目サード』の武器だろうが」

「あら、これは先日譲ゆずり受けまして、今はわたくしのものですのよ」

　大だい戦せん斧ふを片手で構え、リリスは右耳のピアスに触ふれた。宝石の代わりに嵌はまっているのは、紫し光こうを帯びた『三番目のサードスフィア』だ。他ほかのスフィアを身に付けることによって、自らの性能を向上させていくことができる──『十二番目トウエルフス』のみが持つ特殊機能だった。

「『統合型』──敵てきの武器を奪うって？　ハッ、よくある設定じゃねえか、大したことねえよそんなもん」

　台詞せりふと同時、正面から真まっ直すぐに五条もの稲いな妻ずまが飛んできた。『迅じん雷らい』の刺し突とつが、四番目フオース自身が放つ雷撃を増幅・収束──高密度の矢と化して撃ち放つ。

　乱れ撃たれた稲妻が、酸の霧アシツドミストを突き破って飛来する。

「ふっ──」

　リリスは横っ飛びしながらイクリプスを振るい、雷らい撃げきを薙なぎ払う。四番目フオースとの戦闘はこれで三度目──敵てきの攻こう撃げき手段を知り尽くしているがゆえの、予知能力同然の対応であった。さらにリリスは大だい戦せん斧ふを上空へ向けて跳はね上げる。苛か烈れつ極まりない四番目フオースの攻撃が、これで止やむはずがない。つまり──

「バレたか」

　果たして敵は上にいた。四番目フオースは酸の霧アシツドミストに怯ひるむことなく追つい撃げきを敢かん行こうし、野や猿えんのごとく上空から躍おどりかかってきたのである。

　ギイン──！

　大戦斧と青せい竜りゆう刀とうが火花を散らし、鍔つば迫ぜり合いの体勢になった。

　四番目フオースの顔が間近にある。互いの呼気さえ感じられる距離だ。リリスの眼前で、瞳どう孔こうが縦たてに割さけた猫ねこ目めが爛らん々らんと輝いている。

「ようは、今のアンタは三番目フエレスと同じ性能ってことだろ」

「いいえ──それは違いますわ。貴女あなたは勘かん違ちがいしている」

　リリスはぐっと足を踏み込み、両腕うでに力を込めた。

「はぁッ！」

　気合い一いつ閃せん、振るわれた大戦斧が青竜刀を弾はじく。

「──ク」

　四番目フオースは鋭い牙きばを剝むき出しにして、幽かすかに嗤わらった。弾かれた刃やいばの勢いを、腕わん力りよくのみでねじ伏せて薙ぎ払う。リリスの首を狙ねらう袈け裟さ斬ぎりだ。

　轟ごう、と唸うなって迫せまり来る青竜刀を、大戦斧が受け止める。再び火花が散り、今度はお互いが弾かれた。ざ、と両者の足が大地を嚙かみしめる。戦いは、そのまま広場を舞台とする接近戦へと流れていった。

　一合、二合、三合──剣けん戟げきは絡からみ合いながら速度を増していく。

「いいね、悪くない。やっぱりアンタ、銃じゆうなんぞよりも、こっちの方が向いてるよ」

「ええ、でも、この武器──どうにも馴な染じめませんわ。えげつなくて、気分が悪くなってきますもの」

　軽やかな口調とは裏腹に、斬きり合いは凄せい絶ぜつだった。斬ざん撃げきの度に稲いな妻ずまが走り、毒の旋せん風ぷうが巻き起こる。両者が一言を交わす間──すでに十合を越えた攻防が、少女たちの全身を傷だらけにしていた。

　酸に蝕むしばまれ、旋風に切り裂さかれ、雷らい撃げきに灼やかれ──しかし互いに決定的な一いち撃げきを与えられぬまま、状況は続く。このままならば、イクリプスが発生させた酸の霧ダメージゾーンの中にいる四番目フオースの方が不利であろう。

　が、

（一いつ瞬しゆんたりとも、気は抜けませんわね）

　あの雷撃には、多少の有利など一撃で引っ繰り返すだけの威力がある。それをリリスは身をもって知らしめられている。絶対に直ちよく撃げきを受けるわけにはいかなかった。

　ふいに、四番目フオースが牙きばを剝むいて哄こう笑しようを漏もらす。

「ハ、強ェ強ェ──！　初めて会ったときは、あんなにザコだったのになあ、アンタ！」

　四番目フオースはひときわ深く踏み込むや、大振りの一撃を振り下ろす。防ぼう御ぎよを無視した狂乱の斬ざん撃げき。リリスはそれを、斜めに翳かざした斧ふ刃じんで受けて捌さばく。一歩を踏み込み、反撃の横よこ薙なぎ。

　大だい戦せん斧ふの斬撃が、前方百八十度を断だん裂れつさせる──空振り。

　アクロバティックな宙返りで身をかわす四番目フオース。

「二度目に会ったときは、大分マシになってやがったな。たいした成長ぶりだ。スゲエ迫力だった。あのときのことが──そんなに悔くやしかったのか、え？」

「──ええ、でも、勝てませんでしたわ」

　追つい撃げきを放つべく、リリスはさらに踏み込んでいく。

　軽やかに迎え撃うつ四番目フオース──雷かみなりを帯びた剣尖が、瞬しゆん時じにＺの軌き跡せきを描いて大戦斧と激突。

　両者は苛か烈れつに斬撃を撃ち合いながら、会話を続ける。

「あれから一年だ。オレから無様にとんずらこいたアンタは、組織の研究施設をブッ潰つぶして回ってたらしいじゃねえか。そのせいで第一研究室は壊かい滅めつだってな。ハ、それで？　成果はあったかよ」

「あら、なんのことですの？」

「ハ、ハ！　とぼけんなって、さんざん逃げ回ってたアンタが、こうやってオレと戦ってるってことは、だ。勝ち目があると踏んだわけさ。その根拠は何だ？　いまアンタがブン回してるどぎつい『斧おの』なんか──じゃあねえよなあ？　え？　なにか『切り札』があるんだろう──いいぜ、オラ、ブッ潰してやるから出してみろよ」

「急せかさないでいただけますかしら。あとでちゃんと見せてさしあげますわ」

「ハ」

　四番目フオースが、大きく息を吸い込んだ。

「なら、もったいぶったまま死ね‼」

　敵てきの口こう腔こう内に、紫し電でんの瞬またたきを見て取った時は遅かった。

「⁉」

　四番目フオースは口から雷らい撃げきを放射した。

　リリスは咄とつ嗟さに顔を防御しつつ、力強く地を蹴けって後方に跳とんだ。

「くっ」

　直撃こそ避けたものの、半身を雷かみなりに晒さらされてしまった。服が焼け、身体からだが痺しびれる。しばらくは先ほどまでのような動きはできないだろう。だが、耐える。以前のようには、ならない。

「アハッ──！」

　四番目フオースは高らかに哄こう笑しようして跳ちよう躍やく、逃のがれるリリスに追いすがり、再び口から稲いな妻ずまを吐はく。リリスはそれを無理にかわそうとせず、身体からだを捻ひねり、相討うち覚かく悟ごでイクリプスを投とう擲てきした。

　リリスの肩かたを稲妻が抉えぐる。

（痛っ──けれど）

　高速で巡回転ドライブする大だい戦せん斧ふが、酸の暴風を噴ふき荒らしながら標的を狙ねらう。四番目フオースはそれを青せい竜りゆう刀とうで受け止めようとしたが、受けきれず刀かたなごと後方に弾はじかれる。

「ギッ──！」

　吹き飛ばされながら宙ちゆう転てんし、体勢を整えようとする四番目フオースに向かって、リリスは右腕うでを突き出した。再びカードがシャッフルされ、選択される。

「シルヴィア、バレル『αアルフア』」

　右手に顕あらわれた新たな武器シルヴイアは、長く優美なフォルムを持つ白銀の拳けん銃じゆう。

　片手でトリガーを引くや、銃じゆう口こうに銀色の光が収しゆう束そくし、無数の光線が発射された。前方に広がる光のシャワーは、その一本一本が細く長い銀の針だ。

「チッ！」

　逃れようのない散弾が旗袍チヤイナドレスを蹂じゆう躙りんする。さらに四番目フオースの背後から、イクリプスがブーメランのように旋せん回かいして戻ってきた。

「くおおっ！」

　酸の旋せん風ぷうに灼やかれ、針しん弾だんの嵐を受けながら、四番目フオースは地に四し肢しをついて跳ちよう躍やくする。弾だん幕まくから逃れるべく、森林の暗くら闇やみへと飛び込んでいく。

「逃げられるとお思い？」

　手元に帰ってきたイクリプスを左手でキャッチし、リリスはシルヴィアを『α』から『ζゼータ』へと機能を変更バレルチエンジ。銃口から生成される針弾の数が減り、代わりにやや太くなる。追尾機能を帯びた三条の光が、大きな弧を描いて敵てきを追う。

「燻いぶりだして差し上げますわ」

　リリスは自らも林に踏み込み、『αアルフア』と『ζゼータ』を切り替えながらトリガーを連射する。さまざまな機能を持つ『シルヴィア』の特殊弾を使い分けた射撃戦こそが、彼女の常じよう套とう戦術だ。

　現在、戦場である森林は、『イクリプス』が発生させた酸の濃霧と夜の暗くら闇やみに覆おおわれ、お互いの命中精度が激減していた。この状況、四番目フオースからすれば、近づいて斬きり付けるのが最善手であろう。だがそのためには、またしても酸の霧ダメージゾーンに侵入する危険を冒おかさなくてはならない。

　フェレス・Ｂ・フレイアが得意としていた、難なん攻こう不ふ落らくの防ぼう御ぎよ陣じんであった。

（『シルヴィア』と『イクリプス』の相乗効果シナジイは、なかなかのようですわね──）

　きわめて命中精度の高い、散さん弾だんと追尾弾を交互に撃ち込みながら、リリスはほくそ笑んだ。

　四番目フオースは勘かん違ちがいをしていた。

『統合型』の本領は、『さまざまな武器を使用できる』ことではない。『複数の武器を同時に召しよう喚かんし、組み合わせて使用することができる』点にこそ、真価があるのだ。

「アンタはいつもそうだ。遠くからチマチマチマチマ、マメ鉄でつ砲ぽう撃うちまくりやがる──」

　林の奥から、恨うらめしげな声が聞こえてきた。

「いい加減うぜえんだよ、てめえ──‼」

　瞬しゆん間かん雷らい鳴めいが轟とどろき、大出力の雷らい撃げきがすぐ脇わきを掠かすめすぎていった。

「まあ惜しい──そこじゃありませんのよ」

　命中精度という点では、迅じん雷らいよりもシルヴィアが圧倒的に勝まさっている。この状況を作り出した時点で、リリスのアドヴァンテージは確定していた。だが確かに、このまま四番目フオースを嬲なぶり殺しにできるとは思えない。

（『十三番目あの子』なら、もっとえげつなくて穢けがらわしい戦法を使うのかしら）

　一いつ瞬しゆんだけ微笑を零こぼし、気を引き締める。シルヴィアの弾だん幕まくに嬲られていた四番目フオースが、こちらに向かって真まっ直すぐ突進してきたからだ。きっと考えがあるわけではない、彼女の激しい気性が、いつまでも逃げ回っていることを許さないだけだ。

「ほぅら、やっぱりそう来ましたわね。貴女あなたこそ、いつもそうなんですから──」

「ヒャハッ──分かってんじゃねえか」

　四番目フオースは躊ちゆう躇ちよなく酸の霧アシツドミストに踏み込んで、彼ひ我がの距離を詰めつつ雷撃を撃ちまくる。弾たまを全身に喰らいながら、相討うちだけを狙ねらう強引な攻こう撃げきだ。

　さすがのリリスも無傷ではいられず、幾箇所かに火傷を負った。

「──もう、嫌いやな人。貴女あなたと戦うと、毎回お肌はだが荒れてしまいますわ。どうしてくださるの？」

　身体からだ中に走る痛みを堪こらえ、林の中を駆かける。もちろん銃じゆう撃げきの密度は緩ゆるめない。

「これから消し炭ずみになるアンタが、そんなことを気にする必要はねえよ」

　全身血ち塗まみれになった四番目フオースが、哄こう笑しようとともに叫ぶ。

「そろそろ白黒つけようぜ、『十二番目トウエルフス』！」

　合成獣キメラの少女は天高く飛ひ翔しようし、振りかぶった迅じん雷らいに雷かみなりを落とした。青せい竜りゆう刀とうの刀身で、かつてない規模で紫し電でんが迸ほとばしる。刀の形状を保ったまま、その機能のみが切り替わる。

　砲撃形態バレルチエンジ。いまや砲身と化した刀身が、その身に帯びた電弧アークを、瞬間的に増幅せしめた。

　アーク・ノヴァ。

　四番目の災厄フオースカラミテイ、最大最強の攻こう撃げきが放たれようとしている。

　傷ついたリリスには、それを回避することはできない。四番目フオースは激闘の中で、両者が傷つき動きが鈍るこの絶妙のタイミングをもって『切り札』を切ってきたのだ。生と死の狭はざ間まで勝機を見いだす、野性の闘争本能。恐るべき戦闘センスといえた。

　対するリリスは、足を止め、イクリプスを投げ捨て、上空を振り仰あおいだ。

「ええ、是ぜ非ひもありませんわね。お付き合いいたしますわ」

　バレル『Ωオメガ』──シルヴィアの銃じゆう身しんがスライドし拡張、追加砲ほう口こうが現われる。

　砲口を天空へ、目標補足。一・〇八秒の充じゆう塡てんを経て、銀色のオメガブラストが発射された。

　何もかもを蒸発せしめる極大の光条が、空中で攻撃体勢を取る四番目フオースへと迫る。

「ハハハハハハッ──ブチ貫ぬいてやる……‼」

　四番目フオースは轟ごう雷らいを帯びた青せい竜りゆう刀とうの穂先を、オメガブラストへと振り向けた。次の瞬しゆん間かん刀身から未み曽ぞ有うの大出力の雷らい撃げきが放出されて、銀の光と拮きつ抗こうする──いや、押し返していく。

　この結果は分かり切っていたことだ。この超雷撃は、ほとんど充じゆう塡てん時間を必要とせず、それでいてフルチャージのオメガブラストすらをも圧倒する破壊力を有しているのだから。

　それで、一度は敗走したのだ。だがこの瞬しゆん間かんこそ、敵てきが最強の攻撃手段を撃うちはなってきたいまこそ、四番目フオースを打倒する最大の好機でもある。

「くっ……！」

　リリスは歯を食いしばる。大地を踏みしめた靴くつが、じりじりと土を削けずって後退していく。

　クイックチャージで放たれたオメガブラストは、あと数秒後には雷撃に貫つらぬかれる。

　このままでは、跡あと形かたもなく消し炭ずみにされてしまう。

「──ふ、ふ」

　それを弁わきまえていながら、リリスは天使のような微笑を漏もらした。

　そう、今回は、あのときとは違う。あのときとも違う。

　だから、恐れることはない。負けることはない。

　屈くつ辱じよくと喪そう失しつを切っ掛けに、逃走と闘争の中で、ずっと鍛きたえ上げてきたすべてを──

　遠慮なくぶちかましてやろう。

　響き渡る獣けものの哄こう笑しよう。必殺の確信。絶対の自信。

　それを、当然のように、圧倒的な力でねじ伏せる。

　超雷撃アーク・ノヴアが、銀の光条オメガブラストを撃うち貫く。

　シルヴィアが消滅し、指に新たなカードが顕けん現げんする。

　リリスは組んだ両手を天空へと翳かざした。勝つべくして、勝つために。

「おいでなさい──ノートゥング」

　リリスの眼前でカードの輪りん郭かくが歪ゆがみ、虚空に突き刺さる美び麗れいな『柄つか』が両手に握られた。

　青い雷らい霆ていが怒ど濤とうのように迫る。神の鉄てつ槌ついとでもいうべき破壊の奔ほん流りゆうに対し、リリスは──

　虚こ空くうから剣を抜き払い、超雷撃アーク・ノヴアへと真まっ直すぐに突き込んだ。

　煌こう──‼

「んだとォ‼」

　遙はるか上空で、四番目フオースが驚きよう愕がくする。

　リリスに直撃したはずのアーク・ノヴァが大きく捻れ、『剣』の切っ先へと吸い込まれていく。まるで宵よい闇やみの虚空に、突如として渦うず潮しおが発生したように。

　闇やみの渦うず潮しおが超雷らい撃げきを喰らい尽くす。そして次の瞬しゆん間かん、リリスの両手には、迸ほとばしる電弧アークを纏まとった漆黒の細剣が握られていた。

　一番目の災厄フアーストカラミテイ『ノートゥング』。その『αアルフア形態』である細剣は、周囲のエネルギーを吸収し、刀身に蓄たくわえる性質を持つ。四番目フオースの切り札、『アーク・ノヴァ』に対抗するには、まさしくうってつけの武装であった。のみならず──

　リリスは、雷かみなりの剣と化したノートゥングを後方に大きく振りかぶった。

「バレル『βベータ』」

　砲撃形態バレルチエンジ。細剣が長剣へと変へん貌ぼうを遂げながら、天空へ向けて掲げられる。砲ほう撃げきの『弾たま』として使用されるのは、当然、『α形態』によってたったいま刀身に充電された『アーク・ノヴァ』のエネルギーだ。シルヴィアと同様、複数の形態／機能を持つノートゥングの『α形態』と『β形態』は、二つで一つの機能を発揮する。

　砲撃反射リフレクシヨン。エネルギー兵器に対する、絶対防ぼう御ぎよとカウンター攻こう撃げきの実現である。結果、四番目の災厄フオースカラミテイ、最大最強の超雷らい撃げきは、地から天へと逆向きに迸り、

「くおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ────！！！」

　射手を焼き尽くした。

　断だん末まつ魔まの絶叫──その表情を、リリスが見ることはない。視界は青い閃せん光こうに灼やかれ、聴覚は雷らい鳴めいによって閉ざされた。

　そして──

　視界がつまびらかになったとき、リリスの目に飛び込んできたのは、満天の星空だった。

　驟しゆう雨うを降らせていた雷雲のほとんどが、稲いな妻ずまの奔ほん流りゆうで消し飛んでしまっていた。

　だが、ありえないことに、敵てきはいまだ健在だった。

「トゥエルフスゥッ‼」

　空中で、四番目フオースが血を吐はいて叫んだ。必殺の雷らい撃げきを反射され、無防備な攻こう撃げき体勢をとったままアーク・ノヴァに飲み込まれたはずだった彼女が、いかにして生き延びたのか──

「それは……⁉」

　今度はリリスが驚きよう愕がくする番だった。四番目フオースの全身には、『鎖くさり』が幾いく重えにも絡からみついて、彼女を宙に留とどめていた。この『鎖』が、間かん一いつ髪ぱつで四番目フオースの身体からだを引き寄せて、アーク・ノヴァの射線から強引に待たい避ひさせたのだ。完全には回避しきれなかったのだろう、彼女は右半身の大部分をこそぎ取られた、無む惨ざんな姿になっていた。右腕うでに握っていた迅じん雷らいも、すでに消滅している。

　死に瀕ひんした獣じゆう人じんが、凄せい絶ぜつに狂笑した。

「ッハアハハハやりやがったな糞くそが‼　痛ぇ殺す痛え殺す殺す糞糞糞がッ‼　クハハハハハハハハア──トゥエルフスゥゥゥッ！　ブチ殺すッッ‼　離しやがれ──イリス‼」

「──⁉」

　その言葉に反応し、リリスは四番目フオースに巻き付き拘こう束そくしている『鎖』の先を見み遣やる。

『鎖』は、リリスの脳裏に強烈な記き憶おくとともに焼き付いている『血ち塗まみれの鎖』とは、まるで違っていた。形が大きく変わったわけではない。だが、感じ取れる威圧感は別物だった。悪魔的なおぞましさを些いささかも損そこなうことなく、荘そう厳ごんな神聖さをも兼ね備えた、より完全な形態へと進化していた。

　銀色の『鎖』は、美しい鮮緑色エメラルドの燐りん光こうを帯びて、力強く長大に延びている。

　そう、この『鎖』は、戦場から遠く離れた地点から発射されたものなのだ。

　リリスは強化された超視力でもって、八百メートルほど先の樹上に、『彼女』の姿を認めた。

　目ま深ぶかにフードを被かぶった修道女が、掌てのひらを前に翳かざし、そこから『鎖』を延ばしている。

「……ッ！」

　皮肉にも、これは、『あの時』の再現だった。

　いまや、彼女が護まもろうとしているものが、自分ではなく──敵てきであるというだけで。

　リリスは、届かないと分かっていながら、想おもいを振り絞しぼるようにして叫ぶ。

「イリス‼」

　イリス・ボラッツの口元が、薄うす笑えみの形に歪ゆがんだ。

　想い出の中に刻まれている、困ったようなごまかし笑い──かつて彼女が浮かべていたそれとは似ても似つかない、獣けものめいた嘲ちよう笑しようだった。

　同時に、『鎖』が不ぶ気き味みな異音を立てて、掌てのひらの中に収納されていく。

「グゥッ、ガッ──」

　四番目フオースが呻うめく。『鎖』に捕とらわれている彼女は、凄すさまじい速度で戦場を強制的に離脱させられようとしているのだ。

「くっ！」

　リリスは逃がすまじと跳ちよう躍やくし、四番目フオースに追いすがろうとする。

　そこに、新たな『鎖くさり』が襲いかかった。イリスはもう一方の掌からも『鎖』を射出し、鞭むちのように薙なぎ払ってきたのである。射程八百メートル超の打撃だった。

「ああっ──！」

　亜あ音速で撓しなった鎖の鞭むちが、リリスを空中で叩たたき落とした。攻こう撃げきに巻き込まれた大量の樹木が一いつ斉せいに破裂して、爆ばく竹ちくめいた騒そう音おんを奏かなでる。

「う……ぐ……」

　ぬかるんだ地面に墜つい落らくしたリリスは、剣を杖つえにして、よろよろと立ち上がる。

　いまの一いち撃げきを受けた右肩かたは、肉が引き裂さかれ、骨が露ろ出しゆつしていた。だが、それでも──彼女は立ち上がる。その胸に迸ほとばしる使命と想いが、幾度でも魂たましいを燃焼させるがゆえに。

「イリス……」

　追つい撃げきの『鎖』が、再びリリスに向かって躍おどりかかる。

　絶大な破壊力を秘めたそれを、リリスは片手で摑つかみ取った。手の中で暴れ狂う『鎖』が、掌てのひらの骨肉を削けずり取っていく。ぎりぎりと歯を嚙かみしめ、さらに強く『鎖』を握る。

　もう、離さない。

　真しん紅くの瞳ひとみが煌こう々こうと輝き、いまや敵てきとなった友を見み据すえる。

　動揺は、わずか。彼女がそうなっていることは、たやすく予想できたことだ。

　あれから二年──ようやく巡り会えた。

　たとえ彼女が、自分のことを覚えていないのだとしても。

　たとえ彼女が、自分のことを敵としか認識していないのだとしても。

《きっと、また逢あえるよ。だから、泣かないで──》

　どうしてそれで諦あきらめられるだろう。

「イリス……‼」

　かつて彼女が、その心臓を投げ出して自分を救ってくれたように。

　今度は、自分が彼女を救う──いや、そうじゃない。リリス・グラムが戦う理由は、そんなに綺き麗れいで恰かつ好こういいものじゃない。もっと利己的で、自分本意な幸福のためだ。

　約束した日々を取り戻す。他ほかの誰でもない、自分自身のために。

　それがリリスが戦い続ける日々を送るきっかけとなった、原点。

　もっとも大きく、大切な目的。

「貴女あなたを、返してもらいますわ──‼」
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　リリスは魂たましいの奥底から叫んだ。暴れる鎖を握り締めたまま、イリスに向かって走り出す。

　彼ひ我がの距離は八百メートル。

　この程度の隔へだたりなど、二年の歳さい月げつに比べれば、短すぎるほどだ。

　樹上を足場に、一振りの長剣を携たずさえて、みるみる間合いを詰めていく。『鎖』を摑つかむ手の感覚は、とうにない。このまま握り続ければ、遠からず削けずり取られてしまうかもしれない。

　だけど、離すわけにはいかなかった。

　修道女の姿が急速に近付いてきた。彼女の傍かたわらには、『鎖くさり』で拘こう束そくされた四番目フオースが、ぐったりと浮遊している。

「…………」

　樹上に立つイリスは、必死の叫びにもまったく反応を示さず、『鎖』によってリリスに繫つながっている方の腕うでを、指揮者のように振りかざす。

　途と端たん、『鎖』が大きく波打った。

「⁉」

　跳ちよう躍やくの最中であったリリスは、摑つかんでいた『鎖』の動きを御ぎよしきれない。虚こ空くうでアクロバティックに身を翻ひるがえし、なんとか体勢を整えたときには、敵てきの攻こう撃げきがかわしきれぬ位置にまで迫っていた。イリスは、こちらに向かって身体からだごと飛び込むようにして蹴けりを放ってきたのだ。

「っ」

　リリスはそれを、咄とつ嗟さに『鎖』を楯たてにすることで防ごうと試みた。

　が、これは失策だった。よりにもよって敵が思うがままに操ることのできる武器ものを楯たてにしようなどと、考えるべきではなかった。案の定、楯にしたはずの『鎖』がイリスの意思によって消え失うせて、蹴しゆう撃げきが悠ゆう々ゆうと防ぼう御ぎよを擦すり抜けてきた。

「ぐっ──」

　胸部に蹴けりを撃うち込まれ、下方向へと弾はじき飛ばされる。しゃがみ込むような形で辛かろうじて着地したリリスは、間を置かずバックステップ。

　追つい撃げきの踏み付けスタンピングが、一いつ瞬しゆん前にいた地面を粉ふん砕さいする──イリスだ。

「……」

「ハァ……ハァ……」

　驟しゆう雨うの残ざん滓し──小雨が降り続く森林にて、二年ぶりに、二人は正面から向き合った。

　あの教会で別れたときより、少女たちはともに変わり果てていた。幾分姿が成熟した、もちろんそれもあるだろう。だが、より強く変へん貌ぼうを遂げたのは、瞳ひとみに映らぬ内面の方だ。

　組織に反逆し、幾たびの戦闘を経てきたリリス。

　組織の洗脳を受け、戦闘兵器として造り替えられたイリス。

　イリスが、この場で初めて口を開いた。

「かなり消しよう耗もうしてるね、十二番目トウエルフス。三連戦で悪いけど、わたしの初めての実戦に、付き合ってくれる？」

「イリス、貴女あなたは……」

　悲痛に顔を歪ゆがませて、リリスは声を漏もらす。

　イリスは、リリスを名前ではなく番号で呼んだ。やはり記き憶おくは完全に消されていると見ていい。穏おだやかな口調だけが変わっていない──あの頃のままだ。

　分かっていたことだ。だから動揺はない。ないはずだ。なのに──

「どうして泣くの？　そんなに、痛かった？」

「……いいえ、嬉うれしいのですわ。わたくしは、こうして貴女に会うために……戦ってきたのですもの」

　感情が昂たかぶって、声の震えを、どうしようもなかった。

「ふうん……？」

　イリスはゆっくりと息を吐はき出し、肩かたの力を抜いた。戦闘態勢を一時的に解いて、会話をする気になったらしい。第四研究室──組織の走そう狗くとしては当然の判断だ。彼らはいまだ謎なぞに包まれている『十二番目トウエルフス』の情報を、強く欲している。反逆した動機、目的、後ろ盾だて、性能スペツクの詳しよう細さい──そういったものをだ。

『鎖くさり』はすでに、残らず消えている。四番目フオースは、そこらの森にでも捨てられているのだろうか。

　リリスもまた武器を消し、油断なく戦闘態勢を解除する。できればこの会話で相手の情報を得るとともに、回復の時間を稼かせぎたいところだ。

「そっか、そういえば聞いてたかな。『十二番目トウエルフス』──貴女あなたって、わたしの知り合いだったんだっけ」

　イリスが親しげに話しかけてくる。以前のような気の置けないお喋しやべりではない。

　これは、駆かけ引きだ。虚きよ実じつをまじえた、腹の探り合い。

「ええ、一番のお友達でしたわ。……本当に、忘れてしまいましたの？」

「うん」

「……約束、も？」

「ごめんね、覚えてない」

「そう……」

　修道服のフードを目ま深ぶかに被かぶっているせいで、イリスの表情は分かり難にくい。ただ、この詫わびの言葉が、上うわ辺べだけで中身のないものだということだけは、はっきり分かった。

「じゃあもしかして、わたしを助ける──というか、元に戻すのが、貴女あなたの目的なのかな？　そのために、組織を裏切ったの？　六番目シクススを壊こわして、加か賀が見み博士の監かん視し下から逃げた？」

「そのとおりですわ」

　いまとなっては、それだけとは言い切れないが、イリスを取り戻すことが、もっとも大きな目的であることに変わりはない。

　それと、六番目シクススを破壊したというのは、擬装フエイクだ。六番目は依然健在であるし──そもそも、リリスに反逆をそそのかしたのは、リリスに裏切られたということになっている加賀見本人なのだ。『加賀見の目的』に協力する代わりに、『こちらの目的』にも協力させる。

　そういう取引だった。獅し子し身しん中ちゆうの虫──第六・十二研究室は、すでに組織を裏切っている。

　いや、もしかすると──

　首領の指令にそむく行動を取ってなお、粛しゆく清せいを受けていない第四研究室。

　組織への翻ほん意いを秘め隠かくし、行方ゆくえを眩くらました第三研究室ハインツ・フレイ。

　表おもて沙ざ汰たになっていないだけで、他ほかにも裏切っている研究室はありそうだが。

「……貴女を元に戻すには、どうすればよろしいのかしら？」

「わ、本人に聞く、普通？」

「答えなさい」

　有無を言わさぬ、強い声で言った。イリスは、ぽかんと口を開ける。

「そんなこと言われても……分かんないよ」

「……なら仕方ありませんわね──叩たたきのめして連れ帰ってから、ゆっくりと方法を探すといたしましょうか」

　やはり加賀見が言っていたとおりだ。元に戻せるにせよ、戻せないにせよ、イリスを救う可能性を得るためには、彼女を生いけ捕どりにするしかない。

「怖いなあ……でも、できるのかな、いまの貴女あなたに？」

　これは、言うまでもなく非常に戦闘を不利にする要素である。オメガブラストを初めとする、敵てきに一いち撃げきで致命傷を負わせてしまうような、強力すぎる武装の使用不可を意味するからだ。

　しかも今日はこれで二連戦。ドール隊との戦闘を含めれば、三連戦だ。

　さすがに消しよう耗もうが激しい。

　そして、最高の素体と呼ばれていたイリス──九番目ナインスの性能は、未知数。

　そんな状況をすべて弁わきまえた上で、リリスはこう口にした。

「ええ、もちろん」

「わたし、たぶん強いよ？」

「──それでも」

「そっか」

　それが、決別の言葉になった。もはや語るべき言葉はない。束つかの間まの休戦はおしまいだ。

「シルヴィア！」

　リリスが素早く右手をしならせるや、敵は踊おどるような足取りで、ひらりと後方へと飛んだ。

　間合いは十メートル。目標捕ほ捉そく、手に馴な染じむ銃じゆう把はの感かん触しよく、そしてトリガー。

　大気を爆ばく裂れつさせて弾だん幕まくが発生──標的の着地を待たず、全身の急所を乱れ撃うつ。

　全弾必中。ほんの数秒で綺き麗れいな修道服が、無む惨ざんな襤褸ぼろ布ぬのに変わっていく。

「……あ、あ、あ、あ──」

　銃じゆう声せいに紛まぎれ、途と切ぎれ途切れの悲鳴が漏もれる。親友の姿をした敵を呵か責しやくなく蹂じゆう躙りんしながら、リリスは自分自身を撃ち抜いているかのような錯さつ覚かくに囚とらわれていた。

「っ、う……く──」

　泣いている場合ではない。生け捕りにするとは、動けなくなるまで痛めつけるということ。

（分かっていますわ……！）

　と、そこでリリスは内心、首を傾げた。

　全弾必中──こんなにも簡単に命中し続けるものだろうか？　もちろんこちらの銃じゆう撃げきは甘あまくない。だが、それにしたってもう少し避けるなり防御するなり、してもよさそうなものなのに。

　そう訝いぶかりつつ、さらに連射を加えようとしたときだ。

「ぁあぁぁあぁぁぁあっ‼」

　弾幕に嬲なぶられ、十字架かのように開かれたイリスの両腕うでの先から、勢いよく『鎖くさり』が迸ほとばしり出た。この武器は奇き妙みようなことに、わざわざ音声コマンド入力をするまでもなく、自らの意思で自動顕けん現げん・自律攻撃を行うらしい。名称不明の、鎖の触しよく手しゆ。

「半自動セミオート攻撃……！」

　リリスは銃撃を継続したまま右方向にローリング、襲いくる二本の『鎖』を回避した。

　だが敵てきの反はん撃げきは緩ゆるまない。おぞましい『鎖』の触しよく手しゆは、標的を仕留めるまで何度でも撓しなり、蠢うごめき、躍おどりかかるのだ。

「イリス、それは以前も見ましたわ」

　これに対し、リリスは両手で支えていた拳けん銃じゆうを片手持ちに切り替え、空あいた左手に再び剣を召しよう喚かんした。『γガンマ形態』、先ほどの長剣よりもさらに長く分厚い、肩かたに担かつぐほどの大剣だ。

「ッァァアッッ！」

　大質量の鉄てつ塊かいを、リリスは片手で薙なぎ払った。二本の『鎖くさり』をまとめて切断する。

　ガン＆ソード、『十二番目トウエルフス』の最新戦闘スタイルだった。

「うぐぅぅうぅぁぁあぁぁぁあっ‼」

『鎖』が断ち切られた瞬しゆん間かん、イリスがかつてない絶叫を上げる。

（まさか、あの『鎖』と神経が繫つながっていましたの⁉）

　そう思う暇いとまもあらばこそ、イリスの全身から、さらに五本の『鎖』が迸ほとばしり出た。

　肘ひじから、腹から、脚から、背から──体内を抉えぐり、皮ひ膚ふを突き破り、修道服を引き裂さいて『鎖』が多頭竜ヒドラのごとく鎌かま首くびをもたげる。半ばで断たれて短くなったものを合わせ、合計七本。

「……噓うそ」

　あまりのことに、リリスは目を剝むいて感嘆した。同時にこの『鎖』について思考を巡らせる。

　使い手に大ダメージを与えながら自動顕けん現げんする武器。ずいぶんと自じ虐ぎやく的だが、そこにはなんらかの意味があるに違いない──。そこまで考えたところで、多頭竜ヒドラが動いた。

「あぅぅッ‼　あぐぁぁぅぅッ‼」

　髪かみを振り乱し、愛らしい美び貌ぼうを痛々しく歪ゆがめて泣き叫ぶイリス。その悲鳴に呼応するようにして、七本の『鎖』が荒れ狂う。『鎖』の速度は半ば不ふ可か視し、大気を切り裂さく音が耳障ざわりに響いてくる。

（そうか──）

　辻つじ褄つまがあった。おそらくこの武器は、イリスの『苦痛』を糧に強化されていく。

　追い詰められるほど、傷つけば傷つくほどに力を発揮する、おそろしく性質タチの悪い武器。

　攻略法は、いうまでもなく一いち撃げき必殺が最善。

　だがリリスは、イリスを生いけ捕どりにしなければならないのだ。

「最悪ですわね……‼」

　リリスは躊躇ためらわずに突っ込んだ。遠・中距離から地道に損傷を積み重ねていく作戦では、もう駄だ目めだと判断したからだ。

　ここは危険を冒おかしてでも近付いて、一気に大ダメージを狙ねらうしかない。

　拳銃シルヴイアを投げ捨て、大剣ノートウングを両手持ちに、走りながら振り回す。

　斬きって、斬って、斬って斬って斬って斬って斬って──

「ハァァァァッ──」

　リリスは、亜あ音速で向かってくる無数の『鎖』をものともせずに斬きり込んだ。

　が──まさに斬ざん撃げきを叩たたき込まんとした寸前、イリスのフードから覗のぞく口元が、にわかに呪のろいの言葉を紡つむいでいた。

「ひどい、リリス。わたしを殺すの？」

「なぁっ──⁉」

　ぎりぎりで斬ざん撃げきが止まる。止めて、しまう。イリスの唇くちびるが、にぃぃっ、と吊つり上がった。

「しまっ……！」

　最低最悪の失敗に、両眼が愕がく然ぜんと見開き、次の瞬しゆん間かん、リリスは盛大に吐と血けつした。

　イリスの腹から迸ほとばしり出た、新たな『鎖くさり』によって、腹部を背まで貫通されたのである。

「……、……ッ」

　剣を取り落とし、口くち端はから血の泡あわを零こぼしながら、それでもリリスの赤い瞳ひとみから力は失われていなかった。歯を喰いしばって、目の前の敵てきを殴なぐりつける。骨が砕くだける感かん触しよくがした。

「ひぐっ、ああっ……！」

　顔面を打たれたイリスもまた、自じ虐ぎやく的な戦法によって相当のダメージを負っていた。

　が、彼女の『鎖』はそんなものには委い細さい頓とん着ちやくせず、主諸共に敵てきを打ち据すえ、突き刺していく。

　戦闘は、凄せい惨さんな密着戦の様相を呈ていし始めた。

「あぁあぁぁあぁ‼」

「この……程度で‼」

　拳こぶし／鎖／拳／鎖──いまや幾本もの『鎖』によって連結された二人は、超至近距離で生命を削けずり合う。ともに満身創そう痍い。勝敗を隔へだてる天てん秤びんは、いまだどちらにも傾いてはいなかったが──その死闘は、しかし、長くは続かなかった。

　深い森林のいずこからか、突如として獰どう悪あくな共振反応エコーが発生したからだ。

「ッハ……ヒャハハ……」

「「──⁉」」

　リリスとイリスは、凝ぎよう然ぜんと気配の主を振り返った。

　それは果たして何者か？

　暗くら闇やみから、憎悪に充ち満ちた眼光で二人を睨にらみ付けているのは、半死半生の四番目フオースだった。そう、これは一対一の決闘ではない。この場には、もう一人、リリスにとっての宿しゆく敵てきが生き残っていたのである。

「貴女あなた……まだ動けますの⁉」

「トゥエルフスゥゥ……やってくれんじゃねぇか、覚かく悟ごはできてンだろうな、あ？」

　彼女は──恐らく最後の力を振り絞しぼり──全身に激しい稲いな妻ずまを纏まとっていた。それこそ、先ほどのアーク・ノヴァに匹ひつ敵てきするほどの凄すさまじさだ。

「くっ──貴女、味方ごと⁉」

「ヒャハハ──皆殺しだァァ！　誰も彼も、何もかも全部！　くたばりやがれェェェエッ‼」

　四番目フオースは吐と血けつしながら哄こう笑しようし、死力を尽くして放電した。

　味方と一切協力しない彼女にこそ相応ふさわしい、敵味方問わず、その場に居合わせた何もかもに甚じん大だいな被害をもたらす、破滅的な攻こう撃げき。

　夜の森に、突如として巨大な雷らい球きゆうが発生し、周囲を焼き尽くして収縮・消滅した。

　そして──

　あとに残ったのは、隕石の落下跡クレーターのようにえぐり取られた焦しよう土どばかり。

　……そこに立っているものは誰一人としておらず、死闘の勝者と呼べるものもまた、いっさい存在しなかった。




　焦土の中心に、リリスは仰あお向むけに倒れていた。全身の損傷は夥おびただしく、衣服はほとんど焼け焦こげて消し炭ずみのようになっている。自己治癒機能セルフヒーリングの恩おん寵ちようによって、外見だけなら数日で治るだろうが──少なくともいまは、指一本ぴくりとも動かせかった。完全に戦闘不能だ。いま襲われれば、何の抵抗もできず殺されてしまうだろう。

　だが、いまここに敵てきはいない。

（撤てつ退たい……しましたの……）

　気配がないということは、そうなのだろう。

（わたくし……また、勝てませんでしたのね──）

　自じ嘲ちようの吐と息いきを漏もらす。せっかくイリスと再会できたのに、またしても力不足だった。たかが連戦したくらいのことで、たかが戦闘条件が圧倒的不利だったくらいのことで──だ。

（お笑いですわ）

　最強などと呼ばれていても、所しよ詮せんはこの程度。まったく、無ぶ様ざまにもほどがある。

　敗北／挫ざ折せつ／敗北／挫折／同じことの繰り返し。

　足りない、自分には、本当に『力』が足りない。

　自分には訪れなかった、絶体絶命状況からの覚かく醒せいの実現。ご都合主義めいた潜せん在ざい能力。

（そう──）

　例えば今日、あの忌いまわしい『十三番目のサーテイーンススフィア』を獲得・装備できていたなら、イリスを救えていたかもしれない。三番目フエレス戦で十三番目アリスが見せた、あの特殊機能さえあれば。

　そんないまさらなことさえ、思わずにはいられない。

　まだ様子を見ると、自分自身の判断でそう決めたはずなのに。

　イリス──九番目ナインスは、今日が初めての実戦だと口にした。それが本当だとするなら、次はさらに強大な存在として、自分の前に立ち塞ふさがるだろう。敗北の屈くつ辱じよくを得た四番目フオースにしても、それは同じことだ。今後、戦いはさらに加熱していくはずだった。

　やはり、もっと強い『力』が必要だ。『十三番目のサーテイーンスのスフィア』でなくともいい、新たなＬＴスフィアを獲得しなければならない。敵と戦い倒して、奪い取らねばならない。

　混こん沌とんに満ちつつあるこの町からは、まだ離れるわけにはいかないようだった。

「く……」

　ささやかな雨が、頰ほおを濡ぬらしていた。

　ようやく神経が再生し始めた右腕うでを虚こ空くうに掲げ、掌てのひらを開く。左胸に、搔かきむしるようにして爪つめを立てた。そう、この心臓が動いているうちは、諦あきらめるつもりはない。

「だって、貴女あなたが忘れてしまっても、わたくしは……」

　ずっとずっと覚えているから。

　幼いあの日、二人で誓ちかった、大切な約束を。
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　夏休み序じよ盤ばんのとある一日。

　来週の初めにある短期海外留学スクールステイの準備をするために、鬼おに百合ゆり三み月つきは婚こん約やく者の部屋に招かれていた。

　三月は健康的に日焼けした、黒髪かみの少年である。つぶらな瞳ひとみの童顔は、少女のように愛らしい。白いプリントＴシャツと、グレーのハーフパンツというありふれた軽装だ。いかにも純じゆん朴ぼくそうな美少年であった。

　部屋の入口できょろきょろする彼を、気の強そうな声が咎とがめる。

「人の部屋を、そんなにじろじろ見ないでください」

　三月の眼前で、そう言って目を吊つり上げたのは、九く条じよう院いんアリス。三月とはクラスメイトで、幼おさな馴な染じみで、そして婚こん約やく者でもある少女。金色の九尾ナインテールと、サファイアのような碧へき眼がんが特徴だ。

　今日のアリスのファッションは、黒を好む彼女にしては珍しく、白いノースリーブワンピース。ミニスカートから覗のぞく太ふと腿ももと、ストライプのニーソックスが眼めに眩まぶしい。

「ごめん、アリスの部屋に入るの、しばらくぶりだったからさ」

　言いつつ、軽く視界を巡らせる。休憩室サンルームと繫つながっている部屋は広々としていて、シックな雰ふん囲い気きだ。化け粧しよう台、姿見、枕まくら元もとにはスタンドミラー。女の子の部屋らしく、鏡がたくさんある。大きな天てん蓋がいつきのベッドがあって、高い天てん井じようからはシャンデリアが吊つられていた。

（なんだか緊張するな……）

　顔が熱くなってくる。どうしたというのだろう、自分は。確かにアリスの部屋に招かれたのは久しぶりではあるけれど、以前はこんなふうにはならなかったのに。

　そういえば三月だけでなく、アリスも、そわそわしているような感じだ。若じやつ干かん動きが硬い。

　やっぱり二人の関係は、彼女の誕生日を境界として、今までと違うものになりつつある。

　そんな気がする。

「あれ？」

　ふと、そこで気付く。高級感溢あふれる調度の中に、明らかに浮いているものが幾つかあった。

　化粧台の上にある、おもちゃのブローチ、プラスチックの指輪、古びた赤いリボン。

　寝台に横たわる、うさぎのぬいぐるみ。

　休憩室サンルームのリクライニングチェアに置かれた、手て編あみの麦むぎ藁わら帽ぼう子し。

　他ほかにもたくさん──

　それらはどれも、かつて三月がアリスにあげたものだ。

　三月は、じぃんと染しみいるような感銘を覚えた。

（まだ……持っていてくれたんだ……）

　彼女との繫がりが、確かにそこにあるように思えて、胸が熱い。

　羽う毛もうで身体からだを優しくくすぐられているような、不思議な感覚だった。

「──貴方あなた、私の話、まったく聞いてないでしょう」

　感動の視線で部屋を眺ながめていたら、ぐい、と鼻を摘つままれた。

「うにゅ」と奇き妙みような声を出してしまう。

「女の子の部屋をじろじろ見るなんて、失礼ですよ。……分かりました？」

　三み月つきは、涙なみだ目めでこくこくと頷うなずく。

「よろしい」

　アリスは満足そうに首しゆ肯こうし、手を離しざまに、ぱちんと指で鼻を弾はじいてくる。

　赤くなった鼻を押さえながら、三月は言った。

「ありがとうね」

「はぁ、なんですかいきなり──もっとやって欲しいんですか？」

「ち、違う違う……僕があげたプレゼント。……全部、取っておいてくれてるみたいだから」

「えっ……あ……え、ええ」

　アリスは視線を右下に逸そらし、怒ったような声になる。

「──まあ、捨てたりはしませんよ。貴方にもらったもらったものですからね、一応」

「嬉うれしいな。僕も、アリスからもらった服、ぜんぶ取ってあるよ」

「あたりまえでしょう。この私がわざわざ選んで、貴方に買ってあげたものなんですよ？　捨てるなんてとんでもないことです」

「そう──だね」

　三月の誕生日がくるたびに、彼女は自分で選んだ服を贈ってくれるのだ。「私と逢あうときは、それを着てきなさい」などと言いながら。そのときのアリスの顔はいつも──絶対に忘れられないくらい優しげだった。だから、そう、彼女の言うとおりだ。

「あれは全部──僕の宝物だから……捨てられないよ。ずっと、持ってる。……そうだ、もしも僕たちが結婚したら、僕たちの子供に着せてあげるのはどうかな。これはお母かあさんが、お父とうさんにプレゼントしてくれた想い出の服なんだよ、って」

「…………」

　次の瞬しゆん間かん。怒らせるようなことを言った覚えはまるでないのに、アリスが、かっと顔を紅潮させて、薔薇ばら色の唇くちびるをぷるぷると震わせ始めた。両方の拳こぶしを、ぐぐっと握り締めている。

「どっ、どうして貴方という人は、そういうことを平然と言うんですかっ！」

「うわっ！」

　声を荒げたアリスは、ストライプのニーソックスをはいた脚で、すねを蹴けりつけてくる。

「なんで怒ってるの⁉」

「知りませんっ‼」

　げしっ、げしっ、とアリスは三月を足蹴にした。哀れ絨じゆう毯たんに転がった三月は、「ううっ……」と情けなく呻うめき、お腹なかをぐりぐりされながらも、ローアングルから頭上を振り仰あおぐ。

　すると、不可抗力で、ミニスカートの中身が目に飛び込んできた。

（うわわ……っ）

　純情な三み月つきは真まっ赤かになり、金かな縛しばりにあったように動けなくなる。

　三月の視線に、アリスが気付いた。彼女は、羞しゆう恥ちの表情でスカートを押さえる。

「きゃ⁉　どっ、どこを見てるんですか貴方あなた‼」

　ストライプ柄がらの足裏が、三月の顔面をかつてない威力で強打した。

　仰あお向むけにダウンする三月。くらくらと眼前に星が飛ぶ。

　暗転する直前の網もう膜まくに、純白レースの清せい楚そなショーツが、くっきりと焼き付いていた。




　しばしの後──

「まったくもう……まっ、まったくもう……っ！　いい加減にしてください……！」

　三月は、絨じゆう毯たんに正座し、改めてアリスからお説教を受けていた。

　しかし何をいい加減にすればいいのかすら、三月にはいまひとつ分かっていない。

　下着を見てしまったのは悪いとは思うけれど、あれは事故のようなものだとアリスだって分かっているはず。そもそも彼女は、なぜいきなり怒り始めたのだろうか──

　女の子の思考は複雑怪かい奇きだ。

「はぁっ、もういいです。こんなことしてたら、時間なくなっちゃいますから」

　アリスは、休憩室サンルームのテーブルから何冊かの雑誌を取ってきて、寝台の上に置いた。

　ちょこんと自分も寝台に腰こしを下ろした彼女は、掌てのひらで隣となりをぺしぺしと叩たたく。

『ここに座りなさい』ということらしい。三月が言うとおりにすると、彼女は雑誌束の一番上からパンフレットを手にとって、広げた。

「なにやってるんですか？　そんなに遠くにいたら、一緒に見られないでしょう。もっと傍そばにきてください」

「うん、じゃあ……」

　三月は言われたとおり、アリスの隣となりにぴったり身を寄せた。

「くっつきすぎですっ！」

　すると、またしても怒られる。こういうとき、離れすぎても近寄りすぎても、アリスは機き嫌げんを損そこねてしまうのだ。さじ加減が難しい。ともあれ、三月はアリスの隣に並んで腰こし掛かけた。

　アリスが開いたのは、短期海外研修──スクールステイの目的地である『ＮＣニユースキヤツスル女学院』のパンフレットだ。

　ＮＣ女学院は、海外にある皇こう城じよう学院の姉妹校で、『ブルーエデン』という離島に建っている。三月たちは来週のはじめに、このブルーエデンに向かう予定になっているのだった。もちろんパスポートもすでに取得済みだ。一週間の研修旅行は観光的側面が強く、自由行動の時間が多い。今日、三月がアリスに招かれたのは、スクールステイの予定を立てるためだった。

　パンフレットを横から覗のぞき込んでいた三み月つきが言う。

「あれ、島に学校っていくつかあるんだ？」

「そんなことも知らなかったんですか？　ブルーエデンには、三つの私立学院があって、それぞれ別のスポンサーがお金を出しているそうです。ＮＣＣ、セラフィック、アルテミス──どれも有名な企業ですが、ブルーエデンというのは、この三社が共同で建てた半人工島なんだそうですよ」

　だから島内にある施設はすべて、同三社の系列で占められている。一般に出回る前の新商品を買うことができるのだとアリスは言った。

「クラスでもセラフィックの新作アクセサリーを買うのが楽しみだって、みんな話題にしてたじゃないですか」

「そうだっけ」

「もうっ、うといんですから。まあいいです、現地では買い物につき合ってもらいますからね」

「うんっ」

　しばらくパンフレットを眺ながめ、観光名所や海水浴場などを確認する。二人の目を最も強く惹ひいたのは、やはり青く煌きらめく海の写真だ。泳ぐのが得意な三月はもちろんのこと、最近泳げるようになったばかりのアリスにとっては、ある意味初めての海水浴なのである。

　楽しみにしていないわけがない。

　熱心に海の写真を見詰めるアリスの横顔を、三月は目を弓なりに細めて見守っていた。

「ね、アリス」

「えっ、なんですかっ？」

　アリスが可愛かわいらしい驚きの声とともに、パンフレットから顔を上げる。

「一緒に泳ごうね」

　三月はあたりまえのことを、あえて口にした。するとアリスは、きょとんと目を大きくして、

「……そうですね」

　頷うなずいてくれた。

「競争しましょう、二人で」

「うん。……あ、でもさ、最近、水泳勝負ばっかりだね」

　ふと思ったことを口にすると、アリスはむっとした顔になった。

「いいんですっ。私も貴方あなたもあのリリスとばかり勝負していて、私たち二人で勝負したことは、まだ一度もないでしょうっ」

「そうだけど……なんで怒ってるの？」

　先日、三月とリリスの水泳勝負を眺めていたアリスが、その光景を羨うらやましく思っていた──などと、そんな気の利いた想像は、三月にはとうていできないものであった。

「別に怒ってませんっ」と、アリスは言い捨てる。それから気を取り直して、

「ふふっ、楽しみにしておいてくださいね──私が勝ったら、貴方あなたにはとっても素す敵てきな罰ばつゲームをしてもらいますから」

　三み月つきに罰ゲームをやらせているシーンを思い浮かべているのか、アリスはうっとりと表情を蕩とろけさせた。とても色っぽくて見み惚とれずにはいられないが、だからこそ逆に恐ろしい。

「ぼ、僕に何をさせるつもりなのっ」

「さぁ、それはまだ秘密です。……どれにしようかな。あ、そういえば三月くん、先日の誕生日会のときに思ったんですけれど……蠟ろう燭そくの炎ほのおって、本当に綺き麗れいですよね──」

「えっと、なんで突然その話題になったのかよく分からないけど……例えば僕が、『うん、そうだね』って言ったら、どうなるの？」

「あら、聞きたいんですか？」

　極上の笑顔で言われた。

　頷うなずくことはできなかった。

「ううん、せっかくだけどやめておくね」

「それは残念。では、やはり当日のお楽しみということで」

「んっ、ちょっと待って。それって自分が勝つ前提で話してるでしょ」

「何をいまさら当たり前のことを。三月くんが私に勝てるわけないでしょう？」

「そんなこと、やってみなくちゃ分からないよ。僕だって、負けるつもりはないし。僕が勝ったら、アリスにも罰ゲームをやってもらうからね」

「えっ……三月くん。貴方まさか、この私に蠟燭を使うつもりなんですか？」

「僕が勝っても罰ゲームの内容は固定なの⁉」

「あら図ずう々ずうしい、自分で決めたいんですか？　ふん、まあ、いいでしょう」

　アリスは頷き、指を一本立てて見せた。

「では改めて。私が負けたら、一つだけ、貴方の言うことをなんでも聞いてあげます。女の子にこんな台詞せりふを言わせて悦えつに入るなんて、えっちですね、三月くんは」

　見下すように目を眇すがめ、からかってくる。

　アリスの、一番魅み力りよく的な表情の一つだった。

「そうだ、海水浴といえば」

　何かを思いついたらしいアリスは、パンフレットを閉じて、今度は女性ファッション雑誌を手に取った。水着の女の子が、砂浜を背景にして手を振っている表紙。

　三月は、ぱちくりと瞬まばたきをする。

「これって？」

「見てのとおり、『夏の水着特集』です。この中で、三月くんが気に入ったのがあれば、ちょっと教えてください」

　きちっと折り目がついたページを開くアリス。かなり読み込んでいることが窺うかがえる。

「あっ、もしかして、僕がアリスの水着を選んでいいってこと？」

「……そんなわけないでしょう」

　うぬぼれないでくださいと、アリスはジト目で三み月つきを睨にらんだ。

　こほん、と一つ咳せき払い。

「ただ、その、多少の参考程度には、してあげないこともありません」

　そういうことなら、と三月は快かい諾だくした。真剣な表情で、色々さまざまな水着写真を眺ながめる。

　ぱら、ぱら、と三月が率先してページをめくる音がしばし続いた。

「うわ……最近の水着って、凄すごいのがあるんだねえ。これとか、他ほかにもこれとか、ほらっ、これなんか、紐ひもみたいだよ？」

「あのぅ、三月くん？」

　呼び声に顔を上げると、婚こん約やく者が軽けい蔑べつの眼まな差ざしでこちらを見ていた。
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「ど、どしたの、アリス」

「貴方あなた……なに写真にデレデレしてるんですか？　穢けがらわしい」

「ええっ、そんな、してないってばっ」

「ふうん……で、いいのありました？　ちなみに紐は却きやつ下かですからね」

「あっ……紐はダメなんだ……じゃあ、う～ん、そうだねえ…………これ、とかどう？」

　三み月つきが指差した水着を見て、アリスは大声を張り上げた。

「なんですかこの超ローライズは⁉　つけられるわけないでしょうこんなもの！」

「でもほら、『今年の夏は、これで決まり』って書いてあるよ？　人気があるってことじゃないかな」

「そのすぐ下に『チョーＤＡＩＴＡＮ水着で、男の子の視線をまるごとクギづけッ！　気になるアイツをユーワクしちゃえ♡』とも書いてありますけれど」

「素す敵てきな惹じやつ句くだね」

「素敵な笑顔を浮かべているところ申し訳ないんですけれど、絶対に却きやつ下かですからね」

「はぁい……」

「哀かなしそうな目で見るのをやめてください。……こんなのは痴ち女じよが身に付けるものです。私にはもっと清せい楚そな水着こそが相応ふさわしいんです」

「…………」

「不満がありそうな顔ですね」

「そんなことはないけど」

　アリスは、むーっとした顔で、三月の眼を覗のぞき込んでくる。

「疑わしいです。顔が赤くなってるのは、いやらしい想像をしているからじゃないんですか？」

「いや、僕の顔が赤くなっちゃったのは、たぶん、アリスの怒った顔が可愛かわいかったから」

「…………」

「噓うそじゃないってば！　顔を逸そらして黙り込まないでよっ！」

「…………ばかっ」

　アリスは、何かを堪たえるような表情でこちらに向き直り、三月の鼻を裏うら拳けんで軽く叩たたいた。

　鼻を押さえた三月に向きなおり、話題を元に戻す。

「──とにかく、その水着は断じて却下です」

　アリスは、ふぅ、と息をつき、雑誌をめくる。

「これなんか……どうですか？」

　彼女が迷わず指したのは、ワンピースタイプのシンプルな水着だ。赤マーカーで○がつけられているから、目星をつけていたものなのだろう。

「ううん……」

　眉まゆを顰ひそめる三月。

　芳かんばしくない反応に、アリスは不ふ機き嫌げんそうに言う。

「じゃあどれがいいっていうんですか？　またヘンなの選んだらぶっとばしますからね」

「む、難しい注文だなあ……」

　三月は頭を抱かかえ迷った末に、白いビキニを指差した。

「これはどうかな？」

「イヤです」

　アリスは、ダメ、ではなく、イヤ、と言った。微び妙みようにニュアンスが違うらしい。

「それ、リリスがつけてたのと同じやつじゃないですか」

「いい水着だと思うけど。同じだと、イヤなの？」

「だって……ビキニって、その、胸がおっきい人の方が似合うから……」

「まあ、うん、そうだね」

　憂うれい顔のアリスに向かって、三み月つきは即答した。リリスのビキニはそれはもう素す晴ばらしかった。天使も裸足はだしで逃げ出す可か憐れんさだった。思い出すと、いまでも顔が熱くなってくる。

　気が付くと、アリスの顔が憤ふん怒ぬに染まりつつあった。

（あ、あれ……？）

「三月くん、貴方あなたいまなにを想像してました？　正直に言ってごらんなさい？　怒らないから」

　殴なぐらないと言っていないところがミソだった。詰め寄られた三月は、覚かく悟ごを決めて答える。

「えっと……砂浜で、ビキニ姿のリリスが、僕に向かって手を振りながら走ってくるところ」

「あっそう、そうですか、あらまあずいぶんと具体的なんですねえ‼」

　結局、アリスの水着に関して、二人の意見が一致を見ることは最後までなかった。




　スクールステイの事前打ち合わせ。

　二人で水着を選び、観光する場所を考え、ふざけ合い、笑い合い、ときに殴なぐられ蹴けられ踏みつけられ──そうやって、楽しい休日は過ぎていった。

　三月は思う。

　あそこに行こう、あれを食べよう、こんなことをしよう……そんなありきたりの会話なのに、どうしてだろう。頭に『二人で』という言葉をつけるだけで、まるで魔法みたいに幸せな気分になれるのは。いまも『二人で』いるという、たったそれだけのことが嬉うれしくて、自然と微笑ほほえみが浮かんでくる。

　三月たちは、アリスの部屋から出て一階に降りてきていた。

「じゃあ三月くん、私が夕食の準備をしている間、大人おとなしく待っていてくださいね」

　アリスは指を一本立ててウインクする。まるで母親が子供に言い聞かせるような態度だった。

「うん、楽しみに待ってる」

　ここ第二リビングルームは、庭に面したフローリングの広い部屋だ。大画面のテレビやソファ、硝子ガラステーブルが集まっていて、少し離れて木製の食卓がある。調度はどれも高級品なのだろうが、あまり豪ごう奢しやという印象はない。家族の団だん欒らんに相応ふさわしい、温かな雰囲気がする。

（はは……なんだか新しん婚こん夫婦っぽいや）

　キッチンへと歩いていくアリスの背中を見送りながら、そう思う。

　やがて、とんとんという包ほう丁ちようの音が聞こえてきた。キッチンはこのリビングとアコーディオンカーテンで仕切られていて、いまはがらりと開け放たれている。

　だから三み月つきが座っているソファからは、アリスが料理をしている様子がよく見えた。

　きゅっと水道を捻ひねる音。じゃああ、と水が流れる音。ぼっ、と火を付ける音──等々エトセトラ。

　キッチンから『家庭の音』が、小こ気ぎ味みよく響いてくる。

　アリスは、いつの間にか白いフリルエプロンをつけていた。小こ柄がらな彼女がくるくると動くたびに、エプロンのフリルとスカートが、ひらひらひらりと愛らしく揺れる。

（可愛かわいいなあ）

　三月は、婚こん約やく者の後ろ姿がとても好きだった。鼻歌まじりで、楽しそうに料理を作っているアリスのお尻しりが、ふりふり、ふりふり、とリズミカルに揺れている。それを見ているだけで、幸せいっぱいになってくるのだ。そうしているうちに、だんだんいい匂においが漂ただよってくる。

　至し福ふくのひとときであった。

（……結けつ婚こんしたら、毎日こんなふうなのかなあ……）

　三月はアリスの動きに合わせて、くいっ、くいっと首を振る。

　ほんのりと頰ほおを染めて、にこにこと表情を緩ゆるませていると、いきなりアリスが振り返った。

　ぎろりっと鋭く睨にらみ付けてくる。

　──ぴしゃっ！

　アリスは、お尻しりを片手で押さえながら、アコーディオンカーテンを閉め切ってしまった。

「ああ……」

　楽園への扉が閉ざされ、三月は縋すがるように虚こ空くうへと片手を延ばした。

　ソファに身体からだを深く沈め、しばらくしょんぼりしていると、

「あ～、いいお湯だった」

　扉が開いて、バスローブを羽は織おった金きん髪ぱつの美女が現われた。

　九く条じよう院いんラミア、アリスの母親だ。

　お湯に浸つかって上気した肌はだから、ほかほかと湯ゆ気げが立ち上っている。

「あっ……ラミアさん、お邪じや魔ましてます」

　三月は彼女の登場に、内心驚いた。

　今まではずっと、アリスが一人暮らしをしているようなものだったから、最近はお母さんが一緒に暮らしているということを、すっかり失念していたのだ。

「あら、三月くんじゃな～い。いらっしゃい。こんなかっこでごめんなさいね」

「あ……いや、その……」

　ラミアの色っぽい姿に、三月はドギマギと慌あわて、真まっ赤かになって俯うつむいた。

「あん、かたくなっちゃってぇ──相変わらず可愛いんだから、もぉっ」

　近寄ってきたラミアは、かちかちになっている三み月つきの頰ほおをツンとついて、悪戯いらずらっぽく笑った。

　ボリューム満点の胸元が視界に入る。さらに石せつ鹼けんの香りが蠱こ惑わく的に鼻び腔こうをくすぐって、くらくらしてしまう。

（……アリスも、いずれこういうふうに……なるのかな）

　待ち遠しいような、恐ろしいような、複雑な気持ちだった。

　ラミアはゆっくりと三月から離れて、対面のソファに腰こしを下ろす。それから硝子ガラステーブルの上にあった団扇うちわをとって、ぱたぱたと扇あおぎ始めた。

「あら、アリスったらお料理中なのね──ちょうどいいわ、いまのうちに、と」

　ラミアは半目になり、咎とがめるように人差し指を一本立てる。

「三月くぅん？　この間、私のアリスを泣かせたでしょぉ～～う」

　三月は、うっと言葉に詰まる。

　夏休みが始まる前……三月はとある誤解から、アリスを傷つけてしまったのだ。

　あれは全面的に、鈍感すぎた自分が悪かったと思う。だからラミアに責められるのは、当然のことだ。三月は神しん妙みような顔で、ラミアに向き直る。

「やん、そんなに緊きん張ちようしないで？　別に怒ってるわけじゃないのよ。夫婦も、恋人も、婚こん約やく者だって、喧けん嘩かしながら仲良くなっていくものなんだから。それはいいの」

「は、はあ」

　せっかく覚かく悟ごを決めたのに、威い勢せいを削そがれてしまった三月である。

「それよりも聞きたいのは、どうやって仲直りしたか、よ。あの子の様子を見ているとね、絶ぇっ対かなりの進展があったみたいなんだけど──恥ずかしがって、全然ママに教えてくれないのね。気になって気になって夜も眠ねむれないのよ。結局貴方あなたたち、どこまで関係が進んだの？」

「や、それは──その」

「ほらほら白状しなさい」

　ラミアは、硝子ガラステーブルに手を着いて、ぐっと身体からだを乗り出してきた。バスローブ一枚羽は織おっただけで、そんな体勢を取るものだから、三月は眼めのやり場に困ってしまう。

「白状って……そんな、隠かくしてるわけじゃ……」

「ふうん。じゃ、教えてくれるわよね？」

「……でも、もしかしたらアリスが嫌いやがるかもしれないですし……」

「じゃあアリスには黙っててあげるから。こっそりと……ね？」

「いや……それは……でも」

　抵抗した三月だったが、結局ラミアに押し切られる形で、アリスと仲直りした際のやり取りを一とおり聞き出されてしまった。

　話しているうちにあの時のことを思い出してしまい、ちょっとだけ恥ずかしかった。

「ふぅん……へぇ……きゃー……あらあら……なるほどねえ」

　興味しんしんで話を聞き終えたラミアは、一拍を置いて、

「ありがと、すっごくよく分かったわ」

　ぱちんとウインクした。

「まぁ……あの子にとっては、そのくらいでも、かなりの進展って言えるのかもしれないわね。もどかしいかもしれないけど、今後ともよろしくあげてね、三み月つきくん」

　そう話題を締めくくって、くすくすと笑う。

　閉じられたアコーディオンカーテンの向こう側からは、楽しげな鼻歌が聞こえてくる。

　それを聞いているだけで、アリスが料理を作るのがどれだけ好きか、伝わってくるようだ。

　優しげに目を細める二人。

　ふと、ラミアが口を開いた。

「ね、三月くん。もう一つ話があるんだけど……いいかしら？」

　ふっ、とラミアの顔が真剣なものに変わった。

　だから三月も、気を引き締めて、「はい」と首しゆ肯こうする。

「アリスの誕生日にあったこと、あの子の秘密について、話したわよね。覚えている？」

「……もちろんです」

　三月は思い返す。アリスの秘密について。

　アリスが十五歳さいになった誕生日の夜。彼女は、その胸に埋うめ込まれた『十三番目のサーテイーンススフィア』を狙ねらう『組織』に襲われ、戦わざるを得ない状況に追い込まれた。その際に、三月も居い合あわせたのだ。そして目もく撃げきした。アリスが敵てきと戦うところを。

　恐ろしくなかったといえば噓うそになる。

　だけど……今日という日を振り返り、改めて思う。アリスがどんなものになろうとも、彼女が彼女であることにはなんの変わりもないのだと。

　戦いの末にアリスは勝利し、もう二度と『組織』に捕ほ捉そくされないよう、スフィアの共振を押さえる抑よく制せい機を常に身に付けることになった。

　そうして、いままでと同じ穏おだやかな日常が戻ってきた。

　ラミアが言いにくそうに言葉を紡つむぐ。

「この前ね、アリスはまた襲われたの」

「えっ？　そんな……だって」

「トラブルで抑制機が壊こわれちゃって、それで敵に見つかっちゃったのよ。しかも今度は敵に逃げられてしまったの」

「じゃあ……」

「そうね。いまも、狙ねらわれているってことよ」

　三月は黙り込んだ。自分の知らないところで、彼女に危険が迫っていたなんて。

（僕は……なにも、知らされなかった……んだ）

　もしもその事件に、自分が関わっていたとして──何もできなかったであろうことも、よく分かっているから、二重の意味でショックだった。

（ううん、そんなのは、別に……いいんだ……あたりまえ、だし）

　ただ、アリスが今現在も危険に晒さらされているということが辛つらい。

　彼女が再び戦わざるを得なくなることが怖い。

　あの時のように、アリスが殺し合いをするところなんて、二度と見たくはなかった。

　三み月つきはあの夜、とても痛い思いをしたけれど、アリスはもっともっと痛かっただろう、苦しかっただろう。彼女がまたそんな目に遭あうのかと思うと、やりきれなかった。

　それに、もしも殺し合いに負ければ──アリスは。

　ぐっと唇くちびるを嚙かみ、涙なみだを堪こらえる。そんな三月に、ラミアが声をかけてくる。

「……優しいのね。でも、組織にアリスのことがばれてしまったといっても、まだほんの一部の人間にでしかないのよ。あの『三番目サード』みたいなのが大たい挙きよして襲ってくるようなことはないわ。私もね、そういう危険を避けるために、色々と根回しをしているところ」

「じゃあ、アリスは戦わなくてもいいんですね？」

「それはまだ分からないわ。もちろんそうなればいいとは思うし、精一杯の努力はするけれど。この前みたいに、不測の事態が起こらないとも限らないから。だから、貴方あなたにこの話をしたの」

「どういうことですか？」

「率直に言うわ。このままアリスの傍そばにいれば、貴方も組織に狙ねらわれることになる」

「え、っ」

「ハインツ・フレイが言っていたんでしょう？　『本当はキミを攫さらって、「十三番目サーテイーンス」を誘おびき寄せる餌えさにするつもりだったんだ』って。つまりはそういうことよ。それをまずは理解して頂ちよう戴だい。その上で聞くわ。三月くん……貴方はこれからも、アリスの傍にいてくれるのかしら？」

「アリスの、傍に……」

　三月は、キッチンの方を向いて、呟つぶやく。

　返事をしようとして、ラミアの声に遮さえぎられた。

「よく考えて。軽い気持ちで答えたら、きっと後悔する。私は命を懸かけてでも、アリスと貴方の生活と安全を護まもるつもりだけど……それでも、護りきれると断言はできない。もしかしたら、貴方は戦いに巻き込まれて死んでしまうかもしれない。だけどいまアリスから離れれば、貴方の危険は格段に減るわ」

「アリスと、距離を置いた方がいいって……そういうんですか？」

　三月は悩みながらも訝いぶかった。さっきまでラミアは、アリスと三月の仲を応援していたはずなのに、こんなことを言い出すなんて。もしかしたら、彼女も迷っているのだろうか。

「……一時的に別れるという選択もあるわね。どのくらいかかるか分からないけど、アリスがまた普通の安全な生活を送れるようになってから、改めて、今までどおりの関係に戻る……っていう。アリスにとっても、その方がいいかもしれない。もしも自分のせいで、貴方あなたが傷つくようなことがあれば、あの子、すっごく辛つらい思いをするわ」

　ラミアの表情には普段の快活な雰ふん囲い気きがなく、なんの感情も読み取れない。

「僕は……」

　俯うつむいていた三み月つきは顔を上げて、ラミアと真まっ直すぐに目を合わせた。

「アリスと、ずっと一緒にいようって約束したんです」

「……もう一度、よく考えて。もしかしたら、貴方だけじゃなくて、貴方の家族や友達まで巻き込まれるかもしれないのよ？」

「分かってます。……いえ、本当のことをいうと、分かってないんだと思います。たぶんラミアさんが言うようにするのがみんなのためで、一番正しくて……でも、それじゃ駄だ目めなんです。考えの浅い僕のわがままで、回りの人を危険な目に遭あわせるかもしれないって……頭では分かっているんですけれど。ひどい考えだって分かっているんですけど……それでも僕は、アリスの傍にいたい。離れたくない……アリスにも、いまの生活を続けていて欲しい」

　そうだ、口に出してみて、改めて分かった。

　この気持ちは、どうしようもない。誰に何と言われようとも、覆くつがえすことなんて、できない。

「……僕のこと、ラミアさんは優しいって言ってくれましたけど、そんなことありません。僕の言っていることは、みんなみんな自分のためで……他人のことなんて二の次にしているんですから」

　三月の話を聞いたラミアは、深い息をついて、こう言った。

「そう、気が合うわねえ、三月くん」

「えっ？」

「私も、同じ気持ちよ。私もね──アリスさえ幸せになってくれるなら、他ほかのことなんてなにもかもどうでもいいわ。知ったこっちゃないって、思う。アリスが笑っているのなら、私にとってはそれでノープロブレムなんだもの。……軽けい蔑べつするかしら？」

「いえ」

　三月は首を横に振った。

「僕も……僕も、そう思います」

　自分のことを今まで、それなりに善良な人間だと思っていた。こんな自分勝手なやつだなんて、思わなかった。だけど……だけど、何度考え直してみても、それが自分の本心なのだった。

「……間違っているんでしょうか、僕たち」

「何が正しくて、何が間違っているのか──そーゆーのはね、一人一人が自分で考えて決めなきゃだぁめ。たくさん迷って、たくさん悩みなさい、若いんだから」

　ふふ、と、ラミアは、自じ嘲ちようめいた笑みを漏もらす。

「ただ、まあ──少なくとも私に関していえば、やっぱり間違ってるんじゃないかしら？　無関係の人たちを巻き込むかもしれないって分かっていて、アリスをみんなから隔かく離りするっていう根本的な解決方法をあえて避けているんだもの。悪人のやり方よ、これ。狂科学者マツドサイエンテイスト、ラミア・フォックスちゃん今だ健在ってとこネ♡」

　冗じよう談だんめいた口調だけど、その言葉は重く響いた。

「──だから、謝ったりしないわよ？　貴方あなたにも、他ほかの誰にも。……さて。三み月つきくん、もう一度聞くわ。貴方はこれからも、アリスの傍そばにいてくれるのかしら？　……答えは今すぐじゃなくても構わないけれど」

「いえ、いくら迷っても、悩んでも、絶対に答えは変わらないと思います。だから」

　そう、聞かれるまでもなかった。

「僕は僕の意思で、アリスの傍にいます。──ずっと、なにがあっても」

「ありがとう。じゃあこれからは協力者──いえ、共犯者ね、私たち」

　ラミアは右手を差し出した。

「アリスが幸せに暮らせるように──改めて、よろしくね」

「……はい」

　三月はその手をにぎり返す。強く、決意を込めて。

　手を離してから、聞いた。

「僕は、なにをすればいいんですか？」

「ん？　なにもしなくていいわよ？」

「えっ」

「貴方はただ、いままでどおり、アリスの傍にいてくれればそれでいいの」

「……そんな」

「というか……なにもできないと言った方が正しいかしら。厳しいことを言うようだけど、敵てきに対して貴方は無力。だから、『普段、アリスの傍にいる』以上のことは期待していないわ。もちろん危険が迫ったら、すぐに安全な場所まで逃げて頂ちよう戴だい。アリスの足手纏まといにならないこと、これは大前提ね。貴方が傍にいたら、あの子は全力で戦えないもの。それじゃあ本末転倒でしょう？」

　そのとおりだと思った。ごく普通の一般人である三月が、組織の刺し客かくに対抗するすべなんてあるわけがない。それは十分に分かっているけれど……やはり、悔くやしい気持ちもあった。

　その思いが、口を衝ついて零こぼれ出る。

「なにか……なにか他にないんですか。僕に……できることは」

「ないわねえ。貴方はよくも悪くも普通の男の子だから……戦略を立ててサポートをする役割も向いていないだろうし……あ、そういえば、それで思い出したわ」

　ラミアがちらりとキッチンの方を向く。香ばしい、いい匂においが強くなってきたから、料理が完成に近付いていると分かる。ラミアはアリスがこないことを確認してから、ソファの後ろに手を回し、そこから黒いリュックを取り出す。彼女はソファから立ち上がり、リュックを持って三み月つきのすぐ隣となりにやってきた。

「これ、貴方あなたに渡しておくわね」

「これは？」

「プレゼントよ。自分の部屋に帰って、周りに誰もいないのを確認してから開けてみて。……詳しい使い方は、また近いうちに個人レクチャーしてあげる」

「は、はあ……」

　なにやら物ぶつ騒そうな香りのする『プレゼント』を受け取った三月は、曖あい昧まいに頷うなずいた。

　ラミアが真顔になって、言う。

「──三月くん。間違えないでね……貴方は漫画や小説の主人公じゃないの。男の子だからって、女の子を護まもったり、敵てきと戦って倒したり……無理をしてまで、そんなことをする必要なんて全然ないのよ？　どちらかといえば……ヒロイン向きよ、貴方は。戦いが終わってから帰る場所を、優しく温めて待っていてくれる人。ただ傍そばにいるだけで、主人公の力を何倍にもしてくれる人。ふふっ……たまには敵に攫さらわれたりもするけれどね。……私が貴方に期待しているのは、そういう役割。他ほかの誰にも務められない、貴方だけにしかできないことよ」

　三月はその言葉を胸に深く刻み込み、苦笑する。

「なんだか……あんまり恰かつ好こうよくないですね、それ」

「あらぁ、嫌いやなの？」

「いえ」

　ゆるりと首を振った。

　ヒロインの役割。力がなくても、できることって、なんだろう。

　アリスの傍にいること。それだけ？　本当にそれだけしかできないのだろうか？

　まだ、分からない。そしてそれは、自分で考えていかなくてはならないことだ。

　三月は頷うなずく。

「……そうですね……分かりました。僕は、僕にできることを……精一杯頑がん張ばります」

「よろしいっ。はい、むぎゅーっ」

「わっ」

　ラミアはにっこりと微笑ほほえんで、三月の頭を豊満な胸で抱ほう擁ようした。バスローブ一枚だけを隔へだて、むにょりんっと柔やわらな感かん触しよくで包まれる。

「わ、わ」

「これはご褒ほう美び、ね♡」

　刺激的すぎるご褒美に、三月が溺おぼれかけていると、

「──お待たせしました。ご飯ができましたよ」

　とてつもなく優しい、しかし凍こおり付くような声が聞こえた。

　三み月つきが後ろ髪がみを引かれながらも、腕立て伏せの要領で天国から顔を上げる。

　振り返ると、アリスが食卓の脇わきで阿あ修しゆ羅らになっていた。

「ところで一応言い訳くらいは聞いてあげますけど……それは、なにをやっていたんですか？」

　汗あせをだらだら流して硬直中の三月に代り、ラミアが答える。

「やぁね、アリス。未来の息子むすこと楽しく語らいをしていただけじゃない。なんの問題があるっていうの？」

「そんな体勢で語らう親子がいるわけないでしょう……！　三月くんも！　いつまでその……そんなところ摑つかんでるんですか！　さっさと離れなさいっ！」

　ばしゅっ！

「ひいっ！」

　アリスが投とう擲てきした包ほう丁ちようが、三月の目前を通り過ぎてソファに刺さる。この瞬しゆん間かん、彼は料理中の女性を怒らせてはならないという命にかかわる教訓を得た。

「なに避よけてるんですか⁉　大人おとなしくくたばりなさい浮気者っ‼」

「うわああああっ⁉」

　追つい撃げきの跳とび蹴げりを喰らいながら、三月は思う。

　この大切な日常風景を守るためならば、どんなことでもしようと。

　自分は微力で、できることは多くないけれど。

　だからこそ。

　いまできることを、やろう。

　彼女がいつまでも笑っていられるように、怒っていられるように、力を尽くそう。

　まあ、いま真っ先にやるべきことは──

「やめて！　助けて‼」

　命乞ごい、だったりするのだけど。




　　　　　　†




　三月はアリスにひどい目に遭あわされ、ラミアは部屋着に着替えてきた。

　ようやく食前の騒そう動どうに一段落がつき──

「うわぁ……」

　三月は、食卓いっぱいに並んだ料理の数々を前に、感動の吐と息いきをはいた。

　アリスとラミアが並んで座り、その向かいに三月が座っている。テーブルの上に載のっている料理は、鯛たいの塩焼き、肉じゃが、佃つくだ煮に、ワカメと豆とう腐ふのみそ汁などなど、すべて和食である。

　しかも三み月つきの好物ばかりだ。昔からアリスは三月の祖そ母ぼに料理を教わっていたから、レパートリーが自然とそうなってしまうのであった。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんのお嬢じよう様という見た目からは、すこし意外な特技である。

　湯ゆ気げを立てる料理からたまらなくいい匂においが漂ただよってきて、涎よだれがたれてしまいそう。

「ご飯、このくらいでいいですか？」

「うん、ありがとう」

　と、アリスがご飯をよそってくれているうちに、ラミアがグラスに飲み物を入れて持ってきてくれた。

「はい、どうぞ。三月くん、アリス。──じゃ、いただきましょうか」

　いただきますの声が重なり、食事が始まった。

　ラミアが、ホクホクのじゃがいもに舌した鼓づつみをうつ。

「うわ美味おいしい⁉　いやもう、お世せ辞じ抜きで大したものだわこれ。さすが私の娘むすめね！」

「別にお母かあさんに教わったわけじゃないですし、娘むすめとかまったく何一つ関係ないですけどね」

「アリスってば、ひどぉぃ。もしかしたら才能的なところで、ママの遺伝子が大活躍してるのかもしれないじゃなぁい？」

「はいはい」

　アリスは鼻で笑い、佃煮を摘つまむ。彼女の箸はし使いは完かん璧ぺきで、食事をしているだけで絵になる。

　三月は、婚こん約やく者の顔がとても好きだった。

　こちらの視線に気付いたアリスが、恥ずかしそうに言う。

「やだ、人が食べているところを、じっと見ないでくださいよ」

「あ、ごめんね」

　三月は詫わびる。いつの間にか見とれていたらしい。

　頰ほおを染めたアリスが、ナプキンで口元を隠かくして呟つぶやく。

「その、三月くん……？　最近私を見る目が……えっちじゃないですか？」

「えっ……んー、そうかも」

「そこでさらりと答えられる三月くんって、けっこう大物かもしれないわ」

　ラミアが感心した声を出す。アリスは眼めを大きく開いて、かたまる。

　三月は、アリスの青い目をのぞき込むように見詰め、胸の中の気持ちを正直に伝えた。

「最近色々あったからかな。僕、いままでよりも、アリスのことが好きになったみたい」

「…………な」

　率直すぎる好意を受けたアリスは、逃げるように目を逸そらした。

「本当、貴方あなたって人は……ずるいですよね……」

「どうして？」

「どうしても、です」

「？」

　いつもどおりの、かみ合わない会話。だけど、それが心地よいと感じる。たとえ幾千、幾万回繰り返したとしても、きっと飽あきることのないやり取り。

「あらあら、いいわねえ若い人たちは」

　そんな二人を、ラミアが微笑ほほえましそうに眺ながめていた。彼女は、ふと話題を変える。

「だけど貴女あなたたち、いまどきほっぺにチューでドキドキっ──なんて、プラトニックにもほどがあるんじゃなあい？」

　アリスは盛大にむせた。

「けほっ、けほっ……！　どうして、それを……っ⁉」

「えへっ、さっき三み月つきくんから聞いちゃった」

「なんでそんなに口が軽いんですか貴方あなたはっ‼」

（なんでそんなに口が軽いんですかラミアさんっ⁉）

　アリスに怒ど鳴なられた三月は、身を竦すくませ、申し訳なさそうに詫わびる。

「ご、ごめん……やっぱり、言っちゃまずかったよね……」

「駄だ目めに決まっているでしょうッ‼　あれは……っふ、二人だけの秘密だったのに……っ！」

　激しく怒り始めたアリスに、三月とラミアが慌あわてる。

「ごめんね、アリス。ママが悪かったわ……だから落ち着いて、ね？　ホラ、これでも飲んで」

「ふんっ」

　アリスは、ラミアの手からグラスをひったくり、ごくごくと一気に飲み干した。

　ぷはぁ、と息を吐はいて、きょとんと目を大きくする。

「あら……美味おいしいですね、これ」

「そう──じゃあ、たくさん飲んでいいわよ。だから機き嫌げん直して頂ちよう戴だいね」

　よほど美味しかったのか、ラミアが新たに飲み物を注ぐや、アリスはこくこくとグラスを傾けた。その様子を、ラミアはじっと観察している。

「で、貴女たちがプラトニックすぎじゃないかなーっていう話だけど、どう？」

「そんなことはありませんっ。お母かあさんの基準で判断しないでください。私たちには、私たちのやりかたがあるんですから……」

　アリスは、テーブルにグラスを置いて、俯うつむいてしまった。照れ屋で恥ずかしがりの彼女は、こういった話題が大の苦手なのだ。そういうところが、たまらなく可愛かわいいらしいところなのだけど、ちょっと奥ゆかしすぎかな、と感じることも多い。

　ラミアがにゅっと首を伸ばして、三月に話しかける。

「でもねえ、三月くんだってもっとアリスといちゃいちゃしたいわよねえ」

「えっ……。その……まあ」

　三み月つきは、恥じらいながらも正直に頷うなずいた。

「んもう貴方あなたって本当に素直で好きよ。ほぅらアリス？　彼もこう言ってるけど？」

「～～～～～～～！」

　ますます俯うつむいてしまうアリス。彼女は十秒ほどもごもごと口内で言葉を彷徨さまよわせてから、意を決したように口を開いた。

「ふんっ、だからってどうしろって言うんですか⁉」

「それはネ、私じゃなくて、三月くんに聞かないと。ほら、聞いてみたら？　『私をどうしたいんですか？』って」

「いっ、いやらしい言い方しないでくださいっ！」

　騒さわぐ二人は、そろって三月を見詰めた。

（って言われても……）

　困ってしまう。アリスにどうして欲しいのか──なんて。

　少し考えただけで、顔が熱くなってくる。

（………んんっ）

　具体的な光景を想像してしまった三月は、真まっ赤かになって俯いた。

「んまあ、とても口には出せないようなことなのね──仕方ないわ男の子だもの。まかせて、三月くんの正直な気持ち、代りに私がアリスに伝えてあげる」

　ラミアはアリスにそっと耳打ちをして、何事かを囁ささやく。

　瞬しゆん間かん、アリスの顔から、ぼんっと蒸気が噴ふき出した。

「や……無理……無理ですそんなの……」

「うふふ、大人おとなになったらみんなすることなのよ？　大丈夫、怖いのは最初だけだから」

「ちょっと⁉　ラミアさんっ、アリスに何を吹き込んでいるんですかっ」

　三月が止めると、ラミアは唇くちびるに掌てのひらを当てて、「んふっ」とえっちな笑みを浮かべる。

　明らかに面白がっている様子だ。

（まったく……）

　困った人だとは思うが、こんなアリスは普段あまり見ることができないので、本音を言うと嬉うれしくもあった。

　ラミアは、声の調子を少しだけ真剣なものに変える。

「ごめんねからかって。でも──やっぱりキスくらいはしてもいいんじゃないかしら。私の生まれた国では、挨あい拶さつみたいなものだったわよ？」

　言われた二人は、唇に手を当てて顔を見合わせた。気恥ずかしくて、目を背そむけてしまう。

「だ、だめです……！　キスなんて、私たちには早すぎます！　だって、だって私……初めてのキスは、結婚式のときに……するって決めてるんですから……」

　アリスは大いに照れながらも、うっとりと夢を囁ささやいた。

　ラミアが少し引きつった顔で言う。

「おぉう……ちょっとアリス……それは、いくらなんでも三み月つきくんが可哀かわい想そうよ。隣となりを見てご覧らんなさい？　超落ち込んでるじゃないの彼」

「えっ……あ……ちょっと、なにしぼんでるんですか……貴方あなた」

「そんな、別に、落ち込んでなんて……ないよ？」

『結婚するまでキスは禁止‼』という宣言を受けた三月は、元気のない声で答えた。

　それを見たアリスが、気まずそうに俯うつむく。

　ラミアが言う。

「だいたいね、アリスのファーストキスなんて、赤ちゃんのときに私が奪っちゃったわよ。まあその直後、パパがマジギレして夫婦喧げん嘩かになったけど」

「の、ノーカウントですそんなのっ！　も、もうっ、とにかく──結婚するまでキスなんてしないんですっ！　これ以上この話を続けるなら、ほんとに怒りますからねっ！」

　強引に話題を終わらせたアリスは、ごくごくと飲み物を嚥えん下かして、はぁっと息を吐はいた。

　食事が始まったばかりのなのに、もう三杯目だ。

（そんなに美味おいしいのかな？）

　と思い、三月は自分のグラスを傾けた。赤色の液体を、くぴりと舐なめるように飲んでみる。

（…………‼）

　三月は眉まゆをひそめた。口直しに、水を飲んで苦みを完全に追い出してから、ラミアに向かって言った。

「ラミアさん……この飲み物って、まさか……」

「あらん、ただの葡萄ぶどうジュースよ？　お口に合わなかったみたいね」

　ラミアは三月にだけ見えるように、しぃ……と、人差し指を唇くちびるに当てる。それから新しいグラスにオレンジジュースを注いでくれた。

　その後もアリスは健けん啖たんに食事を摂とりながら、幸せそうに飲み物を何度もおかわりしていた。

　そんな娘むすめの様子を優しげに眺ながめ、ラミアが囁ささやく。

「私ね……アリスは、もうちょっと素直になった方がいいと思うの。三月くんだって、あの子のほんとの気持ち、知りたくなぁい？」

　妖あやしい笑みの意味に三月が気付いたのは、数十分後のことだった。

　食事が終わりに近づき、卓たく上じようの料理も残り少なくなってくる。そのころには──

「ん……っ、なんだか、気持ちよくなってきましたね──」

　アリスは、ほろ酔よいになって蕩とろけるような艶えん笑しようを浮かべていた。頰ほおはほんのりと赤らんで、目は潤うるみきっている。

　三月は心配になってきて、すでに何度目かになる台詞せりふを投げかけた。

「あ、アリス……大丈夫？　もう、飲み物はやめておいたほうがいいんじゃ……」

「あら……どうしてですか？　やだもう、三み月つきくんったら……よく分からないことを言わないでください」

　アリスは、うふぅっと妖よう艶えんに笑った。

　甘あまい酒精の芳ほう香こうが、少女に大人おとなの色いろ香かを纏まとわせていた。

　こうして笑いかけられただけで、心臓がどきどきと鼓こ動どうを早めてしまう。

（だ、だいぶ、酔よってるよね……これって）

　三月はかぶりを振ってから、ラミアに顔を向けた。

「ラミアさんっ、そろそろ止めてくださいっ」

「そうねえ。ほらアリス、もうやめておきなさい」

「えー……？」

　不満そうなアリス。彼女の手から、三月がグラスを取り上げる。

「……お酒はもう駄だ目めだってば」

「ふぇっ……これ、おさけだったんれすか……？」

　アリスは取り上げられたグラスを、名残なごり惜しそうに眺ながめながら囁ささやく。

　微び妙みようにろれつが回っていない。かなり速いペースでかぷかぷ吞のんでいたものだから、いまもどんどん酔いが回ってきているらしい。彼女は非難めいた眼まな差ざしでラミアを見た。

「まったくもぅ……どうしてお酒なんか……お母かあさんったら、いけない人です。……でも、許したげます。……私、お酒に強いみたいですから──」

「ごめんね、でも美味おいしかったでしょ？」

「はい──すっごく」

　お酒の効果なのかアリスは素直にそう言って、ふにゃっと至し福ふくの顔で首を傾げる。

　そして、焦しよう点てんが合っていない瞳ひとみで時計を見た。

「あら──もう、こんなに遅い時間なんですね」

「ええ、ごちそうさましたら、そろそろ三月くんも帰らないと。お爺じいちゃんたちが、心配しちゃうわね」

「あ……そうですね」

　ラミアに言われ、三月は頷うなずく。

（なんだか今日は、時間がすごく早く過ぎちゃった気がする……）

　ごちそうさま、と手を合わせる三人。

「じゃあ食器……片付けないと」

　立ち上がろうとしたアリスだったが、かくんと膝ひざが折れてしまい体勢を崩くずす。

　咄とつ嗟さにアリスを支えたラミアが、娘むすめの頭を軽く撫なでた。

「あらあら、私がやったげるわよ。そんなふらふらじゃ、まともに歩くこともできないでしょ？」

「へぇ……珍しい……お皿さら割らないでくらさいよ？」

「こぉらー、馬鹿にしてるでしょう。ママだってやる気になれば、洗い物くらいできるんだからねっ」

　ぱちんとウインクをひとつして、ラミアは三み月つきに手招きをする。

　呼ばれるがままに近付くと、こう言われた。

「じゃあ三月くん。悪いけれど、あとちょっとだけ、アリスをお願いできるかしら」

「えっ……」

「とりあえず、そこのソファに寝かせてあげてくれる？　食器を片付けてから、一緒にベッドまで運びましょう」

「は、はい」

　三月は頷うなずき、ラミアに代ってアリスを支えた。彼女の背に片腕うでを回す形だ。

　少し──緊張してしまう。

「アリス……歩ける？」

「…………ん」

　酔よいがさらに回ってきたのか、アリスの反応は鈍い。陶とう然ぜんと、三月の顔を間近で見詰めてくる。その瞳ひとみはうるうるしていて、とても艶つやっぽかった。普段のアリスなら、絶対にこんな媚こびるような目で三月を見たりはしない。

（う……）

　知らず、手に汗あせをかいていた。とても、まともに顔を見ていられない。

「ねぇ……三月くん……」

「なに、アリス？」

　甘あまえるような声で、アリスが囁ささやく。

「だっこ」

「……へっ？」

「だっこ──してください……」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのか分からなかった。

　だってよりにもよって、だっこだなんて……アリスが言うわけが……

　混乱していると、アリスが両手を前に突きだして、急せかしてきた。

「……早くぅ」

「う、うん」

　三月は、心臓をばくばくさせながら、アリスを両腕うでで抱かかえ上げる。

　いわゆる、お姫ひめ様だっこだ。

　思っていたよりも、ずっと軽い。彼女が零こぼれ落ちないように、ぎゅっと抱だき締めた。

　こうしていると……アリスの身体からだがとても柔やわらかくて小さいことが、改めて分かる。

（あったかいな）

　大好きな婚こん約やく者が、自分の腕うでの中に収っている──それが、言葉には表せない熱さとなって、毒のように全身に回っていく。お酒なんて一ひと舐なめしかしていないのに、自分が酩めい酊ていしていること分かった。

　酒精アルコールではなく──

　婚約者に。

　このまま一緒に、寄り添ったまま溶とけてなくなってしまいそうな気さえする。

　抱だき上げられたアリスが、するりと首に腕を回してきた。

「嬉うれしい……私、ずっと、こういうふうにされたかったんです……貴方あなたに」

「そっ、そう……。なんだ、言ってくれれば、いつだってしてあげたのに」

「やん……そんなの、恥ずかしくて無理です……。でもいまなら、なんだか頭がふわふわして……なんでも言えそう……」

　彼女が囁ささやくたびに、吐と息いきが耳にかかってくすぐったい。きっと自分の顔は、高熱を出したみたいに真まっ赤かになっているに違いない。

「その……アリス……ずいぶん、酔よってるよ、ね」

「あら、私……正気ですよ？　……っふふ、照れてるんですか、三月くん……？」

　お酒の入ったアリスは、普段よりもずっと素直で、奔ほん放ぽうで、妖よう艶えんになるらしい。

　この雰ふん囲い気きが誰かに似ていると思えば、なんてことはない。

　彼女のお母かあさん──ラミアにそっくりなのだ。

（……やっぱり親子なんだな……）

　そう思いながら、ゆっくりとソファに運ぶ。

「ふぅっ」

　たった数メートル歩いただけで、精気をごっそり吸い取られてしまったような気がする。

　ソファに彼女を座らせたところで、きゅっと手首を摑つかまれた。

「離れちゃだぁ～め、隣となりに座って？」

「あ、アリス？」

　その口調に、かつてない違和感を覚える三月。幼いころからお嬢じよう様らしい口調をしていたアリスからはとても考えられない、子供っぽい喋しやべり方だった。酔いが回って、何かのタガが外れてしまったのかもしれない。

　言われるがまま、アリスの隣に腰こしを下ろす。

「？　こ、こう？」

「ん、そぅ……」

　アリスはそっと、三月の膝ひざの上に馬乗りになった。むきだしの太ふと腿もも同士が、ぴったりと密着する。

「うわ……わ……」

　それだけでも一杯一杯なのに、彼女はさらにこちらの背中に両腕うでを回して、ぎゅううっと抱だきついてきた。かぁぁっとのぼせ上がった三み月つきは、声にもならない悲鳴を漏もらす。

「……んっ……っ……」

「ん……三月くんの匂におい……すっごく好き……」

　アリスは三月の薄うすい胸板に頰ほおをすり寄せて、すんすんと鼻を鳴らした。金色に輝く髪かみの毛からは、酒精アルコールとは違う甘あまい匂いがする。

「や……匂いなんて、嗅かがないで……恥ずかしいよ」

「えぇ～～いいでしょぉ、そのくらい」

「で、でも……」

　困こん惑わくする三月の顔を下から覗のぞき込むようにして、アリスはお酒で蕩とろけきった笑みを浮かべる。

　それから彼女は、いきなり三月のシャツをぎゅっと下向きに引っ張って、露あらわになった首筋を金色の九尾ナインテールの毛先でくすぐってきた。たまらず三月は、女の子みたいな悲鳴を上げてしまう。

「ひゃん⁉」

　アリスの髪の毛がこちょこちょと肌はだをさする感かん触しよくに、ぞくぞくっとしたのも束つかの間、

「っ……、く、ふっあははははっ、やめてやめてやめて！　くすぐるのやめて！」

「──あはっ、あはははっ──あははははは！」

　ぽろぽろと涙なみだをこぼして悶もだえる三月を眺ながめ、お腹なかを抱かかえて大笑いするアリス。

　嗜し虐ぎやく趣味＋笑い上じよう戸ご。とても悪質な酔よっぱらいだった。

「あはっ……ふふふ……おかしい……もぅ」

　ようやく笑いが収ってきたらしいアリスは、手の甲こうで、自分の目の端はしについた涙をぬぐう。

　そして、がらりと雰ふん囲い気きを変えて、媚こびた声で囁ささやく。

「ねぇ……なでなでして……？」

　弱々しい声なのに、その台詞せりふには、いつもとは違う種類の強制力があった。

（さ、逆らえない……）

　三月は言われるがまま、金色の九尾ナインテールに指を滑すべらせる。すると……アリスは、気持ちよさそうに目を細めた。完全に脱力して、こちらに身を任せてくる。

「ン……ん……」

　飼かい猫ねこのように甘あまえてくるアリスに、三月はこれ以上ないくらいに赤面して、うろたえてしまう。

「まずいよ……こんなところをラミアさんに見られたら……誤解されちゃうよ？」

　ちらりとキッチンの方を見ると、閉じたアコーディオンカーテンの隙すき間まから、ラミアの青い瞳ひとみが覗のぞいていた。顔の大半は隠かくれて見えないけど、明らかに笑っているのが分かる。

（ラミアさん……っ⁉　もしかしてこれ全部、貴女あなたが仕組んだことですか……⁉）

　ラミアは、アリスがお酒を飲むとどうなるか知っていて、あえて飲ませたのだ。

　二人の関係をあおるために。

　果たして効果は抜群だったが──さすがにこれは、おせっかいにもほどがあると思う。

　だって、たとえこれがアリスの素直な気持ちなのだとしても、正気ではない彼女から、こんな形で受け取っていいものではない。

　アリスは、ぷくっと頰ほおを膨ふくらませた。

「……私に抱だきつかれるの……イヤなのぉ？」

「やっ、イヤじゃないけど……むしろ嬉うれしいけど……でも、こういうの、よくないよ……」

　三月はアリスの両肩かたに手を置いて、引離そうとした。

「ん、やぁ」

　アリスは嫌いやがって、抱だきつく力をさらに強めて抵抗する。上うわ目め遣づかいにこちらを見上げ、切ない声で訴えた。

「婚こん約やく者に抱きついて、何が悪いって言うの？　貴方あなたは、私のものでしょぉ～～？　だから私はぁ～～三月くんのことを、好きにしてもいいんです……ぅ」

　くらり──その台詞せりふに骨抜きにされてしまった三月は脱力しかけたが、

（い、いけない！）

　なんとか立ち直って、密着しようとするアリスを押し止とどめた、この状況を乗り越えるべく、煮立った頭をむりやり回転させる。

「……え、えーっと、婚約者のことを好きにしていいっていうなら……僕も、アリスのことを、好きにしてもいいってこと、だよね？」

「え……？」

　アリスは、きょとんと瞳ひとみを大きくした。意外すぎる台詞せりふだったからだろう。

　こんなに恥ずかしい台詞を言っていることが、自分自身でも信じられない。

　だけどこう言えば、究極の恥ずかしがり屋であるアリスは、きっといつものように怒り狂って、この状況はうやむやになるはず。うん、間違いない。その光景が、はっきりと想像できる。

「じゃあ、僕は、アリスと、キス……したい、な」

　真まっ赤かになって言うと、もともと赤かったアリスの顔が、かあああああっと、さらにさらに紅潮した。

　したの──だが。

　しかしアリスは、予定外の態度を取った。

　彼女は三月を見上げ、唇くちびるに指を当てて恥じらいながら、消え入りそうな声で囁ささやく。

　素面しらふの口調に戻って、真剣な声で……

「そんなに……私とキス……したいんですか？」

（ええっ……⁉）

「仕方、ありませんね」

　彼女は、突然首に手を回してきて──

「今日だけ、特別ですよ……？」




　ちゅっ。




「あ……わ……うわぁ」

　三み月つきは目を見開いたまま硬直し、頰に手を当てた。柔やわらかい唇くちびるの感かん触しよくが、はっきりと残っている。くちづけを受けた一点だけが、焼き付くように熱い。

「はぁ……っ」

　甘あまい吐と息いきを残し、アリスの顔が離れていく。首に回されていた腕うでが、するりと逃げていく。

　んふ、と、陶とう然ぜんとした艶えん笑しようを浮かべ、三月の唇に人差し指で触ふれる。

「ばか……唇にしてもらえるとでも思ったんですか？」

　からかうように言って──

　こてん、と胸の中に倒れ込んできた。

「えっ……？」

「……すぅ」

　さんざん三月をもてあそんでおいて──

　酔よいつぶれて、眠ねむってしまったらしい。

「……寝ちゃってる、の？」

　はぁっ、と、一気に気が抜けて脱力してしまう三月。

　そこに、ラミアが近付いてきて声をかけてきた。

「あくまでお口にちゅーは駄だ目めなのねえ、アリスったら」

「もう、ラミアさん……ひどいですよ」

　三月はアリスを胸に抱だいたまま、ラミアを見上げる。

　彼にしては珍しい、非難めいた声色だった。

「あら、アリスに甘あまえられるのは嫌いやだったのかしら？」

「嫌なわけじゃ……でも、そうじゃなくて──アリスの気持ちも考えてあげてください」

　素面しらふのアリスが、自分が酔って三月に甘えたことを知ったら、どう思うか。

　きっと、とても恥ずかしがって、怒るだろう。

　高貴で誇り高い彼女は、本来こんなことは絶対にしないから。

　彼女に意に沿わぬことをさせてしまったことが、心苦しい。

　ラミアは、三月のそんな気持ちを汲くみ取ってくれたようだ。苦笑めいた表情で、こう言った。

「ごめんなさいね。でも……」

　ラミアは、三み月つきの胸で眠ねむるアリスの頰ほおを、軽くつついた。

「この子、とっても幸せそうだわ」

　慈じ愛あいの眼まな差ざしで娘むすめを見るラミア。
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「三月くんにいっぱい甘あまえられて、嬉うれしかったのよね……アリス？」

　三月は何も言えず、母の指につつかれてむずがる婚こん約やく者を眺ながめる。

　卑ひ猥わいな意味では断じてなく──幸せというなら、いまこうしている三月だって、そうだ。

　だから、眠ってしまったアリスをソファに寝かせてあげなくちゃいけないのに、そうできない。できるなら、ずっとこのままでいたいから。

　ラミアが三月に視線を移す。

「あのね……三月くん。貴方あなたが思っているより、ずっと甘えんぼなのよ、アリスって。……昔からそう、いつも身近にいる親しい人に、かなり深く依存しちゃうの。亡くなったパパだとか、私だとか……もちろん、貴方にも」

「えっ……僕に、ですか？」

「うん、この間もね──貴方と喧けん嘩かして、ずいぶん凹へこんでたもの。あの子はそういう弱さを、いつもは奥に隠かくして気き丈じように振る舞っているだけで、実は結構脆もろいところがあるの。でも、普段のアリスが偽にせ物ものだっていうわけじゃないわ。多かれ少なかれ、人間ってそういう部分あるもんね。どちらも本当のアリスなのよ。三み月つきくんには、かっこよくて強いアリスだけじゃなくて──こういうか弱いアリスのことも、これからはもっともっと知ってもらいたいわ」

「……はい」

　三月は頷うなずいた。

　十年以上一緒にいたのに、三月の知らないアリスが、まだまだたくさんいる。

　それはとても当たり前のことで、非難するようなことではない。

　自分だって、誰だって、同じなのだから。

　そう、これからゆっくりと、お互いに教え合っていけばいい。

　それこそ──一生をかけてでも。

　もしかしたら、ラミアはそのことを教えるために、この状況を仕組んだのかもしれなかった。この人はいつもふざけているように見えて、すごく深いところまで物事を計算している節ふしがあるから。

　ラミアと親しい三月の母も、何度となくそう言っていたし──三月自身も、そう思う。

　奔ほん放ぽうで、妖よう艶えんで、ときに狡こう猾かつな。

　狐きつねのような、人なのだ。

　だから、いま三月がアリスの婚こん約やく者としてここにいることさえ、あるいは。

「ラミアさん」

「なあに？」

「どうして僕を、アリスの婚約者に選んだんですか？」

「あら、話さなかったっけ。貴方あなたのお母かあさんとお喋しやべりしていて、話の流れでなんとなく、よ」

「なんとなく……ですか」

　本当かもしれない。噓うそかもしれない。

　ラミアの蠱こ惑わく的な微笑からは、真実を読み取ることはできなかった。

「そう、なんとなく。でも……貴方あなたを選んでよかったと思うわ」

「本当に──僕で、いいんでしょうか」

　ぽつりと、情けない本音が漏もれた。

　自分とアリスとでは、釣つり合わないのではないか──

　それは、いままでは抱いだくことのなかった焦しよう燥そうである。

　貴方とあの人とでは釣り合わない。そう言われたことはないでもない。ただ、どうしても実感は湧わかなかった。あまりにも幼い頃から、三月にとってアリスは『婚約者』だった。そして特別なにを意識することもなく、当たり前のように一緒にいたから。

　それが変わったのは、言うまでもなく先月にあった事件からだ。あの時、三月はアリスの危機になにもしてあげられなかった。あまりにも弱くて、無力だった。

（それに、この間だって）

　アリスの悩みに気付いてあげることができず、彼女を傷つけて泣かせてしまった。

　何をやっているんだろう僕は──そう悩み続けている。

　婚こん約やく者失格だ。弱くて情けなくて、その上鈍感で……こんな自分などよりも、もっと彼女に相応ふさわしい誰かがいるのではないか。そんな焦しよう燥そうが、あれからずっと胸を焦がしているのだった。

　三み月つきの弱音を聞いたラミアが、ひどく軽い口調で応こたえる。

「そうねえ。私は、貴方あなたよりアリスに相応しい人なんて、世界中のどこを探してもいないと思うけれど。ねえ、三月くん。アリスがそれを聞いたら、何て言うかしら？　貴方なら、聞かなくても分かるんじゃなあい？」

　三月は考える。

　例えば、『僕は、きみに釣つり合っているかな？』そう聞いたとする。

　アリスはなんと答えるだろう。

「『ふん、全然釣り合ってないに決まっているでしょう』って言うと思います」

「それだけ？」

「いえ──」

　きっと彼女はそのあとで、こう続けるはずだ。

『だから三月くん。もっと私に釣り合うよう、死ぬ気で努力してくださいね』と。

　三月がそのように言うと、ラミアは「そう」とだけ呟つぶやいて微笑わらった。

　ラミアにはどこか、何もかもを受け止めて癒いやしてくれる──大海のような雰ふん囲い気きがある。

　だからかもしれない。胸にわだかまっていたものが、自然と口を衝ついて出てきた。

「僕、もっと頑がん張ばらないといけませんよね。……最近、自分がすごく駄だ目めなやつだって気付かされることが多くて……実は、落ち込んでます」

「あら、そんなの誰だってそうよ。そう思わない人はいないわ」

「……ラミアさんでも、そうなんですか？」

「ええ、私なんてほんと駄目駄目よ。今も、昔も、ずうっとね──だけどしょうがないじゃない？　いままで駄目だったってことはもう取り消せないもの。そんなことでいちいち悩んでいたら、人生やってられないわよう」

　不思議だった。

　なんだか彼女の言葉を聞いていると、自分の悩みがすごくちっぽけなことに思えてくる。

「いまの自分にできることを、いま頑張ればいいの。明日あしたは今日よりもちょっとだけ、駄目じゃなくなるようにね」

　あら、これって自分への言い訳みたいだわね──そう言って、ラミアは頰ほおをかいた。

「さ、アリスをベッドに運ぶのを手伝ってくれる？　ふふっ、名残なごり惜しいとは思うけど」

「あ、わっ、ごめんなさい」

　そうして……三月たちは、アリスを寝室のベッドに運んだ。




　　　　　　†




「じゃあ三み月つきくん、気を付けて帰ってね」

　帰宅しようとする三月を、ラミアが門のところまできて、見送ってくれている。

「はい。ラミアさん、今日は色々と……ありがとうございました」

　深々と一礼し、顔を上げると……彼女は同じように頭を下げていた。

「こちらこそ。本当に、こちらこそだわ。ありがとうね、三月くん。それと……これからも、よろしくね」

「はい。お休みなさい、ラミアさん。アリスに、晩ご飯ごちそうさまって──美味おいしかったよって、伝えてもらえますか？」

「うん、まっかせて」

　そうやってラミアと別れ、街がい灯とうの下、三月は薄うす暗い夜道を歩いていく。

　ふと、振り返って、洋館を見み遣やる。

　アリスが眠ねむっている、二階の窓を。

　そして想う。彼女の安らかな寝顔を。

　彼女を傷つけるなにもかもから、楯たてとなって守ってあげたい。

　大切な婚こん約やく者を、自分の手で助けてあげたい。

　それはあまりにも愚おろかで、分ぶん不ぶ相そう応おうな想い。実現不可能な、妄もう想そう。

（分かってる）

　貴方あなたはヒロインなのだとラミアは言ってくれた。

　だから、女の子を護まもったり、敵てきを倒したりしなくてもいいのだと、言ってくれた。

（そう。僕は、主人公なんかじゃない）

　なんの特殊能力もない、どこにでもいる一般人で、特別得意なことがあるわけでもない。

　こんなに特徴のない自分は、きっと小説や漫画なら、脇わき役やくＡがいいところだ。

　ヒロインの役割すら、おこがましい。あんなに高貴で気高い主人公の隣となりには、釣り合わない。

（だけど……）

　絶対に役を降りるつもりはない。

　力不足なら、釣り合わないなら、その分だけ努力する。大好きな彼女と、同じやり方だ。

（いまの自分にできることを、いま頑張る……か）

　明日の自分が、今日よりもちょっとだけ、駄だ目めじゃなくなるように。

（……ままならないなあ……）

　いますぐ違う自分になりたいのに、強くて格好いい自分に変わりたいのに、どうしてもそうはできないことが、たまらなくもどかしい。

　駄だ目めな自分。情けない自分。女め々めしい自分。恰かつ好こう悪い自分。鈍感な自分。弱々しい自分。

　なのに変われるのは、成長できるのは──ちょっとずつ、だけ。

　どんなに必死で努力しても、いまの自分が、いきなり一日で別人になれるわけじゃない。

　いまの自分だって、昨日きのうの自分がやってきたこと、一昨日おとといの自分がやってきたこと、そしてそれ以前の自分が何年間も生きてきたこと──そうして得てきた些さ細さいな諸もろ々もろが積み重なって、できているのだから。

（でも、だからこそ、頑がん張ばらないと）

　そう、誰もがやっていることだ。いまが駄目だからって、すぐに変われないからといって、絶望することはない。忘れてはいけない。

　人は誰しも、ちょっとずつなら、成長していける。変化を、積み重ねていける。

（それを……僕は、ずっと身近で見ていて……とてもよく知っているんだから）

　自分にだって、できないことはないはずだ。

『理想の自分』になるために、これからずっと頑がん張ばり続ける。

　時間はかかるかもしれない。

　具体的に何をすればいいのか──何ができるのかも、いまはまだ分からない。

（それでも、やるんだ）

　まずは、一歩。そうしようと、決意すること。何もかも、そこから始まる。

　できるとか、できないとか、そういうのは、もっと後で考えればいいことだ。

「うん、やろう」

　口に出して、呟つぶやいてみる。すると、胸に熱い火が灯ともったような気がした。

　気合も誇りも足りない自分だけど──たった一つ、誰にも負けないものがある。

　無む尽じん蔵ぞうに湧わき上がってくるような、彼女への想い。

　この気持ちはやっぱり──いや。

「……おやすみ、アリス」

　いまはまだ、保留にしておこう。

　急ぐことはない。明日あしたになって朝がくれば、彼女にはまた逢あえるのだし──

　これからもずっと、一緒にいると決めたんだから。

　そんなことを思いながら、三月は自宅への帰き途とにつく。

（また、明日ね──）

　その表情には、彼らしい柔やわらかな微笑があった。







　あとがき




　こんにちは、伏ふし見みつかさです。おかげさまで無事、第三巻をお届けすることができました。

　今回は短編集ということで、それぞれ趣おもむきの違うラブコメを三編と、その他一編という構成です。一編まるごと、混じりっ気なしのラブコメというのは実は初挑戦で、同時にデビュー当時からやってみたいなと思っていたことでもあります。如何いかがでしたでしょうか。ラブコメ修業の成果が少しでも出ていればいいのですが……。文章の書き方も変えてみました。一巻、二巻よりも面白く、読みやすくなっていればなによりです。

　四編のうち、気に入っていただけた話、お気に召めさなかった話などありましたら、ぜひ教えてください。今後の参考にさせていただきます。




　それでは、各話の解説へ。（少々のネタバレを含みますので、ご注意ください）




『女子寮の眠ねむり姫ひめ』

　主人公は誠人まこと、ヒロインは怜れい奈な。二人の馴なれ初そめを描いた一編。今回初めに書き終えた話で、ややコメディ寄りのラブコメですね。本編では脇わき役やくの二人、こいつらはとても書きやすいキャラでして、さくさく筆が進みます。どうやらあんまり深く考えずに素で書くと、こんな感じのラブコメができあがるようです。もし機会があれば、続きを書いてみたいですね。

　このまま彼らを主役に据すえて、次巻からは生徒会を舞台にした、不思議要素のないラブコメ小説として突然変異したらどうでしょう。いえ冗じよう談だんです。冗談ですが、アンケート葉は書がきでリクエストがきたりしたら、何らかの形で実現させるべく、そりゃもう頑がん張ばりますよ。

　五十嵐いがらし雄ゆう策さく先生、勝手に作品のお名前を使わせていただきまして、申しわけありません。

『乃の木ぎ坂ざか春はる香かの秘密』シリーズは、執筆中何度も参考にさせていただきました。この場を借りてお詫わびとお礼を。




『どきどき温泉パニック！』

　プロット段階では、お色気をコンセプトにした、ものすごーくえっちな話にしようと思っていたのです。いたのですが、何故なぜかできあがったのは四編の中で一番お馬鹿な話。

　ＮＧシーンがたくさんあって、なかなか修正が大変だったと記き憶おくしております。

　いま考えると、そんな大量のＮＧシーンを含んだ原稿を、得意げに送り付けてきた私を説得する必要に迫られた編集さん。きっと大変だったことと存じます、ごめんなさい。

　今でもＮＧシーンの名残なごりが少し残っていますので、探してみると面白いかも。




『十二番目のリリス』

　四編の中で、唯一ラブコメではない話。アリスのライバルであるリリスを主人公とした、アクション小説です。もしも彼女がこのシリーズの主人公だったなら、一巻の一章はこんな感じで始まっていたのかもしれません。

　えーと……短編ということで書き始めたはずなのに、軽く百枚を超えてしまいました。うまく圧縮すれば七十枚くらいで収まるだろうという目算だったのですが、甘あまかったです。書き始めて三日目にして気付きました。ありゃー……このままじゃ六百枚いっちゃうな、と。そんな諦あきらめムードの中、なんとか完成にこぎつけられたのは、編集さん方のお力添えあってこそ。

　構成の見直し、カットシーンの選別、必殺技の変更、その他諸もろ々もろ──心強いアドバイスをありがとうございました。

　内容ですが、ところどころに作者の趣味がにじみ出ています。やっぱね、悪の組織の首領は、正体不明で、かつシンボルレリーフから指令をくださなきゃならんのですよ。組織に反逆した改造人間は、洗脳されたかつての仲間と戦って、泣く泣くぶっ殺さなきゃならんのですよ。

　ところで三巻の表紙は、リリスになっているはずです。まだラフ絵しか拝見していませんが、めちゃくちゃ格好良いものが出来上がるのは間違いないと確信しております。正直な話、この表紙イラストだけでも買う価値はありますよっ。




『純情♡ボーイ・ミーツ・ガール』

　アリスと三み月つきの話。本編とは逆に、三月視点でお送りしました。勘かん違ちがいされる方が多いのでここで明言させていただきますと、『十三番目のアリス』シリーズの主人公は、三月ではなく、アリスです。ですが、いつも主人公の位置に立って戦っているアリスに、たまには王道ヒロインっぽいことをさせてあげようと思いまして、今回三月を主人公に据すえてみた次第です。

　まあでも、ヒロイン的役割とはいえ、やっぱり男の子は成長しなければならんのです。アクション小説の主人公に据えるには、弱いわ鈍感だわ泣き虫だわと、スーパー書きにくい困ったヤツですが、なるべく早いうちに背中を蹴けっ飛ばして、困難に叩たたき込んでやらないとなー、と考えております。できれば次の巻あたりで。




　最後に、みなさまに向けて謝しや辞じを。

　担当編集の三み木きさん、小こ原ばらさん、イラストレーターのシコルスキーさん、本書の出版に関わったすべての方々、そして最後まで読んでくださった読者さん。

　本当にありがとうございました。これからも、どうぞよろしくお願いいたします。





二〇〇七年二月　伏ふし見みつかさ









伏ふし見みつかさ

今回の著者近影はソフト白玉あんみつ。脳にガツンとくる甘さがたまりません。一時的に執筆速度が１．２倍くらいに向上する気がします。時が経つのは早いもので、これがデビュー後三冊目。そろそろ修行の成果を見せるとき。今後の活躍にご期待ください。
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シコルスキー

昭和57年生まれ。神奈川在住。猫アレルギー持ちなのに猫が好きなお絵かきスキー。春先は花粉症の影響も加わって、いつも以上に鼻水と涙の海に沈みながら野良猫を愛でています。
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十じゅう三さん番ばん目めのアリス③











伏ふし見みつかさ
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